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『あなたがピンチのときには、どこにいたってお姉ちゃん、絶対に駆かけつけるから。……だから遠えん慮りよしないで、いつでも電話するのよ』

　そう言ってくれた人がいま、命の危機にさらされている。

　その事実を知った少女は、いても立ってもいられなくなって、ついに逃にげ出だした。

　追われることはわかっていた。

　あとで、どんな罰ペナルテイーを科せられるかも理解していた。

　それでも少女は、その人のもとへ走り出していた。

　――待っていてください。わたしが絶対に助けます。

　追手の存在に震ふるえながらも少女は、自らを鼓こ舞ぶするように心の中で何度もつぶやいた。







一章







　高校からの帰宅途と中ちゆう。

　その電車の中で、志し筑づき正まさ宗むねは目を瞠みはった。

　出入り口のそばに、一人の美少女が立っていた。

　胸むな元もとまで届く長い髪かみは艶つややかで、カチューシャも可愛かわいい。スタイルも良くて、すらりと伸のびた手足からのぞく素す肌はだは、透すき通とおるように白い。正宗と同じぐらいの歳としだろう。通った鼻筋に大きな目と、その面おも立だちは、男女を問わず羨せん望ぼうの的であるに違ちがいない。

　ただ、いま目を引いたのは、その美しさのせいだけではない。

　その少女は。

　薄うすいパジャマしか着ていなかった。

　履はいているのもサンダルだった。

　世間は二月の真ん中。はっきり言って、見ているだけで寒い。

　しかもどこをどれだけの距きよ離り歩いてきたのか、ズボンの裾すそは泥どろで汚よごれ、足の甲こうはすれて小さな傷になっていた。たったひとつの持ち物らしい長なが財さい布ふを握にぎりしめて、入り口のそばに立ち、窓の外をじっと見つめている。
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　乗り合わせた数名の客は一様に、彼かの女じよを遠巻きに眺ながめている。彼女の格好があまりに異様なため、そして思おもい詰つめた表情をしているせいで、誰だれも声をかけない。

　何か、並々ならぬ事情があるらしい。それは、わかる。

　そして彼女が放っておいてほしそうなのも、わかった。

　ならばここは望みどおり――

「くしゅん」

　可か憐れんな少女は、くしゃみまで可愛かった。

　正宗と目があうと、彼女は気き恥はずかしそうに、ちょっとだけ笑った。

　その表情は本当に、どこにでもいる普ふ通つうの女の子と変わりない。

　すぐにまた、固い表情に戻もどって、ハリネズミのような雰ふん囲い気きをまとってしまったけれど。

　正宗は反省した。

　――俺おれはいったい、何を細かいことを気にしているんだ。どんな事情があるにしても、この娘こが仮に放っておいてほしかったとしても、手を伸ばして悪いはずがない。いや、むしろ困っている人を助けるのは、人として当然のことだろ。

「あ、あのさっ。よく事情はわからないけど」

　緊きん張ちようのあまり、声がうわずってしまった。

　少女は振ふり返かえると、きょとんとする。

　正宗は瞬しゆん時じに、これから言うことを脳内でリハーサルした。

『俺としちゃ、おまえを見ていられねえよ。すぐに身体をあっためてやらないと、風邪かぜひくぞ。俺んちで風呂と着き替がえを貸してやるから、来いよ』

　――ちょっと長いな、っていうか言い訳くさい。もっと、はしょっても大だい丈じよう夫ぶだろう。よし。イケる。見えた。

　軽く咳せき払ばらいをして、緊張を取とり払はらおうとする。

　そんな意識をもつあたり、すでに正宗は固くなっていた。

　ドキドキと鼓こ動どうが速まる。

　早口で正宗は言った。

「俺としちゃ、おまえをあっためてやらないと。俺んち来いよ」

　口にしたあとで、正宗の顔から血の気が引いた。

　――俺のバカーーーーーーーーーーーーっっっっ！　いろいろはしょりすぎだろう！　これじゃあまるで、ナンパしているみたいじゃないか。いや、これは一歩間ま違ちがえば変質者、うっかりしたら犯罪だぞ。

　正宗の、いつもの悪いクセが出てしまった。

　女子と口をきこうとすると緊張して、うまく話せないのだ。

　大事な言葉が足りなかったり、逆によけいなことまで口走ってしまったり、誤解を招くような言い方をしてしまったり。

　そんなわけで、正宗はクラスの女子からも警けい戒かいされていて、だからますます話す機会は少なくなる。結果、なれないものだから、いざ話そうというとき余計に緊張してしまう――そんな悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。

　焦あせった正宗は、さらに口走る。

「ああ！　いや！　そんな意味じゃなくて、そんな格好じゃ風邪を引くから、すぐに着ているものを脱ぬがせてやらなきゃと、思って」

　そのあと風ふ呂ろに入れたり、着替えを用意したりといった大事な部分が抜ぬけ落おちた。

　完かん璧ぺきなまでの墓ぼ穴けつだった。

　目の前が真っ暗になる正宗に、少女は鈴すずの音を転がすような軽かろやかな声で答えた。

「あ、ありがとうございます。お気持ちは嬉うれしいです」

　普通に、感謝された。

　正宗は目を剥むいた。

　――皮肉で言っているわけじゃなさそうだな。じゃあ、天然なのか。でなきゃ、人の悪意に鈍どん感かんすぎる。あ、いや、俺に悪意とか、下心はこれっぽっちもないんだけど。ない、よな、うん、ないはずだ。

　正宗が自問自答しているうちに、再び少女は口を開いた。

「あの。ですが、あなたのためにも、わたしにあまり関かかわらない方がいいと思います」

「え、それって……？」

　やっぱり女子に嫌きらわれる最速タイムを更こう新しんしてしまったのかと、正宗が深読みした、そのとき。

　事態は急展開した。

　少女が息を呑のみ、顔色を変えた。

　正宗の背後、二人の男が足音も荒あらく現れた。

　一人は開いているのかどうかわからないほどの細い目をした中年だった。ビア樽だるのようなメタボな腹はどう見ても運動不足に違いないのに、上下共にジャージに身を包つつんでいた。

　もう一人はもっと若い――といっても、三十前後の男だった。こっちはスーツにサングラスといった出いで立たちで、見るからに骨太な体つきだった。ピシッとしているのに、ジャケットの前のボタンを開けっ放しにしたその姿は、まるでどこかのＳＰのようだと正宗は思う。

　彼かれらは少女を見つけると、小さく息をついた。

　それは安あん堵どしているようにも、呆あきれているようにも見えた。

　ＳＰの方が、正宗の頭あたま越ごしに呼びかける。

「ここまでだ、御み厨くりや寧ね々ね。さあ、行くぞ」

　寧々と呼ばれた少女は、首を小さく横に振った。

「ほんの少しの時間でいいですから、わたしに時間をください。お願いします」

　頭を下げられて、ビア樽みたいな男は弱り切った顔をする。

　どうやらこちらの方が話がわかりそうだと、正宗は思った。が。

「残念だけどなぁ、そうはいかん。あきらめてくれぇ」

「いやです！　簡単に『あきらめる』とか、言わないでください」

　寧々は声を荒らげる。その目には、うっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

　しかしＳＰは問答無用とばかりに、寧々に歩み寄る。

　その瞬しゆん間かん、正宗の義ぎ侠きよう心しんに火がついた。

　あいかわらず、さっぱり事情は見えない。

　ただ、彼らとの出会いを寧々が歓かん迎げいしていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。それだけで寧々に力を貸す理由としては、十分すぎた。……他にも、寧々が美少女だから気合が入ったっていうのも、多少はあるけれど。

　ともあれ正宗は、ＳＰの前にたちはだかった。

「あ？　なんだ、おまえ？」

「理由はわからないけど、嫌いやがっているだろ」

　正宗は身構える。

　握りしめた手のひらには、早くも汗あせが滲にじんでいた。口が悪い正宗ではあるが、かといって荒あら事ごとが得意なわけでは、けっしてない。ケンカなんて、小学生のとき以来だ。

　そんな正宗を前にして、ＳＰはただ「ふんっ」と鼻を鳴らした。

「口を利きくほどの価値も、おまえにはない」と言われた気がして、カッとなった。正宗は寧々に伸びたＳＰの手を払いのけ、さらに分厚い胸むな板いたを押おしてやった。

　別に、それでどうこうするつもりは、なかった。

　これだけガタイがいい男だ。ちょっと押したぐらいでは、びくともしないだろうと思っていた。

　しかしちょうどそのタイミングで、電車が減速した。

　バランスを崩くずしたところを、すかさず正宗が押した格好になり、結果としてＳＰは見事にすっころんで、後頭部を床ゆかに打ちつけた。

　ごちんっと痛そうな音をたてて。

　男はしばし悶もん絶ぜつしたあと、正宗をにらみつけた。サングラスが外れてあらわになった目の下には隈くまがあり、その眼めは血走っていた。

　あまりの迫はく力りよくに、正宗は思わずたじろいでしまう。

「きさまあぁぁぁぁっ」

　怒ど鳴なるなり男は右手をぐっと握り込んだ。

　その動きに寧々だけでなく、ビア樽までが息を呑んだ。

「あかん！　落ち着けぇ」

　しかし、おそらくＳＰは聞いていなかった。

「ダメ、逃げて」

　寧々の叫さけび声ごえと、ほぼ同時。正宗の背筋に悪お寒かんが走った。

　直感的に危険を感じて、身をよじって床に尻しり餅もちをつく。その、ほんのわずか後。

　ＳＰの手から炎ほのおが吹ふきだした。

　正宗が避よけなければ、確実に頭が燃えていた。

　唖あ然ぜんとして、正宗はＳＰを見やる。

　彼もマズいと思ったのだろう。目が合った瞬間に頬ほほを引きつらせた。

　そして。

「能力者だ！」

　乗客の誰かが叫んだひと言に、電車内はパニックに陥った。

　みんな、我先にと隣となりの車両へと逃げていく。幸か不幸か、中なか程ほどの車両だったため、運転士も車しや掌しようもまだ騒さわぎに気づいていない。あいかわらず電車は次の駅を目指して走っていた。

「まったく、頭を冷やせぇ。こんなところで『能力』を使ったら、騒ぎになるに決まっておろぉ。あとで始末書ものだぞぉ、これはぁ」

　ビア樽は、じろりとＳＰをにらみつける。ＳＰは恐きよう縮しゆくして、小さく頭を下げた。

　尻餅をついたまま、正宗はつぶやく。

「ほんとに、能力者、なのか」

　もちろん正宗だって、その存在は知っている。

　自分が能力者でないか判別する検査だって毎年受けているし、授業でも習っている。

　ただ、実際に目にするのは初めてだった。

　なにしろ彼らのほとんどは〝才さい花か学がく園えん〟にいるのだから。

　才花学園とは、国内唯ゆい一いつの異能力者のために作られた教育・研究機関だ。

　能力に目覚めた者はみな、全ぜん寮りよう制せいの才花学園にて、力の使い方を学ぶ。さらには卒業後も社会貢こう献けんに役立てる方法を模も索さくすべく、学内で暮らす者がほとんどだ。

　ちまたで能力者に出くわす確率は、街中で偶ぐう然ぜんアイドルと出会う確率の百分の一もない。

　そんな能力者が、実際に力を使っているところを目もく撃げきするのは、さらに珍めずらしい。

　能力の使用は他人を巻きこむ危険があるため、才花学園外では厳重に禁じられている。

　現にいま、正宗も危あやうかった。

「なんで能力者が、こんなところに……？」

　男たち二人はちらりとお互たがいに視線をあわせるだけで、何も言ってこない。

　かわりに背後の寧々が答えた。

「すみません、わたしのせいなんです」

「わたしのせいって――なんで、そんなヤツらに追われているんだよ!?」

　寧々は、その質問には答えなかった。

「これ以上、ご迷めい惑わくはかけられません。ですから下がっていてください」

　寧々は、尻餅をついている正宗の肩かたにそっと手を触ふれ、前に出ようとした。

　その手が、小さく震えていた。

　正宗は怒いかりを覚えた。

　寧々に対してでも、能力者らしき大人たちに向けてでもない。

　こんなにかよわくて、抱だきしめたら折れてしまいそうな寧々に守られている自分自身に対し、憤いきどおった。

「待てよ。女の子にそう言われて、ハイそうですかって、うなずけるわけないだろ。女の子を守るのは、男の役目なんだよ」

　正宗は立ち上がり、寧々の手を取って引き止めた。

　寧々は驚おどろきに声もなく、ただ目を瞬まばたかせる。

　ＳＰのような男は、鼻で笑った。

「カッコつけるなよ、小こ僧ぞう」

「うるせえ。カッコつけて、何が悪い」

　正宗に引く気はない。握った寧々の手は細くて、ますます逃げちゃいけないと思わせた。

　車内に次の停車駅を告げるアナウンスが流れ、電車はゆっくりと止まった。

　ＳＰのような男は再び炎を、その手にまとった。

「どうやって守るつもりだ？　俺はな、ガキ相手に加減はしても、油断はしないぞ」

　正宗は答える。

「誰がおまえなんか相手にするって言った」

　言い放つとほぼ同時、正宗たちのそばのドアが開いた。

　正宗はちらりと寧々を見やると手を引いて、電車を飛び出した。そのまま一目散にホームの出口である階段を目指す。

「ああっ！　くそっ、きたねえぞ」

　――一いつ般ぱん人じん相手に異能力使っておいて、何が汚きたないだ。

　男の罵ば声せいを置き去りにして、正宗は寧々と走る。はじめは戸と惑まどいのあまり、危うく転びかけた寧々だったが、すぐにしっかりとついてきた。

「あの。すみません、助けていただいて」

「礼を言うのは、まだ早い」

　正宗は前をにらみながら、早口で言った。

　能力者の存在によるパニックは、車両内を確実に伝わったらしい。

　乗客たちも一いつ斉せいにホームに降りて、階段へと向かっていた。ほぼすべての乗客を吐はき出して人込みであふれ返る。小さな駅で階段は一カ所しかなく、すぐに渋じゆう滞たいした。

「待て。コラァ！」

　男の声が背後から届いた。

　それがまたパニックに拍はく車しやをかけた。走り出して転ぶ者や、階段で前の人の背中を押す者、叫び声をあげる者が現れる。

　正宗たちは階段にたどり着くが、まだ人で詰まっていた。

　このままでは男たちに、すぐに追いつかれる。

　おそらく運転士や車掌も混乱に気がついたはずだが、事態の収しゆう拾しゆうは駅員に任せたらしい。

　駅のホームに発車のベルが鳴なり響ひびく。

　とっさの判断だった。

「こっち！」

　正宗は電車に再び飛び乗った。さらに寧々を引きずり込む。

　そのすぐあとで、ドアが閉まった。

　車両は、こんなときでも『駆け込み乗車は危険ですので、おやめください』とのアナウンスを流してから、ゆっくりと加速した。

　窓の外。

　ホームに取り残された二人組と目が合った。ＳＰはわかりやすいほどにカッとなって、何かを怒鳴っていたが、その内容までは聞き取れなかった。ビア樽に必死にたしなめられている姿に、正宗は溜りゆう飲いんを下げる。

　やれやれと正宗は寧々を振り返った。

　寧々と目が合った。

　あらためて、その美しさに正宗は言葉をなくす。

　寧々も、しばし呆ぼう然ぜんと正宗を見つめていたが、ふと我に返ったらしい。

「あ、すみません。あの、ありが……くしゅん」

　また、くしゃみだった。

　思わず正宗は笑ってしまう。

　つられるように寧々も声をあげて笑いはじめた。笑うと、よりいっそう魅み力りよく的てきに感じた。

　思えば女の子と、こうして笑いあうなんて久々のように正宗は思った。自分で気づいてしまって、ちょっと悲しい――が、それはさておき。

「それで。事情は聞かせてもらえるよな？」

「え。あの、でも……これ以上、巻き込むわけには……」

　そのセリフが寧々の優やさしさからきているのは、当然わかっていた。

　しかしそれでもなお、正宗はムッとした。

「ああ、そう！　じゃあ、もしまた俺がさっきのヤツらに会ったとき、わけもわからずボコボコにされてもいいって言うんだな」

「そ、そんなことは――」

「でも、ありえる話だろ？　違うって言うなら、どう違うのか教えてくれよ」

　強ごう引いんだと自分でも思う。

　でも引き下がるつもりはなかった。

「俺は君の力になりたい」

　何せ能力者に追われているのだ。街のチンピラに絡からまれるのとは、わけが違う。

　寧々は細いため息をついたあと、微ほほ笑えんだ。

「やさしいんですね」

　そうして彼女は、身の上を話しはじめた。




　　　※　※




　御厨寧々は一人っ子だが、〝お姉ちゃん〟と慕したっている人がいる。

　十歳ほど年上の彼女は、かつて隣の家に住んでいて、忙いそがしい寧々の両親にかわって親身に面めん倒どうを見てくれたらしい。寧々にとって実家の味と言えば、母親ではなく彼女が作った肉じゃがだし、困ったときに相談に行くのも彼女の部屋だった。

　そのお姉ちゃんが警察官の試験に合格し、警察学校に行ってしまうと聞いたとき、寧々はわんわん泣いたという。

　のちに自らの能力が判明し、全寮制の〝才花学園〟に入学するときには、気き丈じようにも涙を堪こらえたというのに。

　ともあれ寧々にとって、その人は家族と言って差さし支つかえない存在だった。

　その人が、いま、職務中に大ケガを負ってしまい、生死の境をさまよっていると言う。

　だから寧々は、外出厳禁の才花学園を抜け出し、能力者である教師たちの追手を振り切きりながら、お姉ちゃんのもとへ向かおうとしている。

　そんな話を聞いて、正宗はますます黙だまっていられなくなった。

「あれが、その病院なんだな」

　駅から、歩いて五分。

　市内でもっとも大きな総合病院まで、正宗は寧々を連れてきていた。

　巨きよ大だいな病びよう棟とうに、広い駐ちゆう車しや場じよう。敷しき地ちと歩道を隔へだてている灌かん木ぼくが、ずらっと並んでいた。

　寧々は、手元のメモと病院の看板とを何度も見比べて、うなずいた。

「ここです。この五〇三号室に入院しているはずです」

「そっか。じゃあ急がないとな」

「はい」

　満面の笑えみを浮かべると、寧々は正宗の隣をついて歩いた。

「あの、本当にありがとうございます。え、えっと……」

「ああ、名前か。俺は正宗。志筑正宗な」

「志筑さんのおかげです。わたし一人では、来られませんでした」

　寧々のセリフは大げさではない。

　当初、寧々は正宗に迷惑をかけるかもしれないと同行を拒こばんでいた。しかし駅を降りたとき、寧々はいきなり反対の方に行こうとした。

　どうやら方向音おん痴ちらしい。

　よくここまでたどり着いたものだと、正宗はちょっと呆れている。

「まあ、乗のり掛かかった船ってヤツだ。……あっ。いや、先に断っておくけど。別に、その、ヘンな下心があるわけじゃないからな」

「下心、ですか？」

「そう。御厨さんが好みのタイプで気になるから、あのまま別れたくなかったとか、そんなこと思ったわけじゃないから」

「……それはつまり、わたしは志筑さんの好みではないし、本当はもう、お別れしたかったと言うことですか？」

　――うおぅ、なんでそうなる。

　正宗の言葉を、なんの疑いもなく、額面どおり受け止めたらしい。

　本当に純じゆん粋すいなんだと、一種の感動すら覚えた。

　と、同時に自分のバカさ加減に、辟へき易えきしてきた。なんでいちいち聞かれてもないのに、ベラベラと本心をしゃべってしまうのか。

「違う！　あー、そんなつもりじゃなくて。好みかどうかは、今はおいておいて。連れてきたのは俺が気になるからで、俺のわがままなんだから御厨さんが気に病やむ必要はないんだって、そう言いたかったんだよ」

「ああ、そういうことですか。……良かった」

　良かったはこちらのセリフだと、正宗が胸をなで下ろした、そのとき。

　病院の入り口、門柱の陰かげから一人の女性が現れた。

　高いヒールの靴くつに、黒い細身のパンツスーツで、シャツの大きな襟えりがピンと立っていた。肩までのストレートの髪に黒ぶちの眼鏡は似合っているが、どこか野や暮ぼったい。とても美人なのに、もったいない。漂ただよう堅い雰囲気は、まるでお役所の役人か、融ゆう通ずうの利かない教師のようだと思った。

　そこで正宗は気がついて、寧々を振り返った。

　寧々の顔色が物語っていた。

　才花学園の教師なのだと。

「……どうして、ここが？」

　女教師は平然と答えた。

「そりゃあ、いろいろ手を尽つくさせてもらったからね。寧々の過去の経歴から最近の趣しゆ味み嗜好の調査、千里眼イーグル・アイを使っての追つい跡せき。やっと見つけたあなたが、このあたりに足を運ぶ理由は、他に見当たらなかったから。きっと来ると思ってた」

「だ、だったら、わたしの恩人が入院してるってことも、わかっているんですよね。それなら先生も許してくれたっていいじゃありませんか」

　もしかしたら寧々にとって、この教師は、さっきの男たちよりずっと身近な存在なのかもしれない。正宗はそう思った。息せき切って感情をあらわにするのも、気心が知れている相手に対するある種の甘あまえのような気がする。

　責められた教師は、つとめて冷静に、感情を押し殺ころして首を横に振った。

「残念ながら、そういうわけにはいかないのよ。才花学園から外出できるのは、親族が危き篤とくに陥ったときだけ。恩人ではダメ――そう言ったハズよ？」

「わたしが行けば、助けられるかもしれないのに、ですか？　見殺しにしろって言うんですか、先生」

　彼女は答えない。

　ただほんの一いつ瞬しゆん、痛みにこらえているかのような顔をした。

　彼女にとってもつらくて悲しい、苦く渋じゆうの選せん択たくなのかもしれない。

　そんなことを思う一方で、正宗は寧々の物言いに違い和わ感かんを覚えた。

　助けられるかもしれないとは、どういうことなのか。ただ見み舞まいに行くだけだと正宗は思っていたが、違うのか。

　教師は、自分の言うべきことだけを口にした。

「ともかく、つべこべ言わずに帰るわよ。大人しく従いなさい。いざとなったらあなたを気絶させてでも連れ帰れって、上から言われてんのよ。そんなこと、私だってしたくないんだから、わかって」

　寧々は小さく息を呑む。

　この人も才花学園の教師であるということは、すなわち能力者なのだろう。

　いまは、それだけわかれば十分だった。

　むしろ好都合ですらあった。へたに能力など詳くわしく知ってしまえば、恐きよう怖ふに足がすくんで動けなくなりかねない。

「行け」

　正宗は間に割って入って、寧々に告げた。

「え？」

「ここまで来て、会わずに帰る手はないだろう。能力者相手だろうと、ほんの少しなら、俺にだって時間を稼かせげる……と思う」

「でも、」

「いいから、行けって！」

　正宗は寧々の背中を強引に押す。後うしろ髪がみを引かれながらも、勢いに負けて寧々は走り出した。

「ありがとうございます」

　しかし教師もバカではない。寧々を捕つかまえようと、手を伸ばした。

　その鼻先に、正宗は持っていた鞄かばんを投げつけた。

　間かん一いつ髪ぱつのところで教師には避けられた。が、そのスキに寧々は病院へと駆け込めた。

　正宗は会心の笑みを浮かべて、教師の前に立ちふさがる。

　さすがに彼女も、苛いら立だちを隠かくせなかった。

「誰か知らないけれど、そこをどきなさい」

「やだね」

「……あー、そう。まったく、どいつもこいつも！」

　いままで抑おさえに抑えていたものが、一気に噴ふん出しゆつしたらしい。いきなり怒鳴ると、その髪を逆立たせた。

　比ひ喩ゆではない。本当に、ふわりと髪の毛けが逆立った。

　そして。

　全身から青白いスパークが爆はぜた。

　近くの門柱へと走る稲いな光びかりが、生き物のようにうごめいていた。

　ようやく正宗も理解する。彼女は電流を操あやつる能力者に違いない。

　声もなくギロリとにらまれて、正宗は戦せん慄りつした。

　女教師が一歩、踏ふみ込む。なんらかのアクションを起こす、その直前。

「待った。ひとつだけ、先に言っておきたい」

　虚きよをつかれた彼女は足を止め、首を傾かしげる。

「何よ」

　どんなカッコいい言い訳を口にするつもりかしら、つまらなかったら容よう赦しやしないわ――彼女の、そんな心の声が聞こえた気がした。

　正宗はごくりと喉のどを鳴らし、彼女の射るような目を見つめて、言った。

「ごめんなさいっ！」

　その場でいきなり深々と頭を下げた。

　がくっ。

　女教師は見事な肩すかしを食くらって、ズッコケた。

「すぐ謝あやまるぐらいなら、最初から邪じや魔まするんじゃないわよ！」

「え。だって、ほら。女子の前で、カッコつけたいじゃないですか」

　正宗は大真面目だ。

　もはや女教師は呆れて、苦く笑しようすら浮かべた。

「私もいちおう、女子なんだけど？」

「まあ、そりゃあ、すごい美人だとは思いますけど――」

　ほぼ条件反射で、正宗は素す直なおな感想を述べる。

「びっ!?」

　女教師は目を剥いて、頬をわずかに染めた。ふいをつかれて、素が出たらしい。

　正宗はさらに続ける。

「でも、あんまり年上は、ちょっと」

　二十代なかばだとは思うが、正宗のストライクゾーンからは、ちょっと外れていた。

　などということは、むしろどうでも良くて。

　正宗のセリフに教師の頬が引きつった。さっきまでわずかに赤かった顔色が、怒りで青くなる。

「ふ、ふふふ。ちょうど良かった。いまからあんたをボコボコにするのに、なんのためらいもなくなったから」

「ええっ！　なんで？」

　どうして怒おこらせたのか、正宗にはわからない。

　ただ、直感的にヤバいと感じて、とっさに伏ふせる。

　空気が爆ぜる音とともに、その頭上を電流が走った。

　雷かみなりは正宗の背後の街路樹に直ちよく撃げきし、真っ二つにへし折った。ごすっと歩道に幹が倒たおれ、小枝が四散する。

　正宗の血の気が引いた。

「こ、殺す気か？」

「そうね。ちょっとやりすぎたみたい」

「ちょっと!?」

　正宗の非難も聞かずに、教師は二つの手のひらを向かい合わせて、そこに電流を発生させる。バチバチバチバチと派手な音を立てながら、彼女は出力を調整する。

「これぐらいだったら、死なないわよ。きっと」

　絶対ウソだ、と正宗は思う。

　いわば、あれは巨大なスタンガンだ。あの腕うでから放たれる電でん撃げきに触れようものなら、気絶は間違いなし。直接掴つかまれれば命すら危うい気がしてならない。

　女教師は、ぎろりと正宗をにらむ。

　気け押おされて、思わずあとずさってしまった。踵かかとが何かにあたった。

　目線を落とせば、病院の低木の根だった。さらに女教師が詰め寄よる足音が聞こえる。いよいよヤバいと、正宗が女教師へと目を向けた、その瞬間。

　彼女は、正宗に向けて倒れ込んできた。

　ただ、正宗だけでなく彼女も目を剥いていた。

　どうやら、なぜか戻ってきた寧々に背後から突つき飛とばされたらしい。その寧々も勢いあまって歩道で転んでいた。

　女教師と正宗の顔がみるみる近づいていく。

　が、正宗は避けられない。もうぶつかるしかない。事故に遭あった人間が体験するという、やけにスローモーションな世界の中で、正宗はそこまで考えていた。




　ちゅっ、がち。




　正宗と女教師の、唇くちびるどうしが触れ合あった。次の瞬間、歯と歯がぶつかり合った。

　しかも、ばちっと静電気のようなものが唇に走った、気がした。

　――え？　ちょ、マジで？　いま、キスしちゃったよな。いや、いやいや、待て待て。これはノーカウント。キスじゃないよな。衝しよう撃げき的てきに唇と唇がぶつかっただけの軽い事故だ、うん。

　なんて刹せつ那なの間にそこまで考えて、さらに。

　ぷつんっ。

　正宗の頭の中で、何かが弾はじけた。

　よくはわからない。

　わからないが、脳内で何かがささやいているかのような、そんな感覚――と、ともに、背後の低木に倒れ込んだ。
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　バキバキと背中で、小枝を折っていく。

　めちゃくちゃ痛い。

　が、それよりも目の前にある女教師の顔の赤さが、気になった。

「うお！　いい歳としして、恥はずかしがっているんじゃねえよ。か、可愛かわいく見えるじゃねえか。せっかく人が事故だからノーカンですませようとしているのに、なんでそっちが『ファーストキスだったのに、どうしよう』みたいな顔をしているんだ」

「な、なんで勝手にファーストって決めてんの!?」

　なんてやっていると、背後から寧々の声が聞こえた。

「あいたたた。勢いつけすぎました」

　正宗はハッと息を呑んで振り向いた。

　歩道に倒れている寧々をあわてて抱き起おこして、女教師から距きよ離りを取る。

「あ……。あのな、御厨さん！　いまのは俺の意思とは関係なくて。ただの弾はずみで、ああなっただけだから、そこは勘かん違ちがいしないでくれよ？」

「わかってますよ？　なんであわててるんですか？」

　きょとんとする寧々に、正宗は気がつく。

　――もしかして、見てなかった？

「いや、なんでもない。別にいいんだ、うん……って、よくねえよ!?」

　正宗は、いま気がついた。

「なんで戻もどってきたんだ!?　あのまま行っていれば、会えたかもしれないだろ」

「そうかもしれないですけど、どうしても志筑さんのことが気になってしまったんです。実際、危ないところだったじゃないですか」

「たしかに、ありがたかったけど……」

　お姉ちゃんと慕う人と、今日会ったばかりの正宗の、どちらが大事なのか。

　そんな言葉を、正宗は飲み込んだ。

　きっと寧々にとっては、出会ってからの時間は関係ないのだろう。

　もう正宗も大切な人の一人なのだ。寧々の顔を見ればわかった。

　正宗は呆れるとともに、思わず笑ってしまう。

　なんて優しい子なんだろう。

「何が、おかしいんですか？」

「いや。なんでもない」

　そこで横から声が飛んできた。

「――本当、何がおかしいの？」

　女教師はゆっくり立ち上がると、唇を手の甲こうでごしごし拭ふきながら正宗をにらみつける。

　その目は完全に据すわっていた。さっきとは比べ物にならないほどに髪かみの毛が逆立ち、門柱といわず街路樹といわず、あちこちにスパークを飛ばしている。

　完全に我を忘れていた。

「覚かく悟ごはできてる？」

　まさに正宗は死を覚悟した。冷たい汗を背中に感じる。

　同時に、またも正宗の脳内で、何かがささやいた。

　――あいつと同じことを、いまならできる。

　まさか、そんなはずはないと、理性が抵てい抗こうする。

　だが直感は、どんどん声こわ高だかになる。

　何げなく右手に目をやると、人指し指の先に見覚えのない星型のホクロを見つけた。心なしか、その指が熱い。

　沸わき上あがる高こう揚よう感に、鼓こ動どうが速くなる。

　どんどん、どんどん速くなる。

「よそ見するなんて、いい度胸ね！」

　教師が怒鳴った。

　一ひと際きわ、スパークを激しく迸ほとばしらせて、正宗たちに一歩踏み込む。

　正宗は、ほとんど反射的に両手を前に突き出だして、思考した。

　――電撃を放て。

　その瞬間。




　正宗の両手から稲いな妻ずまが走った。




　女教師は目を瞠みはったまま、ろくに叫び声すらあげられずに感電した。

　そのまま気絶して、低木の茂しげみの中へと倒れ込む。

　一部始終を間近で見ていた寧々は息を呑んだ。

「……先生と、同じ能力。……志筑さんも能力者だったんですか？」

　問われたところで正宗は答えようがなかった。

　何せ正宗が、一番、驚いていたのだから。

　直感的に、できるとは思ったが、まさか本当にできるなんて。

　どうして、こんなことができたのか。まるで理解できない。

　――もしや、俺おれも能力に目覚めたのか？

　正宗は試ためしにもう一度、電流を発生させようとした。

　が、うんともすんとも言わない。

　電撃を放った自身の両手をまじまじと見つめる。さっき見つけたばかりの星型のホクロが消えていることに気がついた。

　――これはいったい……？

「ちょっと、君たち大だい丈じよう夫ぶ？　ついさっき落らく雷らいがあったみたいだけど」

　病院の事務職らしい女性に声をかけられて、正宗たちは我に返った。見み渡わたせば近所の家屋や病棟から、窓を開けてこちらを眺ながめている人たちの姿があった。

　幸いにも、能力者が暴れたとは、誰だれも騒いでいない。

　青天の霹へき靂れきによって、街路樹がなぎ倒されたとでも思っているのだろう。

　気絶している女教師も低木の茂みに隠れるような格好になって、気付かれていない。

「あ、いえ。大丈夫です、なんでもないです」

　にへらっと作り笑いをすると正宗は寧々の手をとって、病院へ向かおうとする。

「え、ちょっと？」

「騒ぎになる前に目的を果たさないと。あとのことは、あとでなんとかすればいいだろ」

　多少、強引な理り屈くつながら寧々も納なつ得とくしたらしい。女教師が倒れているあたりの茂みに向かって深々と礼をすると、病院へと走り出した。
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　入院している病室はすぐにわかった。

　一人部屋のベッドに横たわる二十代なかばの女性以外には、誰もいなかった。

　穏おだやかに寝ねているようではあるが、その顔色はひどく悪い。近くの機械から伸のびる電極を体中に取り付けられており、右頬にはガーゼが留められていた。

「お姉ちゃん……」

　寧々は沈ちん痛つうな面おも持もちで歩み寄って、横たわる彼かの女じよの頭を撫なでた。

　そして、ふいに頬のガーゼを、はぎ取った。痛々しい擦すり傷きずがあらわになる。

「ちょ、そんな勝手なこと……」

「大丈夫です、志筑さん。まかせてください」

　寧々は彼女を見つめたまま静かに、しかし力強く告げる。さらに手を取って膝ひざを突き、目を閉じた。

　まるで神に祈いのりを捧ささげるかのような姿だった。

　寧々に降り注ぐ、気高く神こう々ごうしい光を正宗は見た気がした――いや、それは錯さつ覚かくではなかった。

　寧々に後光が差していた。

　さらに正宗は、我わが目を疑った。

　ガーゼを外した頬の傷が、綺き麗れいな肌はだになっていく。機械の数値も、ゆるやかに変化していった。どんな値が正常なのかはわからないが、正宗は理解した。

　寧々は治している。

　そのために才花学園を逃にげ出して、ここまで来たのだ。

　ほどなく寧々の後光は消えていった。

　大きく息をついた寧々の顔には色いろ濃こい疲ひ労ろうとともに、深い達成感も浮うかんでいた。

「これで、もう大丈夫です」

　寧々は正宗たちを振ふり返かえって、微笑んでみせた。

　それはまさに天使の微び笑しようだと正宗は思う。

「あーあ。やっちまったのか」

　突とつ然ぜんの声に、正宗は我に返った。

　振り返れば、そこにはさっきのＳＰのような大男と、ビア樽だる腹の中年がいた。

　呆あつ気けにとられる正宗だが、考えてみれば当然だった。

　教師が一人、先回りしているぐらいなのだから、追手がやって来たとしても不思議ではない。

　正宗は反射的に立ちはだかる。

「なんだ、やる気か、おまえ」

　眉み間けんに皺しわを寄せて一歩を踏み出すＳＰの肩を、ビア樽は掴んだ。

「やめておけぇ。ここは病院だぞぉ」

　懲こりないヤツだなぁ、という顔をされて、ＳＰはうなだれる。

　思わずほくそ笑む正宗だが、そんな場合ではなかった。

「――御厨も、もういいだろぉ。これ以上手間をかけさせるなぁ。な？」

　さとすような優しげな声こわ音ねが、かえって恐おそろしかった。

　このまま帰したら、何かヤバいことが待っている。

　そんな気がして、正宗はなんとしても寧々をここから逃がさねばと思う。

　しかし。

「わかりました」

「御厨さん！」

　寧々は深々と頭を下げた。

「ありがとうございました。どんなふうにご恩をお返しすれば良いのか、わかりません」

「恩返しなんて」

　いつもなら「だったら彼女になってくれ」とか「乳を揉もませてくれない？」とか、そんなセクハラを口にしたかもしれない。

　けれど、さすがにそんな空気ではなかった。

　まるで今生の別れのようだ。

　そしてそれは、あながち大げさではない。

　一般人と能力者は、本来は出会うことすら稀まれ。

　まさに住む世界が違ちがう。

　才花学園に戻れば、おいそれとは出られないし、正宗が訪ねることもできない。

「……あのさ、御厨さん。本当に、」

「わたしは大丈夫です。ただ、帰るだけですから」

　それはつまり大丈夫ではないんじゃないか。

　そんな思いが正宗の胸をよぎる。

　極度なまでに、それこそ牢獄プリズンとまで揶や揄ゆされる才花学園から脱だつ走そうして、ただで済むはずがない。なんらかの罰ペナルテイーがあるのは、想像に難かたくなかった。

「志筑さんも、お元気で。あなたのことは、一生忘れませんから」

　寧々は笑え顔がおを浮うかべてみせると、正宗の脇わきを小走りで抜ぬけた。

　寧々は最後まで振り向むかなかった。

　なんとなく、わかるような気がした。

　きっと彼女は、涙なみだぐんでいたはずだから。

　それを正宗に見られるわけにはいかなかったから。

　精いっぱいの強がりの笑顔だったことぐらい、正宗にだってわかった。

　そしてそんな彼女を正宗はどうすることもできなかった。励はげましてやることすらできなかった。

　病室のドアがゆっくりと閉まった。

　正宗はここが病室だというのも忘れて、手にしていた鞄を思いきり床ゆかに投げつけた。




　　　※　※




　二月の日は短い。

　正宗が家に帰り着いたときには、すでに日もすっかり落ちて暗くなっていた。

　門灯の明かりをたよりに玄げん関かんのドアを開ければ、廊ろう下かの奥おく、リビングから派手な笑い声が聞こえてきた。

「あっはっはっはっはっ。いやあ、めでたい。ウチのバカ息子むすこがね～」

「あら。私は信じていましたよ。あの子は、他の子と違って才能あるって」

　不景気のせいか、残業がなくなった父親が早くも帰って来ているらしい。正宗本人のいないところで母親と、なんの話をして盛り上がっているのか。

　心がささくれ立っているいまの正宗は、看過できなかった。

　どすどすと音をたてながら廊下を歩いて、乱暴にリビングのドアをあける。

「誰がバカ息子だ、クソ親おや父じ」

　怒ど鳴なった口が、開いたままふさがらなくなった。

　リビングにはローテーブルを囲うように、ソファーが置かれていた。二人がけのソファーには、いまだＹシャツ姿の父親と、エプロンをつけた母親が並んで座すわっている。

　そこまでは、いい。

「おかえりなさい。志筑正宗くん」

　両親の斜はす向むかいのソファーに腰こし掛かけていたのは、才花学園の女教師だった。

　つい、いまのいままで忘れていた。

　病院の低木の茂みに放置したままだった。それなのに。

「あ、申もうし遅おくれました。わたくし、鷺さぎの宮みや綾あや乃のと言います」

　名乗られたが、そんなことはどうでもよかった。

「な、なんで、おまえがここに？」

　正宗が問いかけた途と端たん、父親は血相を変えて立ち上がった。有う無むを言わせず正宗の頭に、ごつっと拳げん骨こつを落とした。

「痛いってえな！　なんだいきなり！」

「なんだいきなりは、こっちのセリフだ、バカ息子。わざわざ、おまえを迎むかえにきてくださった先生に、なんて口を利きくんだ、おまえは」

　怒いかりのままに父親は正宗の両りよう頬ほほを引っ張る。じたばたもがきながらも、正宗は聞き捨てならないセリフに眉まゆを寄せた。

「へ？　ほれほふはえに俺を迎えに？」

「ああ、そうだよ。ほれ、頭を下げろ。――すみません、俺に似ずにバカでして」

　力づくで頭を下げさせられる正宗に、笑いをかみ殺しながら教師は告げる。

「驚おどろくべきことに、あなたは私と同じ力を持っているようです。出張中に偶ぐう然ぜんとはいえ、そんな子どもを見つけたからには、放っておけるはずありません。それこそ、どんな手を使ってでも調べ上げ、早さつ急きゆうに連れにお伺うかがいした次し第だいですわ」

　父親は正宗の頭をあげさせ、顔をのぞき込んで問いつめる。

「おい、おまえ。いつ目覚めたんだ？　まさか俺や母さんに黙っていたわけじゃないだろうな」

「違うって」

「なるほど。ついさきほど目覚めたと。そんなこともあるのでしょう――。ともかく、ご存じとは思いますが、私としては能力者である正宗さんは、才花学園にぜひ入学していただくべきだと考えています」

「ええ。そりゃあ、もう」

　父親は即そく答とうする。

　能力者は異能力に目覚めるなり速すみやかに役所に届け出て、能力開発のために才花学園への入学手続きをとることになっている。意図的に隠したとなると厳げん罰ばつだった。

　逆にきちんと申し出た能力者には、多大な礼金や社会的厚こう遇ぐうが与あたえられる。

　もっとも、異能力は高校生ぐらいまでに開花することがほとんどなので、礼金は実質的に、保護者である両親に渡わたされることが多いのだが。

　父親に向かって、綾乃はにこやかに笑いかける。

「それは良かった。正宗さんのご入学、おめでとうございます。私個人といたしましても、さきほどのお礼をぜひにと思っていたところですし」

　最後のセリフは正宗に言っていた。笑顔の中で、目だけが笑っていない。

　正宗の背筋に、寒けが走った。

　そしてそんなことなど、両親たちはまるで気づいていない。

「あら、ウチの子が何か？」

「ええ。ちょっとお世話になりました」

「ほぉ。こんなバカでも、誰かを世話するなんてことがあるんだな」

　このままでは危ない。あれは俺をどうにかする気だと本気で思った正宗は、必死の抵抗を試みる。

「あ、いや。その、さっきのアレは、何かの間ま違ちがいじゃないかと思うんだ。あれから一度も、同じことをできないし」

　ウソではなかった。

　帰かえり際ぎわに、こっそり試してみたが、電撃どころか真冬なのに静電気すら発生しなかった。

「まだ目覚めたばかりで使いこなせていないのでしょう。よくある話です」

「そう、なの、か？」

「ええ。……まあ、あなたがためらうのもわかります。何せ全ぜん寮りよう制せいで、才花学園に入学したら、簡単には帰ってこられませんからね」

　――俺が、渋しぶってるのは、そこじゃねえよ。あんたらがイヤなんだよ。

　歯をぎりりと食いしばって、正宗は綾乃を見つめる。わかっていて、弄もてあそんでいる。

「なんだ、正宗。男のクセに、行く前からホームシックか？」

「まあ、母さんも寂さびしくなるけどねえ。でも、何も今生の別れというわけでもあるまいし。おおげさねえ」

　たしかに。たとえば家族に、もし万一のことがあれば外出は許される。

　しかし逆に言えば、そんなことでもないかぎり自由に外出できない。

　才花学園は能力を開発する能力者のための学園であると同時に、一いつ般ぱん人じんに万に一つも危害が及およばないように隔かく離りする、いわば牢獄でもあるのだ。

　そんな場所に送ろうというのに、この両親はまったくためらいがない。

「だいたい断るなんて、そんなもったいない」

「うおぃ、クソ親父。やっぱりそんな魂こん胆たんか！」

　――金に目がくらみやがって。

「いやあ、違う違う。おまえが能力を磨みがいて、人さまの役に立つよう成長するのを、俺は心から願って言っているんだ。うん、うん」

「ウソつけ！」

　笑みを絶やさずに親子のやりとりを見守っていた綾乃だが、ついにここで口を挟はさんだ。

「あの、お父さん。お母さん。ほんの少しだけ席を外していただけませんか？　正宗さんに才花学園の魅み力りよくを、お聞かせしたいのですが、いかんせん国家機密に相当するものもありますので」

　父親はポンと手をたたいた。

「ああ、そうか、そうかもしれませんな。なるほど。……じゃあ、まあ、つもる話もあるでしょうし、あとはお若い二人だけで」

「なんだそのセリフ、見合いか!?　ちょ、待ってくれ、おいてかないでくれ」

　父親は母親を連れて、早々にリビングを出ていってしまった。正宗の伸ばした手も虚むなしく、ぱたんとドアが閉まる。

　しばらく、かちかちと鳩はと時計どけいが時を刻む音だけが、静かに響ひびいた。

「ふーっ」

　綾乃の深いため息に、正宗はびくっと振り返る。

「さっきはよくもやってくれたわね」

　鋭するどい視線に正宗は反射的に飛びのいて、背中を壁かべに打ちつけた。

　引きつりまくった正宗の顔を、綾乃はじっと見つめて。

　いきなり腹を抱かかえて笑いだした。

「あっはっはっはっ。別に、取って食いやしないわよ。さっきはね、私も気が立ってたの。だって考えてみなさいよ。寧々のアホたれが、脱走してくれちゃって、こっちはおよそ丸一日、一いつ睡すいもしてないのよ？　やっと見つけたと思ったら、部外者に邪魔されたんじゃ、そりゃあ温おん厚こうな私も怒るわよ」

　――ダウト！

　危あやうく叫さけび出すところだった。

　誰がいったい温厚なのか。本当に温厚な人間は怒ったところで、人を殺しかねない電撃は放たない。

　もっとも、他に電撃を放てる人間など、そういないのだけど。

「ついカッとなって、禁止されてる学園外で能力使っちゃったのも、人間としては無理もないと思わない？　なのに、帰ったら山ほど始末書書けだなんて、まったく冗じよう談だんじゃないわよ。もう」

　いつのまにか愚ぐ痴ちになっていた。正宗は「は、はあ」と間の抜けた返事をするしかない。

「ん。まあ、そんなわけだから、あんたに対して、ここで仕返ししようなんて思っていないのよ。安心なさい。……それこそ今度、能力を使ったら、始末書じゃすまないかもしれないしね」

　そのあたりの裁量は部外者である正宗には、よくわからない、が。

「ともかく、もう怒ってないんだったら、良かった」

「……は？　何言ってるの？　まだ腹は立ってるわよ。さっきの電撃は、本っっっっっ当に痛かったんだから。しかもあまつさえ、私のファーストキスまで奪うばってくれちゃって」

「……あ。やっぱりファースト……」

「え？」

「……え？」

　顔を見合わせた。

　綾乃の頬が、見る間に赤くなっていく。

　と思った瞬しゆん間かん。

　ごすっ。

　みぞおちに強きよう烈れつなボディーブローを食らった。

「さて。冗談はこれぐらいにして、ぶっちゃけた話をしましょうか」

「ぐ、ぐふぅ……仕返ししないんじゃなかったのかよ!?」

　うずくまる正宗を見下ろして、綾乃はつづける。

「御厨寧々に科せられる罰ペナルテイーの話なんだけど」

「！」

　弾かれたように顔をあげる正宗を前に、綾乃はやや芝しば居いがかった調子で続ける。

「可か哀わいそうだと思わない？　寧々にしてみれば、恩人の命を救いたかっただけなのに、罰を与えられるのよ？」

「おまえが、それを言うのかよ」

「私だって、できれば許してあげたいわよ。でも、それが学園のルールだから」

　綾乃は小さく息をついた。

　その瞬間だけ、その目が優やさしい色を帯びた。本当に寧々のことを案じているらしい。

　どうやら根っからの悪い人ではないのかもしれない。正宗は、そう思った。

「本当、胸が痛いわ。あの子が、あんな罰ペナルテイーを受けることになるなんて……」

「罰って、いったい何なんだ？」

「それは学園内部の極ごく秘ひ情報だもの。言えるわけないわ」

「だったら、なんで、そんな話を俺にした!?」

　そこで綾乃は、にこりと笑ってみせた。

「あなたが入学すれば、罰ペナルテイーが減げん免めんされるかもしれないからよ」

「……なんで？」

「自分とは関係ないだろうって？　そうでもないの。あのね、才花学園って『部外者の前で能力を使う』ことに対して、すごくうるさいのよね」

「あんたたちの方が、よっぽど能力使いまくってたじゃないか」

「私たちは教師だし、それにさっきから始末書だって言ってるでしょ！　話の腰こしを折るんじゃないの！　――ともかく今回、寧々が力を使ったのを見ているのは、能力に目覚めたあなただけなのよ。つまり……わかる？」

　ようやく正宗にも話が見えてきた。

「『俺が部外者じゃなく、関係者になればいい』って、ことか？」

「ふふっ。どうやら、バカではないみたいね」

　セリフに反してバカにされている気がして正宗はムッとする。

　だが、そんなことを言っている場合ではない。

　いったい、どんな罰ペナルテイーが寧々に科せられようとしているのか、それはわからない。しかし連つれ戻すのに、学園側はあれほど強ごう引いんな手を使ったのだ。かなりひどいことをされたとしても、不思議はない。例えば身ぐるみ剥はがされて、あのＳＰみたいなマッチョな教師に、あんなことやこんなことを――。

　いやいやいやいやいや、何を考えているんだ。と、正宗は首を横に振った。

「何、どうしたの、あなた。顔、真っ赤よ？」

「いや、なんでもない。なんでも」

　さすがにそれはない、と信じたい。

　ともあれ、そんな寧々を正宗の返事ひとつで救えるかもしれないのだ。

「さて、どうする？　まあ、あなたがまだ首を縦に振らないって言うなら、私にもいろいろと考えが、」

「わかった。行くよ」

「あるんだけど……って、あれ？　え、入学するの？」

「おう」

　綾乃は、しばしきょとんとしたあと、不満そうに口を尖とがらせた。

「何よ、もうちょっと悩なやむとかないの？」

「何を言ってんだ？　これであの娘こが助かるかもしれないんだろ？　だったら悩むことはねえよ。あんたらの思い通りになるのは、ちょっとシャクだけどな」

「ああ、そう。まあ、行くって言うなら、それでいいんだけど」

　さらに付け加えるように、綾乃は小声で独りごちた。

「面おも白しろくないわね。こう、嫌いやがる相手をじわじわ追おい詰つめて『行かせてください、お願いします』って、言わせるのが楽しいのに」

「あ？　なんか、いま、とんでもなく恐ろしいセリフを聞いた気がするんだけど？」

「そんなことないわよ。これぐらいのこと、学園じゃ恐ろしくもなんともないから」

「おい!?　否定するのは、そこかよ!?」

　綾乃はリビングのドアをあけて、廊下に向かって大声で呼びかける。

「お父さん、お母さん！　お話が終わりました。正宗くんも快く了りよう承しようしてくれました」

「勝手に『快く』って付けられた!?」

　正宗のツッコミを、綾乃はもう聞いてはいなかった。

　両親たちと綾乃の間で、早くも才花学園の入学手続きについて、あれこれ話し合われる。

　正宗に、まったく不安がないといえば、それは嘘うそになる。

　しかし、やはり後こう悔かいはしていなかった。

　出会って間もないけれど、あんなに優しくて一いつ生しよう懸けん命めいな子は他にいない。そんな寧々を救えるならば、安いもんだと思う。

　あと、何より。

　また寧々に、会えるかもしれないし。

　そんなことを考えて正宗は、自然とにやけてしまう口元を、必死で引ひき締しめていた。







二章







　ご存じのとおり、先天的に異能力を持つ能力者が現れはじめてから、四十年余り。我が才さい花か学がく園えんはその当時から能力者のみなさまの力を向上させ、ひいては歴史上ただ一人と言われる複数能力保持者マルチホルダーの誕生を目指して、日々の育成に励んでおります。

　さらに社会の発展に貢こう献けんすべく、その力を研究、応用しております。現在、卒業生はさまざまな分野で活かつ躍やくなさっています。

　才花学園は東京ドーム五十個ほどにもなる広大な土地に、幼よう稚ち舎しやから大学までの校舎はもちろん、全生徒が暮らす学がく生せい寮りよう、さらには商店や娯ご楽らく施し設せつなどを備えており、いわばひとつの都市のようになっています。能力向上に応じて支給される報ほう酬しゆうをもとに、能力者のみなさまは快適な学園生活を満まん喫きつすることになるでしょう。




「本当かよ、おい」

　寧ね々ねと出会ったあの日から、三日後の夕方。

　正まさ宗むねは鷺さぎの宮みや綾あや乃のに手て渡わたされた学園資料から顔をあげて、思わず独りごちた。

　正宗が暮らす街から電車で二時間。乗のり継つぎのために、途と中ちゆうの駅で三十分も待たされて、そこからさらに単線電車で一時間。そこからさらにタクシーで――バスすら通っていないらしい――三十分の山道を抜けると、そこに突然。

　巨きよ大だいな門が現れた。

　それはそれは威い圧あつ的てきだった。

　門のすぐ前には警備員が立っていて、スーツケースと学園資料を手にした正宗をじろりと見つめている。門の隣となりには警備員室の扉とびらがあったが、見るからに分厚くて頑がん丈じような造りをしていた。

　さらに左右を見渡せば、学園の敷しき地ちを囲うフェンスが果てし無く続いている。高さは、正宗の身長の三倍ぐらい。おまけに上部には有ゆう刺し鉄線が張られており、ところどころに監かん視しカメラも設置されていた。

　極きわめつけは〝電流注意〟と書かれた看板だ。

　名目は、外からの不ふ審しん者しやや猪いのししなどの獣けものの侵しん入にゆうを防ぐためだが、絶対それだけではないと正宗は思う。あれはきっと、中にいる優ゆう秀しゆうで危険な能力者を外に逃のがさないよう作られたものなのだろう。

　ふいに警備員はインカムで何事かを小声で話してから、正宗に歩み寄ってきた。

「志し筑づき正宗だな？」

「え、あ、はい」

　警備員室の扉を指し示された。疑問に思う間もなく、正宗は背中を押おされるようにして中へと案内される。そこにも、やはり厳いかめしい顔の警備員が待ち構えていて、問答無用でボディーチェックをはじめた。

　それはもう服の上から手さぐり、などという生易しいものではなく、身ぐるみ剥ぐに等しかった。さらには全身を拘こう束そくされてＭＲＩで身体の内部までのぞかれ、検査のためと称しようして血液も抜かれた。抵抗しようとした正宗だが、麻ま酔すいで眠ねむらされてから調べられるのと、どちらがいいかと聞かれて、心が折れた。







　おそらくプライバシー無視の荷物検査を受けたであろうスーツケースを受け取って、正宗がドアから出てきたのは、およそ三十分後だった。

　背後でドアが閉まる音を聞いて、はたと気がついた。

　そこはもう、才花学園の中だった。

　そして。

　いきなり誰かに飛びつかれた。

「わ、え、おっ？　なんだ!?」

「いらしたんですね！　志筑さん」

　鈴すずを転がすような愛らしい声で気がついた。

　鼻び孔こうを甘あまい匂においが、ふわりとくすぐる。

　他でもない。

「み、御み厨くりやさん!?」

「またこうして会えるなんて、びっくりです」

　正宗だって驚きだ。

　学園についたら、絶対に探して再会したいと思っていたが、まさかこんなに早く会えるとは。心の準備もなしで、いきなり抱だきつかれた正宗は、ドギマギしてしまう。

　寧々もようやく自身の大だい胆たんな行動に気がついたらしい。パッと離はなれた。

　彼女は白いニットに、膝ひざ上うえのフリルスカートをあわせていた。カチューシャとの相あい性しようも良くて、可愛かわいかった。

　寧々は、わたわたと手を振り回まわして、抱きついた暴挙について弁解する。
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「あ、あのあの。すみません！　嬉うれしくって、つい」

　寧々も再会を喜んでくれた。その事実に正宗も舞まい上がり、そしてテレのあまりに、口がすべった。

「いやあ。俺も、ついびっくりして、チャンスだったのにお尻しりも揉めなかった」

「え？」

　寧々は、目を瞬まばたかせる。

「うおおぅっ。いや、なんでもない、なんでもない。ああー、いやー、そんなことよりさ。俺が能力を使ったのは、御厨さんも見ていただろ？　また会えるって思ってなかった？」

「あれだけの力を持っている志筑さんが学園外にいるのは、てっきり入学を拒きよ否ひされているのかと思っていました」

　なるほど、そういうことか、と納得した。

　原則的に能力が発覚した児童は、国立才花学園に入学することとなる。

　多額の奨しよう励れい金きんが保護者に支し払はらわれるし、学費どころか生活費まで国費でまかなわれるなど厚遇されるわけだが、かわりに学園から滅めつ多たに出られなくなるといったデメリットも存在する。

　そんな理由から能力をひた隠かくしにして、一般人に紛まぎれて暮らしている能力者もいる――と、言われている。

　実際のところどうなのかは、正宗はよくわからない。だが、少なくとも寧々は正宗をそんな人間だと思ったらしい。

　だから、男性教師二人の前では、正宗をただの一般人として扱あつかって、ごまかそうとしてくれた。もっとも早々に身元までバレてしまったのだが。

　結果はともかく寧々の優しさが、正宗は嬉しかった。

「俺は、あのときに初めて能力に目覚めたんだ。だから入学拒否以前に、勧かん誘ゆうすら来てなかったんだよな」

「ええっ!?　はじめてで、あれほどの力を発揮されたんですか!?　す、すごいです！」

「すごいの？」

「はいっ。わたしなんて小学生のころから才花学園にいますけど、いまみたいに人を治せるようになったのは、最近になってからです。最初の頃ころは、かすり傷治すのも一時間とかかかったんですよ」

「へえ、そうなんだ」

　正宗は普ふ通つうにうなずいただけなのだが、それがまた才能ある者の余よ裕ゆうに、寧々には見えたらしい。尊敬のまなざしを正宗に向けてきた。

　そんな目で見られたことなど、かつてなかった正宗としては、嬉しいやら、むずがゆいやら、思わず身をよじってしまう。

　だがしかし、あまり喜んでばかりもいられない。

　あれから正宗は、一度も異能力を使えていないのだ。

「あー、じつは俺おれさ」

「まあ、たいした力もないボンクラなのかもしれないけどね」

　びくっ。

　正宗と寧々は揃そろって振り返った。

　そこには腕うでを組んで、にやにやしている鷺宮綾乃がいた。

「先生！　いつからそこに!?」

「最初から。だってさ。ちょっと、アツい感じだったから、声かけづらくって」

「も、もうっ！　先生、やめてくださいよっ！」

　寧々は頬を真っ赤にして、ぽかぽかと綾乃を叩たたき、綾乃はあはははと笑いながら、その拳こぶしをすべて受け止めていた。

　微ほほ笑えましい光景だが、正宗はご機き嫌げん斜ななめだ。

「聞き捨てならないな。誰がボンクラだ」

「あら、本当のことじゃない？　あれから異能力を使えていないんでしょ」

「うっ。それは……」

　そのとおりだった。

　何度も試ためしているが、うまくいかない。やはり何かの間違いだったんじゃないかと、多少不安になってくる。

「志筑さんなら大だい丈じよう夫ぶです。きっとすぐコツを掴つかんで、上手うまく使えるようになりますよ」

　励ましてくれる寧々に、正宗はちょっと救われた気になる。

　だが綾乃は意地悪に笑う。

「ふふっ。まあともかく、初心者は初心者らしく、おとなしくしておくことね。あんまり調子に乗ると、痛い目をみるわよ」

「調子になんて、乗ってねえよ。……だいたい、その初心者の一いち撃げきで、気持ち良さそうに失神したのは、どいつだよ」

　綾乃の目つきが変わった。髪かみの毛けが静電気を帯びて、ふわりと逆立つ。

「そうね。あなたも一度、その気持ち良さを味わってみる？」

　――しまった！

　どうやら余計なことを言ってしまったらしい。

「お、おとなげないな、おいっ！　いい歳としなんだから、そんなにムキになるなよ」

「私はまだ二十五よ！」

　文字通りの雷かみなりが落ちる寸前だった。

　正宗の前に寧々が立ちふさがった。

「ケンカは、やめてください！」

　両手を広げて正宗をかばう寧々を前に、綾乃の怒りも冷めたらしい。

「まあ、いいわ。ともかく実力は早めに暴ばく露ろすることね。何しろ寧々ったら、志筑が入学すると知って舞い上あがっちゃってね。どれだけ凄すごい能力者なのかをクラスメイトに触ふれ回っていたからね」

「え。マジで？」

「ち、違います。舞い上がってなんていません」

「否定するとこ、違くないか、それ」

　クラス中に触れ回ったのは事実らしい。

　本人の与あずかり知しらないところで、いつの間にか上がっていたハードルに、正宗は頬を引きつらせる。

　それには気付かずに、寧々はぽんっと手を打った。

「あ、そうです！　これからわたしが寮りようまでご案内します。お友だちにも、早く紹しよう介かいしたいですし。――いいですよね、先生」

「今日中に学園の規則や、施し設せつの説明をしておこうと思っていたんだけど」

「それもわたしが、やりますから」

　寧々に拝おがみ倒たおされて、綾乃は難しい顔をして、しばし黙もつ考こうする。

「……ここ最近の寧々は、ずいぶんわがままね」

「それは……すみません」

　脱走の前科を言われて小さくなる寧々に、しかし綾乃は優しく笑いかけた。

「ま、いいわ。それだけ大切に思ってるってことなんでしょう。この学園内に、そういう人ができることは、悪くないと思うもの」

「た、大切って！　先生、何を言ってるんですか!?」

　そして寧々は正宗を振ふり返かえった。その頬は耳まで真っ赤だ。

　正宗は、きょとんと首を傾かしげる。

「何を慌あわててるんだ？　規則とかって、それなりに大切なことだろ？」

「規則。……そう！　規則は大切ですよね」

　そこで寧々はホッと胸をなで下ろし、綾乃は心底呆あきれた顔をした。

「まさかとは思っていたけど。志筑はバカなのね」

「おいっ!?　いきなりなんだ！　教師が生徒に向かって、そんなこと言うんじゃねえよ。傷つくだろうが」

　しかし綾乃はまったく聞く耳を持たずに、寧々に向き直る。

「それじゃあ、寧々。志筑のバカをまかせたわよ」

「また言ったな!?　おい、こら。話を聞け。どうして俺がバカなのか、せめて説明しろ！」

　なおも噛かみつく正宗だが、寧々がそれを許さなかった。

「先生、ありがとうございます！　それじゃあ志筑さん、行きましょう」

「お、ちょい。そんな急せかすなって。まだあの不良教師との話は終わって――ああ、待て。わかった。スーツケースは俺が押すから。女の子に持たせるわけにはいかないって」

　まだ釈しやく然ぜんとしないながらも、かいがいしく世話を焼いてくれる寧々を前に、正宗は怒りを飲み込んだ。

　――それにしても、優しい子だなあ。きっと、誰だれが相手でも、こんな感じなんだろうな。

　正宗は、心からそう思うのだった。




　　　※　※




　綾乃と別れて、五分ほど歩いたとき。

「なんだって!?　罰ペナルテイーを科せられた？」

　正宗の剣けん幕まくに、寧々はびくっと身を震ふるわせた。

「は、はい。――あ、でも、心配しないでください。ランクの二段階降格だけで済んだんです。もっとひどい罰ペナルテイーを覚かく悟ごしていましたから、ホッとしました。もとはと言えば、わたしのわがままなんですから、仕方ないです」

「まあ……御厨さんが、そう言うならいいけど」

　正宗が声を荒あららげたのは、綾乃との約束を反故ほごにされたからなのだが、真実を語るわけにはいかなかった。

　これほど優しくて人のことを思える子が、もし自分のために正宗が犠ぎ牲せいになったと知ったら、ショックを受けるに決まっている。

　それに正宗だって、自分の能力に興味があって学校行きを決意したのだ。

　さらによくよく考えてみると。

　綾乃は「罰ペナルテイーが減免されるかもしれない」とは言ったが「免めん除じよしてやる」とは明言していなかった。なるほど、ウソはついていない。

　しかし、なんとなくだまされた気がした。

　脳のう裏りに、勝かち誇ほこった綾乃の笑え顔がおが浮うかんで、正宗は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そんな顔なさらないでください。それにわたし、後悔してません。お姉ちゃんは救えましたし、それに大切な出会いもありましたから……」

　寧々は正宗を、ちらりと見やる。

　ばちっと目があった。

「ん？　何のこと？」

「なんでもありません」

　早口で告げると、寧々は、すたすたと先を歩きはじめた。

　また何か、女の子を怒おこらせるようなこと言ったかなと、正宗は首を傾げながら、ついていった。

　正宗たちの歩いているところは、商店街のようだった。

　通りには喫きつ茶さ店てんやレストラン、八百屋に魚屋やスーパーに、ゲームセンターまである。

　学校帰りなのか制服のままの男子高校生が、屋台の前で友だちと、たこ焼きを突つついていた。そんな光景まで、地元の街とあまり変わりない。というより。

「ここは本当に、学園なのか？」

　正宗のつぶやきを聞きつけた寧々は、くすりと笑う。

「わかります、その気持ち。街がすっぽり入っているようなものですから。学園内で揃えられないものは、ほとんどないって言われてるぐらいなんですよ」

「かもな。学校って言われても大きすぎて、いまだに実感できねえよ」

「そう、ですね」

　正宗は、寧々の浮うかべた曖あい昧まいな笑顔に首を傾げた。

「どうかした？」

「あのですね……」

　言いかけて、寧々は言葉を飲み込む。正宗は辛しん抱ぼう強づよく待とうとする。

　と、突とつ然ぜん。

「あっ！　あれ、見てください」

　商店街の真ん中にある、ちょっとした広場。そこで露ろ天てん商しようのように風ふ呂ろ敷しきを広げて座すわる大学生らしき女性を、寧々は指さした。しかし並べられているのは、怪あやしげなアクセサリーでも、格言めいた言葉が書かれた色紙でもない。

　引き伸ばされた学園のマップと、ポイントごとに記された料金表示だった。

「何、これ？」

「志筑さんは、高所恐きよう怖ふ症しようですか？」

「別にそんなことないけど……え、なんで、いまそんな話？」

「百聞は一見にしかずって、言うじゃないですか。この学園の広さを実感してもらうには、見てもらうのが一番かなと思ったんです」

　いまだによくわかっていない正宗に、寧々はイタズラっぽく笑ってみせた。







「うおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

「きゃああああああああああああ〜〜〜〜っっ！」

　正宗の悲鳴と、寧々の歓かん声せいが重なって響いた。

　二人はいま、学園の上空を飛んでいた。

　しかも急きゆう上じよう昇しようしたかと思えば、いきなり急降下。錐きり揉もみしながら落ちると思いきや、突然空中でぴたりと停止。そのまま水平方向にびゅんびゅん飛んで行く。

　正宗は反射的に、一いつ緒しよに飛んでいる寧々の手を、ぎゅっと握にぎってしまう。

　絶ぜつ叫きよう系には比ひ較かく的てき強い正宗だが、それでもちょっと涙なみだ目めになった。並のジェットコースターなんか目ではない。何しろレールがないので、いまからどちらに行くのか、まるで見当がつかない。それはいまも地上にいる露天商の思おも惑わく次し第だいなのだ。

　彼かの女じよは念動力サイコキネシスを持つ能力者で、人を飛ばして学園内の要所に運ぶ、いわばタクシーのようなアルバイトをしていた。

　そんなマネができる能力者が珍めずらしくないあたり、そしてこんな商売が成立するほど広いあたり、やはりここは才花学園なのだ。

　しばらく空中で弄ばれたあと、ようやく二人は自転車よりちょっと速いぐらいの速度で、学園の上空を大きく周回しはじめた。

「せっかくなので、ちょっとスリリングなコースをお願いしたんです。いま、クラスの子たちの間でも流行はやっているんですよ。こうやって学園の空をお散歩するの」

「ふ、ふーん。そうなのか」

　眼下には夕暮れに染まる才花学園の様子が広がっている。

　こうして見ると緑の森の中に、突然、近代都市が浮かび上がっているようだった。

「あちらが大学校舎で、その隣が大学病院です。それで、あっちが、これから行く高等部の寮で、右が男だん子し寮りよう、その隣が女じよ子し寮りよう。あ、あれは動植物園です。生き物と関係ある能力者もいますから――あ、見てください。キリンが餌えさを食べてます」

　風を切る音に負けない声で、寧々は正宗に説明していく。

　なるほど。実際、こうして上空から見て回ると、その広さが実感できた。数々の施設も紹介してもらって、案内としては百点と言っていい。

　途中、野鳥の群れが正宗たちと並ぶようにして飛んでいった。

　山やま奥おくで空気が澄すんでいるせいか、遠くの山やまの端はにかかる夕日が、とても美しく見えた。

「綺き麗れいですね。いつも見ているはずなのに、今日はちょっと違ちがう感じがします……」

　同じように夕日を見つめて、寧々がつぶやく。

　その横顔を目にして「御厨さんの方が綺麗だよ」と正宗は思った。

　ついつい寧々の口元に目がいってしまう。

「どうかしましたか？」

「ん！　いや、なんでもない！」

　正宗はあわてて顔を背そむける。

　危うくいつものクセで、本音をぽろりとこぼすところだった。

　――柔やわらかそうな唇くちびるに、キスしたいな。

　なんて口にしたら、どんな顔をされるかわからない。

　それはもちろん寧々のことは気になっているけれど、こういうのはお互たがいを知り合って、きちんとつきあってからでないと。正宗はそう思う。本当にいい子で大切にしたい寧々だからこそ、慎しん重ちようにいきたい。

　正宗は早まらなくて良かったと、深く深く安あん堵どの息をつくのだった。







　ぐるりと一周して、元の場所に戻もどってきた二人は、またも商店街をてくてく歩き始めた。

　十歩ぐらい進んだところで突然、寧々が「ああっ！」と声をあげた。

「な、何!?　どうしたの」

「いえ。あの、せっかく飛ばしてもらえたんですから、寮の前に降ろしてもらえば良かったなと……」

「あ。あははははははは。それもそうだ。まあでも。そんなにかからないんだろ？」

　二人して歩いている途中、店頭でたこ焼きを焼いている人の姿を見つけて、正宗は思わず足を止めた。ソースの香かおりに誘さそわれたというのもあるが、それだけではない。

　たこ焼きの鉄板と向き合う店員の腕が、一いつ対つい多かった。

　まるで阿あ修しゆ羅らのように脇わきのあたりから、にょきっと腕を生やして、合計四つになった手で、神かみ業わざのようにたこ焼きをひっくり返している。そして、そんな姿を目にしても、並んでいたお客は驚おどろきもしなかった。

　先のパンフに書いてあったことを正宗は思い出す。

　卒業後、才花学園で能力を伸のばした生徒たちは、将来さまざまな選せん択たく肢しが与あたえられる。しかし、そのほとんどが才花学園内に残り、ここでの職に従事するらしい。

　学園内の設備が充じゆう実じつしていることに加え、かなり高い手当てが保証されているからだ。

　いきなり、腹の音が鳴った。

　自分かと思ったら違った。

　寧々も足を止めていた。

　斜ななめ後うしろから見える彼女の耳が、赤く染まっている。当然、顔も真っ赤に違いない。

　お腹なかが鳴ったことではなく、それを恥はずかしがるあたりが、可愛いなと正宗は思う。

「お腹すいた？」

「い、いいえ。そんなことありません」

　寧々は振り返らずに答える。

　正宗は込み上げる笑いを、なんとかかみ殺した。

「そっか。俺は小腹が減ったから買おうと思ってたんだけど。……あ、でも、一舟八個は多いかなぁ」

「だったら、わたし、食べるの手伝いましょうか」

　正宗の差し出した餌に、まんまと寧々は食いついた。正宗は気付かれないように、小さくガッツポーズを決めた。

「そうこなくちゃ。じゃあ……おやじ、たこ焼きひとつ」

　注文するなり正宗はポケットから財さい布ふを取り出した。

「あ、志筑さん。わたしが払はらいますよ」

「いやいや。女の子におごらせるわけには、いかないだろ」

　たこ焼きぐらいで大げさなと思われるかもしれないが、男としてはカッコつけたい。

　そんな正宗の思おも惑わくを知ってか知らずか、寧々はさっさと支払いをすませてしまう。

「四月の進級まではＥランクですから、志筑さんもきっと、やりくりに苦労しますよ？　わたしも降格しましたけど、それでもＤですし、貯金もありますから」

　正宗は首を傾げる。

「その〝ランク〟って、さっきも聞いた気がするけど。なんなの？」

「それはですね――あ、志筑さんも、どうぞ」

　たこ焼きをふーふー、はふはふしながら、二人はまたも歩きはじめた。

　寧々いわく、才花学園には学年とは別に、能力の習熟度や応用力によって〝ランク〟が設定されるらしい。

　たとえば学内のイベントや部活動、能力試験などで好成績を収めると〝ポイント〟が加算され、一定のレベルに達するとランクアップとなる。それをもとに学園からの報酬――いわば、おこづかいが上がったり、施設を優先的に使えるなどの特権が与えられる。このランクは在学中だけでなく、卒業後の給きゆう与よや、役職にも影えい響きようをおよぼすために、生徒たちはポイントの獲かく得とくに躍やつ起きになっているらしい。

「なるほどね。御厨さんは、そのランクを下げられたわけだ」

「はい。ＢランクからＤランクに。……いままでわたしは、競争とか苦手で、ランクとかあまり気にしてなかったんですけど、そうも言っていられなくなりました」

「ん？　はふはふはふ――どふいふこと？」

　まだ熱かったたこ焼きを正宗は頬ほお張ばる。

　寧々は、ふいに遠い目をした。

「さっき、ここには、ほとんどなんでも揃うって話したじゃないですか」

「ん？　ああ、聞いたな」

「だけど、ひとつだけないものが、あるんです」

「……何？」

「自由です」

　端たん的てきに答えたあとで、寧々は大きく息を吐ついた。

「この学園から外出するのは、とても難しいんです。家族に何かあるとか、能力がある日突然使えなくなるとか、そんな特別な事情でもないかぎり、なかなか外へは出してくれません。ただ、Ａランクの上――Ｓランクになれば別なんです。彼かれらには〝外出権〟が与えられます。年に十日ほどなんですけど、学園外に出て自由に活動することができるんです」

「〝外出権〟ね……」

　これだけなんでも揃った街にいて、そんなに外に出たがる理由ってなんだろうと考えて、正宗もすぐに思いついた。

　目が合った寧々が、大きくうなずく。

「お姉ちゃんの仕し事ごと柄がら、今回みたいなことがこれっきりとは、言いきれません。だからわたし、決めたんです。Ｓランクになって、外出権をもらおうって」

「そのＳランクって、どれくらい難しいんだ？」

「いま在学している生徒で、Ｓランクは一人もいないはずです」

「そんなに!?」

「はい。――えへへ。ランクが降格して、初めて上位を目指そうと思うなんて、皮肉な話ですよね」

　寧々は無理に笑ってみせた。

　しかし正宗に笑い返すだけの余裕はなかった。

　前向きに頑がん張ばろうとしている寧々を応おう援えんしてやりたい、協力してやりたいと、自然と考えていた。そこに下心はない、と思う。

「……えっと。そのランクアップのためのポイントってのは、部活とか、試験とか、あとどんなことで上げられるんだっけ？」

「たとえば学校の行事があります。近いものだと来月に行われる〝キング・スティング〟でしょうか。能力を使ったスポーツというか、ゲームです」

　キング・スティング。略りやく称しよう、スティング。

　五人で一組のチーム戦で、それぞれ胸むな元もとに衝しよう撃げきで割れるカプセルを付けたジャケットを着込んで、カプセルを敵に破は壊かいされたら退場となる。

　そうして敵を排はい除じよしながら、最終的に敵チームのキングのカプセルを割れば勝利となる。

　相手をケガさせないよう注意を払えば、どんな能力をどのように使ってもＯＫなのだと、寧々は教えてくれた。

「面白そうだな。チーム戦か――御厨さんも出場するんだろ？」

　キング・スティングは希望者のみが参加するもので、そういう意味では体育祭のようなイベントではなく、部活に近いそうだ。

「できれば、わたしも参加したいんですけど」

「けど？」

「わたしの持つ能力は〝人の持つ能力を、一時的に伸ばす力〟なんです」

　念動力者ならば発揮される力が倍増し、予知能力者ならばより鮮せん明めいに未来を予見することができる。寧々が治ち癒ゆしているように見えるのは、その人の持つ自然治ち癒ゆ力りよくをブーストした結果、ということらしい。

「おおっ。凄いじゃん」

「そんなことありません！　わたし自身は、何もできないんですよ？　だからみなさん、きっと組んでくれません」

「えー？　本当に？」

　たしかに、実際に動かせる駒こまがひとつ減るのは痛手だろう。だが、そもそも、こんなにかよわい女の子を前線に立たせてはいけないと正宗は思う。

　寧々はまだ納なつ得とくしていないらしい。

　ならばと正宗は、言ってみる。

「だったら、俺と組まない？」

「え？」

「御厨さんが、いつでも大切な人に会えるように、俺は手助けしたい。――って、思ったんだけど。余計なお世話かな？」

　寧々はしばし唖あ然ぜんとしたあと、いきなり涙ぐんだ。

「そんなことありません。ありがとうございます！」

　寧々はさらに正宗に――

　がばっと抱きついた。

　正宗は、まだたこ焼きの残っていた舟ふねを取り落とすが、それどころじゃなかった。

　再会のときにも抱きつかれたが、さっきよりもふいをつかれていないだけ冷静で、そのぶんいろいろ気がついてしまった。

　どうやら寧々は着き痩やせするタイプらしい。

　胸元にあたっている膨ふくらみはそれなりに大きくて、柔らかくて、ぬくもりまで感じる。

　うなじのあたりから立ち上る香りはシャンプーのせいだろうか。甘い匂いに、くらりとしてしまう。抱きしめる腕は力強いのに、なぜか女の子特有の柔らかさがある気がして、それだけでどきどきしてしまう。この心臓の鼓こ動どうは寧々にまで伝わっているんじゃないかと、気き恥はずかしさに頬ほほが熱くなった。

　ほんの少し前から二人は、商店街を抜ぬけて静かな路地に入っていた。

　左手には長い壁かべが続いており、右手は大きな公園になっている。

　見み渡わたすかぎり人の姿はない。

　ということは、たとえば「人の目があるから」といったセリフで寧々を引ひき離すことはできないわけだ。

　そもそも寧々に離してほしいのか、と問われれば、そんなことあるわけなかった。

　逆に考えれば人目がないなら、それは屋外だろうと二人きりの空間であり、もっと大胆なことをしてもマズくはないわけで――

　――って、何をする気なんだ、俺は！

　あっと言う間に、正宗はテンパった。

　何か言わなければと、回らない頭で考えて、そして。

「ああ、でも、あれだ。俺も、タダじゃ協力できないぜ。御厨さんの誠意がないとな」

　軽い口調で言えば、冗じよう談だんにできたかもしれない。

　が、正宗は緊きん張ちようで声が強こわ張ばっていたものだから、それはもう、相手の足下を見る卑ひ怯きようなセリフにしか聞こえなかった。

　――うわーっ。何を言ってるんだ！　嫌きらわれるだろ、絶対。

　正宗が身動きひとつとれずに絶望にうちひしがれていると、寧々はゆっくり腕を解いた。

　正宗の顔をのぞき込んで、真しん剣けんな顔つきで寧々は言う。

「わ、わかりました。わ、わわ、わたしにできることならば、なんでもいたします」

「マジで？」

　――なんでもって、たとえば、何？

　正宗の思考がショートしかけた。

　息がかかるぐらいの至近距きよ離りで目にする寧々は、やはり綺麗だった。艶つややかな唇が視界に飛び込んでくる。さっき葬ほうむったはずの思考が、再びよみがえる。

　――だったら、たとえば、キ、キスとか？

　そこまで考えたときだった。

　カツンッ！

　正宗の後頭部に何かが直ちよく撃げきした。

　正宗は、その場にうずくまって悶もん絶ぜつする。

「ど、どうしたんですか!?」

　問われても、何が起きたのか正宗にもわからない。ただ、視界の端はしに転がっていくパチンコ玉のような金属球を見つけた。

「あらら。さすがに不意打ちは防げないかー」

　飛んできた能天気な声に、正宗と寧々はそろって顔を上げる。

　黒くろ髪かみのショートカットに、利発そうな目をした女の子だった。

　女の子にしては体たい脂し肪ぼう率りつの少なそうな体格で、ダッフルコートの下のミニスカートから伸びた足はすらりとして、とても綺麗だった。

　が、それは、いまはいい。

　問題はそこじゃない。

　二つの先せん端たんをゴムでつないだＹ字型の金具――パチンコを左手に持っていたことだ。右手には、正宗の足下に転がっていたものと同じ金属球がいくつもあった。

　どうやら、この少女にパチンコで狙そ撃げきされたらしい。

「な、なんてことするの、陽ひ菜なちゃん！」

　正宗よりも先に、寧々が大声で怒ど鳴なった。正宗などは『御厨さんも、こんな声出すんだ』などと驚くほどだったが、陽菜と呼ばれた少女は、けろっとしていた。

「だって、あんまりねねりんが『転校生はすごい』って言うからさ。ホントかどうか、試してみたくなっちゃって」

　陽菜ちゃんに、ねねりんと呼びあってるあたりからしても、二人は親しい間あいだ柄がららしい。

　が。

「それがなんで俺をパチンコで襲おそおうって発想になるんだ!?」

　ようやく復活した正宗が、気き炎えんを上げる。

「ヒントあげるね。これ、鉄の玉だから」

「それがなんだ！」

「だから。先生と同じ電でん撃げき使いなら、磁場も操あやつれるはずでしょ？」

　たしかに電気と磁気は密接な関かかわり合あいを持つ。

　陽菜は手にした鉄球を、またもパチンコにセットしてぎりぎりと引き絞しぼる。

「凄いんだったら、止めてみせてよ！」

　――なんか激しく勘かん違ちがいされてる!?

　いまになって、綾乃が言っていた言葉が脳裏に瞬いた。

『実力は早めに暴露することね』

　――こういうことかよ！

「うおっ、ぬぉっ、まっ！」

　まともな日本語すら発せないまま、正宗は横っ飛びに身をひるがえした。

　続けざまに飛んでくる鉄球から逃のがれるべく、地面を転がる。

「わあっ。おい、ちょっと待て。落ち着け」

　だが陽菜は止まらない。ポケットからも球を取り出して、撃うってくる。

「いったい、いくつ用意しているんだ！」

「そんなことより、なんで使ってくれないの？　実力を測れないじゃん」

「だから、」

「志筑さんは紳しん士しだから、女の子相手に能力を使わないだけです！」

　――御厨さん！　勝手に判断しないでくれ！

　さらに言えば、正宗に能力を使われた綾乃のことを「もういい歳だから女の子じゃない」と言っているようなものなので、多少失礼なのだが、もちろん寧々に悪気はない。たぶん。

　――おい、こんなときこそ本領の発揮しどころだろう。もう一度目覚めろよ、俺の力。

　自分の本能を、正宗は叱しかりつける。

　綾乃に電撃を放ったあのときの感覚を、よみがえらせようとする。

　しかし無情にも。

　本能はなんの返答も寄よ越こさなかった。

　その間にも、陽菜は正宗を狙ねらってガンガン鉄球を撃ちまくる。しかもだんだんテンションがあがってきているのか、パチンコを引き絞る強さも増している気がした。

　今度直撃したら、痛いじゃすまないと、正宗は背筋を凍こおらせる。

　そしていい加減、正宗の集中力がつきかけてきた頃。

「陽菜ちゃん！　いい加減にやめて！」

　正宗をかばうように、寧々が立ちはだかった。

　陽菜も集中を欠いていたのかもしれない。

「あっ！」

　陽菜の叫さけびから、正宗はすべてを察した。

　――御厨さんに当たる！

　思考と動くべき筋肉が、直結した。

　正宗はとっさに飛びついて、寧々を引き倒した。そのまま寧々を背後から抱だくようにして、ごろごろと地面を転がる。

　背後の街路樹の幹に鉄球が当たった音を最後に、しばし静せい寂じやくが訪おとずれた。

　どうやら無事にすんだらしい。

　横たわって寧々を抱いたまま、正宗は大きく安堵の息をついた。

　と、そこで自分の両手が、何か柔らかいものを掴んでいることに気付く。

　ふかふかしたそれは寧々の胸だった。
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　正宗は、あわてて両手を引く。

　――だ、大丈夫。いまのは事故みたいなものだし、とっさのことだったから御厨さんもきっと気がついていない、はず。

　寧々は身体を起こして、緊張と恐きよう怖ふからか血の気の引いた顔で正宗に礼を言った。

　とりあえず胸に触れたことは言げん及きゆうされなかった。

　そこで元げん凶きようが口笛を吹ふいた。

「ひゅー。やるじゃない」

「バカヤロー！　ちっとは反省を――」

「でも、いまキミ。ねねりんの胸を触さわったよね？　こう後ろから大だい胆たんに、がしっと」

　正宗の抗こう議ぎは途と中ちゆうで、かき消された。寧々はいきなり指し摘てきされて、がばっと自分の身体を抱いた。気恥ずかしさから、顔を背けてしまう。

「な、何を言っているんだ」

　仮に見えたとしても、あんなの一いつ瞬しゆんだったはず。カマをかけているに違いない、と正宗は思ったが、しかし。

　陽菜は自信満々に胸を張った。

「ふふん～。〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟の私の目は、ごまかせないよ～」

「え、何？　クロック……？」

「あー。それと、大事なことをひとつ！　キミの後ろの草むらに――大丈夫だって、そんなに警けい戒かいしなくても、もうキミを襲ったりしないから――。そのあたりに、ねねりんのイヤリングが落ちてるはずよ？」

「え？」

　正宗はあらためて寧々を振り返った。

　たしかに寧々の右耳のイヤリングが外れていた。寧々も、いま気がついたとばかりに、耳元に手をやる。

　正宗は振り返って、草むらを探さぐった。

　陽菜の言う通りの場所に、はたしてそれは落ちていた。

　こんな小さなもの、よく見えたなと正宗は感心する。それも茂しげみの奥おくにあって死角だったから、落ちたものを見つけたわけではない。

　落ちようとしているイヤリングを、直接見ていたとしか考えられない。

　動体視力――というよりも、その注意力がすさまじい。

「お詫わびのしるしってわけじゃないけど、教えてあげる」

　陽菜の声に顔をあげた。

「ほんの三秒だけど脳内の処理速度をあげて、体感時間を何倍にも引き延ばせる――それが私の〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟なの。ま、たいした力じゃないけどね」

　ようやく正宗も納得できた。

　たとえば人が命の危機にさらされたとき、ほんの一瞬の出来事がスローモーションのようにゆっくりと見えた、という話を聞いたことがある。いわゆる走馬灯現象などと呼ばれるアレを、陽菜は三秒間だけ意図的に起こせるのだろう。

　五感の感度ではなく、脳内の処理能力を飛ひ躍やく的てきにあげる。

　それが陽菜の持つ能力、〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟。

　いまの一瞬の出来事も、陽菜はスローＶＴＲを観みるように感じたのだろう。たいしたことないなどと、さらりと言っているが、まったく油断できない。

　警戒したまま、正宗は寧々にイヤリングを返そうとして、びびった。

　寧々が陽菜を、かつてないほどに怖こわい目で、にらんでいた。

「わたし、やめてっていいましたよね？」

　丁てい寧ねいな物言いが、かえって恐おそろしい。冷たい刃やいばのような怒いかりを向けられ、陽菜は思わずあとずさった。

「そ、そんな怒らないでよ。実力を試ためすために、ちょっとからかっただけじゃん」

「ちょっとってな、いま俺おれは、死ぬかと思ったぞ。だんだん威い力りよくをあげやがって」

「あー。えっと、それは……息があれば大だい丈じよう夫ぶ！　そのときはねねりんが、なんとかしてくれるから」

「ああ！　なるほど……って、だまされるか！」

　絶対、そんなこと考えていなかった。

　寧々も、そんなことはお見通しなのだろう。むしろ都合良くあてにされて、火に油を注ぐ結果になった。

「ひ～な～ちゃ～ん！」

「わ、わかった、わかった。反省してるって、謝あやまればいいんでしょ？」

　陽菜は片手で拝むようにして、片目だけ閉じると。

「ごめんね」

「軽っ！」

　正宗のツッコミとほぼ同時に、寧々が拳こぶしを振り上あげた。

　コンマ数秒も待たずに、陽菜はその場から逃にげ出だした。健康的な美び脚きやくは伊達だてではないらしい。あっと言う間に陽菜の姿は小さくなっていた。

　寧々は振ふり上げた拳を下ろした。そしてばつが悪そうに正宗に向き直って、頭を下げた。

「ごめんなさい。悪い子じゃないんですけど」

　それは、そうかもしれない。

　少なくとも寧々に誤射したときは、本当にしまったという顔をしていたし、正宗に対しても悪気があったわけではないのだろう。でなければ最初の一いち撃げきからして、「痛い」ではすまなかったはずだ。

「まあ、御厨さんが謝ることじゃないよ」

　寧々を励はげましながらも、正宗はため息を禁じ得なかった。




　　　※　※




　才花学園の敷しき地ち内ないには、いくつもの寮りようが存在しているが、中でも正宗が案内された高等部の学がく生せい寮りようは、比較的最近建てられたもののひとつだ。四階建て鉄筋コンクリートの重じゆう厚こうな造りで、外観からして、まだ新しい。

　エントランスで待ち構えていた寮りよう長ちようを名乗る若い女性から、注意事じ項こうをくどくどと聞かされたあと、正宗は指定された部屋番号を探した。

　はたしてその部屋はあった。

　表札を見てみると、すでに『柊ひいらぎ優ゆう』の文字があって、正宗は首を傾かしげる。だが間ま違ちがえてはいない。隣となりの部屋の表札を覗のぞいて、納得した。

　名前が二つ並んでいる。どうやら相部屋らしい。

　これだけの敷しき地ちと規模があるのに、へんなところは庶しよ民みん的てきだなと呆あきれ、同時にこの部屋数の倍ほどの男子生徒がいるのかと感かん嘆たんした。

　ともあれ、今日からここが住まいとなるわけだ。

　正宗は緊張と期待を胸に、がちゃっとドアを開ける。

　ちょうどそのとき。

　脱だつ衣い所じよから出てきたばかりの少女らしき人と、鉢はち合あわせした。

　伸びた手足からは湯気が立ち上っている。胸元をくるりとバスタオルで巻いただけの格好で、濡ぬれたままの長い髪かみはつややかで艶なまめかしい。風ふ呂ろ上がりで上気した顔は中性的で、西洋美術に出てきそうなほどに美しかった。

　正宗はあんぐりと口を開けて、しばし見とれてしまう。が、はたと気がついて、廊ろう下かへと転がり出た。ドアをばたんと閉めて、呼吸を整える。

　すごいものを見てしまった。

　そりゃあ、もっと露ろ出しゆつの多い水着の女の子なども目にしたことはある。が、それとは比べ物にならないほどに煽せん情じよう的だった。上がったままの血圧がまだ戻らない。

　そこでようやく気がついた。

　――ここ。男子寮だよな？

　寮長から、何度も念を押おされた。

　ここは女子禁制。もし女の子を連れ込んだことがバレた日には退たい寮りようとなる。とはいえ、実家に帰れるわけでもなく、監かん獄ごくと揶や揄ゆされる寮に移されるらしい。

　だったら、いまのはなんだったのか。

　――もしかして、柊ってヤツの彼女？

　その瞬しゆん間かん、嫉しつ妬とと羨せん望ぼう、さらには戸と惑まどいや、気まずさなど、さまざまな感情が一気に沸わき上がった。ここはどうするべきか。柊の出方次し第だいでは、ただじゃおかないなどと考える。すると。

　がちゃり。

　シャツにジーンズ、首にはバスタオルをかけた、さっきの人物がドアを開けた。

「まあカギをかけなかった僕ぼくにも責任はあるんだけどさ。ノックもせずに入ってくるのは、どうかと思うよ。正宗――で、いいんだよね」

　ようやく正宗は気がついた。
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　その声は女性にしては、ちょっと低い。

　いや、正確には、ちょっと高い男の声だった。

　よく見れば胸はまっ平らで、わずかではあるが、喉のど仏ぼとけも出ている。

「もしかして、おまえ……？」

「柊優。よろしくね」

　優の笑え顔がおは、やはり男とは思えないほどに可愛かわいくて、正宗は返事も忘れて唖然としてしまうのだった。







「ごはん、まだ？　じゃあ、せっかくだから一緒に食べようか」

　さらっと言ってのけるあたりが、目め茶ちや苦く茶ちやスマートだった。

　乾かわかした長い髪を手早く襟えり元もとで結ゆってキッチンに立つと、冷蔵庫から出した豚ぶた肉にくやらキャベツやらを、トントンと切って、ささっと炒いためる。並行して、小さな鍋なべにゴボウとニンジンの千切りを投入し、隣のコンロで軽く炒めたあと、醤しよう油ゆと砂糖とみりんを加えて煮に飛ばしていく。

　まるで魔ま法ほうを見ているようだった。

　あっと言う間にできあがった料理をダイニングのテーブルに並べて、さて夕食となったわけだが、これがまたとても美味おいしかった。

　――こいつ、超ちよう人じんか？　それとも、やっぱり女なんじゃないか？

「どうしたの？　そんなに怖い顔をして」

「いちおう確かく認にんするけど。ここは才花学園の男子寮で間違いないんだよな？」

　しばらくきょとんとしたあと、優はくすくすと笑った。

　その笑顔が、また可愛かった。

「驚くのも無理ないよね。僕も最初は、学生寮とは思えなかったからなあ。……でも、ここはＣ、Ｄランクの、一いつ般ぱん的てきな部屋で間違いないよ」

　驚いたのは、そこじゃない。

　とは思ったものの、正宗はあえて訂てい正せいしなかった。

　いまのは、わざと、はぐらかされたのかもしれない。じつは女なんだけど、なんらかの事情で男として入学している――そんなマンガみたいな設定だった場合、これから同居していくのに、どうすればいいのか、皆かい目もく見当がつかない。もちろん、考えすぎの妄もう想そうだと、正宗も理性では理解しているのだが、どうにも女性にしか見えない。

　気を取り直すべく、正宗は部屋の中を見渡した。

　システムキッチンは大きくて収納も多くて使い易やすそうだった。綺麗に掃そう除じされていて、調味料の類たぐいも整せい頓とんしてある。

　いわゆる２ＬＤＫと呼ばれる造りらしい。

　トータルの面積で比べたら、三人暮らしだった実家と、そう変わらないのではないかと正宗は思う。

「もっと上のランクは、また違うけどね。Ｂランクは一人部屋だし、Ａランクだと寮というより、もう一いつ軒けん家やだしね。早く、僕もそんな生活したいよ」

「まだ上があるのか……」

「当然、下もあるんだけどね。正宗も人ごとじゃないよ？　Ｅランクの部屋に空きがないから、正宗はここをあてがわれたんだけど。あと一カ月で年度も替わって、大規模な部屋替がえがあるからね。油断していたらＥランクのまんまで、引ひっ越こし、なんてことになりかねないよ？」

「うおー。そうかー」

　本当に世せ知ち辛がらいルールだ。これは正宗も、いよいよ早くランクをあげないとマズそうだ。

「リビングにある二つのドアの手前の方が、僕の部屋ね。正宗は隣を使って。あと気をつけてほしいのは、防音でさ。このあたりはやっぱりＣ、Ｄランクなんだよね。夜中に、あんまり大きな声を出すと聞こえるから、気をつけてね。一度目が覚めると、僕、寝ねられないタチなんだ」

「おお。気をつけるよ」

　何げなく返事をしてから気がついた。

　――それは逆に、おまえの声も聞こえないとは限らないんじゃないか？　たとえば夜中に悩なやましい声で……

「アホか、俺は!?」

　思わずツッコミが、口に出ていた。正宗は目を丸くする優に愛あい想そ笑わらいしながら、なおも戒いましめる。

　――何を想像しているんだ。こいつは男なんだって、うん。そうなんだよ、そう。

「どうかした？　顔色赤いよ？」

　優は愛らしく小首を傾げると、腰こしを浮うかせて、正宗に手を伸ばす。

　本当にさりげなく、優は正宗の額に手を触ふれ、熱を測った。

　その手は柔やわらかく、その温度は思いのほかひんやりしていた。いや、正宗の体温が高いのかもしれない。

　――だから、こいつは男なんだって！

「なんでもないから！　そんなことより！　優はどんな能力を持っているんだよ」

　唐とう突とつな問いに、優は怪け訝げんな顔をした。伸ばしていた手を引いて、問い返す。

「なんでそんなこと聞くの？」

「なんでって。そりゃあ、興味があるから」

「僕に……興味……？」

　優は復唱する。そして。

　――なぜ頬を赤らめる!?

　正宗まで、どきっとしてしまう。

「いや、興味って、その、変な意味じゃなくてだな！　俺はキング・スティングのチームメンバーを探しているんだよ。ランクも早くあげなきゃならないしな。だから優も一いつ緒しよに、どうかなと」

「ああ、なんだ、そういうことか。良かった、びっくりした」

　――びっくりしたのは、こっちだ。

　胸をなで下ろすと、正宗はさらに現状を説明する。

「……ふーん。寧々ちゃんが参加するんだ。珍めずらしいな、いままで興味なさそうだったのに」

「まあ、いろいろ事情が変わったんだろ」

「そっか。僕もちょうど、組んでいたメンバーがみんな抜けちゃって、どうしようかと途と方ほうに暮れていたんだ。五人いないと大会には参加できないからね」

「そうなんだな。……あー。それで？　返事は？」

「もちろんＯＫだよ。僕も仲間に入れて」

「マジで!?　ありがとう！」

「いやいや。お礼を言うのは僕の方だよ。なにしろ正宗は、あの綾乃先生を倒たおした男なんだろ？　これはもう勝ったも同然だね」

「うおっ!?　ちょっと、待て。なんでそんな話になる？」

「聞いたよ？　我を忘れて暴れる先生から寧々ちゃんを守って、勇敢に戦ったって。まったくカッコいいよねえ。僕が女だったら、正宗に惚ほれてるかもしれないよ」

「そ、そうか？」

　――なんて、喜んでる場合か!?

「いや。なんか勘違いしているかもしれないけど。あれは偶ぐう然ぜんかもしれなくてだな」

　何しろ、あれから一度も能力なんて使えていない。

　変な期待をされても困る。

「またまたまたまた。そんな謙けん遜そんしちゃって。そういうとこ、僕は好きだな」

「だから――」

　しかし優の表情を目にして正宗は諦あきらめた。いま何を言っても、たぶん謙遜しているふうにしか聞こえない。

「じゃあ、教えてくれ。優はどんな能力を持っているんだ？」

「んー。本当は気安く能力を尋たずねるのって、マナー違い反はんなんだけどね。スティングなんかでもそうだけど、相手に手の内がバレていると不利だからさ」

「ああ、なるほどな」

「でも、僕たちはもう仲間だからね。そのうち、正宗にも見せてあげるよ。その方が早いしね」

　そう言って笑う優がまた可愛くて、正宗はもやもやしながら茶ちや碗わんのごはんをかき込んだ。







三章







　正まさ宗むねの暮らしている男だん子し寮りようから歩いて一分。

　ほぼ目の前に、才さい花か学がく園えん本校舎はあった。

　これだけ近いと遅ち刻こくなどは少ないのだろうと思った正宗だが、認にん識しきが甘あまい。人間、近いなら近いで油断して、ギリギリまでのんびりしてしまうのだ。

　朝の始業直前、昇しよう降こう口ぐちめがけて、かなりの生徒が飛ぶように走り込んできた。

　中には本当に空を飛んでやってくる者や、瞬間移動を使う者までいる。

　そして正宗は転校初日の慣れない準備に手間取って、遅刻しかけていた。

「だからもっと早く起きろって言ったのに」

「うるさいなぁ、もう」

　同部屋の優ゆうは、正宗につきあって一緒に登校してくれた。

　口うるさいが、なんだかんだ言って、いいヤツだ。

「すみません、志し筑づきさん。次はお電話して、起こすようにいたしますね」

　隣の寧ね々ねが頭を下げる。

　なんと彼かの女じよは正宗と一緒に登校するため、男子寮の前で待っていた。

　繰くり返かえすが、学校まで一分とかからない。

　正宗は『本当に優やさしい子だなあ』と感心し、優は無言のままで二人を見やって、ニヤニヤしていた。何がおかしいのか、正宗にはわけがわからない。

　それはさておき。

　滑すべり込むように昇降口にたどり着いたところで予よ鈴れいが鳴った。授業開始まで、あと五分とないが、間に合わないこともない。割わり振られた下げ駄た箱ばこに靴くつを放ほうり込んで、上うわ履ばきに足を突っ込んで、頭を上げたところ――。

　寝ぼけた顔の陽ひ菜なと会った。

　まるで本当に寝ているかのように、目を閉じている。

　眠ねむい気持ちは痛いほどわかるが、もうちょっと女子として気をつかったらどうなのかと正宗は呆れた。寝グセで髪の毛けはあちこちはねているし、制服のボタンは掛かけ違ちがえている。

　まだ昨日の凶きよう行こうを忘れたわけではないが、かと言ってこのまま教室に向かって、恥はじをかかせるのも可か哀わいそうに思った。

「おい。――ボタン、掛け違えてるぞ。あと寝グセ、なんとかしろ」

　小声で耳打ちするという気まで遣つかったのに、陽菜はまるで何も聞こえなかったかのように、正宗のかたわらを通りすぎようとした。

「おい、こらっ。人が注意しているのに、無視するとはいい度胸だな」

　陽菜の肩かたを掴つかんで、くるりと振り向むかせた。

　すると陽菜は、なんの前まえ触ぶれもなくクスッと笑った。

「はは、もうダメ。その顔、面おも白しろすぎ」

　さっきと同じく眠ったように目を細めているくせに、人の顔をどうこう言うとは、いい度胸だ。自分の顔に自信があるわけではないが、さすがに正宗もムッときた。

「てめぇ……。だったらもっと笑わせてやる」

　正宗は手を塞ふさいでいた鞄かばんをその場に捨て、陽菜の脇わきの下に両手を差し入れた。さらに。

　こちょこちょこちょこちょこちょ。

　力のかぎり、くすぐった。

「きゃ。きゃははははははははははははははは」

　大声で笑いはじめてちょっとすると、いきなり陽菜の膝ひざの力が、かくんと抜けた。

　正宗は反射的に、陽菜の身体を支える。

　その拍ひよう子しに、両手が胸に触れてしまった気がした。が、まあ気のせいだろうと思うことにした。そんなことより。

「なんだ、そんなにくすぐったかったか？」

「あたりまえよ！　え、ちょ？　なんで私の胸を触っているの!?」

　陽菜にビンタをもらった。

「いったぁ！　バカやろう、どこに胸があるって言うんだ」

　今度は、ぐーで殴なぐられた。

「ぐはっ。ま、待て。いまのは、お前が倒れてきたから、支えてやったんだろうが！」

「……っていうか、どうして私は学校にいるの？」

「人の話を聞け！」

　正宗のツッコミも虚むなしく、陽菜は額に手を当てて小さくうなりはじめた。

　本当に、どうやってここまで来たのかわからないらしい。

「なんだ？　健けん忘ぼう症しようか？　それとも夢遊病か？」

　正宗の意地悪なつぶやきに、成り行きを唖然と見つめていた寧々が、ハッと息を呑のんだ。

「七なな海みちゃんですね？」

　寧々が、きょろきょろと見渡してみる。

「誰だれ？」

「わたしたちと同じクラスで――あ、やっぱり」

　寧々の視線の先を、正宗は追う。

　そこは昇降口からほど近い廊下の曲がり角。壁の端に隠かくれるようにして、こちらを見つめている女の子だった。

　寧々や陽菜と同じ制服を着ていなければ、うっかり小学生ぐらいに思えるほど小さく、幼く見えた。長い髪を頭の両サイドで結っており、その目といい鼻といい、はっきりとしていて、まるで人形のように可愛かった。

　正宗たちと目が合うと、その少女はびくりと身を震ふるわせて、壁の死角から何かを引っ張りだす。

　それは小こ脇わきに抱かかえるほどの大きさのテディベアだった。

　小こ柄がらな少女がぬいぐるみを抱えている姿というのは、なかなかに愛らしい。

　が、しかし。

『バレちまっちゃあ、しょうがねえな。そうよ、七海とオレの仕し業わざよ』

　ぬいぐるみがしゃべった。

　それどころか、少女の手から離はなれて廊下に着地すると、開き直ったように胸を張ってみせた。

　正宗は目をこらすが、どこにもあやつり糸のようなものは見えない。いや、仮にあったとしても、信じられないほど細やかに、まるで生きているかのように動いていた。

　しかも流りゆう暢ちように話している。

　それは断じて、少女の腹話術などではない。原理はわからないが、きちんとテディベアの口が動いて、そこから声が聞こえている。その口調は、姿に似つかわしくないほど乱暴だったが。

『陽菜が遅刻しないように、同部屋のオレたちも注意しろって、先生に頼たのまれたからな』

　持ち主の少女ではなく、あくまでテディベアが説明した。が、当然正宗はわけがわからない。

「な、なんだ？　どういうことだ？」

　テディベアのかわりに寧々が答えた。

「七海ちゃんの能力は、〝中の人なんていないパペツトマスター〟って言うんです」

　その少女――仁に科しな七海は、人形やぬいぐるみ、マネキンなど人の形をしたものを操り、しゃべらせることのできる能力者らしい。

　このテディベアも、七海の力で動き回って話している。

　さらに気絶や睡すい眠みん状態、つまり本人の意識がなければ人間だって操れるそうだ。もっとも、一度に操れるのは一体だけで、七海の死角に入ってしまうとうまく操れないといった条件も存在するらしい。
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　七海は、同部屋の陽菜を寝かしたまま学校に連れてきたらしい。

　さっき正宗に言ったと思われた『その顔、面白すぎ』のセリフも、つまりは陽菜の寝ね言ごとだったのだ。

「だったら、起こしてくれればよかったのに！」

　正宗に触られた胸むな元もとを抱きながら、陽菜は声を荒あららげる。

　するとテディベアも言い返す。

『さんざん起こしたぞ、こら！』

　くすぐられるまで、ぐっすり眠って起きなかったぐらいだから、さもありなんと正宗は思う。寧々や優からも、呆れた目を向けられた陽菜は、むすっと黙だまり込んだ。

　かわりにテディベアが、正宗を指さして口を開く。

『ところで見なれない顔だけど、こいつが例のスーパーエリートか？』

「ス、スーパー!?」

「そんな、言い過ぎです。ただ危ないところだったわたしのもとに颯さつ爽そうと現れて、すごい力で助けていただいただけですよ」

　寧々も十分言い過ぎてると、正宗は頭を抱えた。

『ふーん。そうか、こいつがあの綾あや乃の先生を一撃で……』

　テディベアは正宗をじろじろと見つめる。生きているようなぬいぐるみの視線に居い心地ごこちの悪さを覚えて、正宗は目をそらす。

　するとちょうど、上目づかいにこちらを見ていた七海と視線が合った。彼女はすぐに壁かべの死角に隠れて、顔だけを出す格好になってしまった。

　妙みように怖がられている。

「あー、なんだ。ちょっと誤解があるみたいなんだけど、俺はそんな大したもんじゃないし。別に、何もしないから、出てこいよ」

　七海は小さく息を呑む。

　と、間かん髪はつをいれずにテディベアが正宗に飛とび掛かってきて、ポカポカと正宗の胸を叩たたいた。仕草は可愛らしいことこの上ないが、パンチは思いのほか重くて、正宗はゲホゲホと咳せき込む。

『バカやろう、七海は繊せん細さいで人見知りするんだ。おまえみたいにいきなり陽菜の胸を揉もむような男を、信用できるわけないだろ』

「誰が何を揉んだって!?」

　正宗は抗議の声をあげるが、七海はすでにその場から逃げるように走っていた。

　途中で、なんにもないところで転んで、つい正宗が「あっ」と声を出してしまった。

　それでも七海は無言のまま、行ってしまう。

　結局、ひと言もしゃべらなかった。

　正宗は、思わず独りごちる。

「俺とは口も利きたくないのか。……そんなに嫌きらわれるようなことしたか？」

　まあたしかに正宗がセクハラをしたように見えたかもしれないが、あれは事故なんだし、そもそも触られたのは七海ではなく陽菜だ。ちょっと納なつ得とくいかない。

「正宗が悪いわけじゃないよ。だって誰も七海ちゃんの声を聞いたことないからね」

「……ウソだろ？」

「本当です。そんな志筑さんが嫌われるようなこと、あるわけないじゃないですか」

　寧々は大おお真面目まじめに言ってのけた。

　正宗は苦く笑しようを禁じ得ない。が、どうやら担かついでいるわけではないらしい。

「はあぁぁ。変わった子だな」

　正宗のつぶやきを耳にして、ようやく陽菜がいつもの調子を取とり戻もどした。

　正宗の胸に指を突つきたて、大声でなじる。

「どっちが変わってるのよ！　ほとんど初対面の私の胸を揉むなんて、どういう神経しているの!?　信じられない！」

「おまえまで、そんなこと言うか！　さっきのは支えてやったんだって言っただろ！　だいたいな、揉むってのは、こうやるんだよ」

「やめろ、その手をわきわきさせるな！　このセクハラ男！」

　二人はあっと言う間にアツくなった。言い争いの声も大きくなり、あたりの生徒たちを大勢振り返らせる。

「あのっ、二人ともケンカはやめてください」

　寧々が間に入った。

「陽菜ちゃん、志筑さんは紳士ですから、そんなセクハラなんて、するはずありません」

　かたわらの優は声をあげて笑った。

「あははは。紳士か。いーなー。恋こいは盲もう目もくってヤツだね」

「こ、ここここ……!?　何を言ってるんですか!?　柊ひいらぎくん」

「ん？　どういうことだ？　優？」

「志筑さんは気にしないでいいんです」

「志筑正宗！　セクハラばかりか、純じゆん真しん無む垢くなねねりんを騙だますなんて、もう許さない。もう一発殴ってやる」

「わあ、ダメです、陽菜ちゃん。あー、もう、柊くんも陽菜ちゃんを止めるの手伝ってください」

「いやー、でも、あんまりセクハラ正宗の肩を持つのもなぁ」

「こら、優。何いま、サクッとひどいあだ名付けてるんだ。おまえら、だいたい人のことをセクハラ、セクハラ言いすぎなんだよ。転校初日から〝セクハラ正宗〟なんて、ひどいあだ名が広まったら、どうしてくれるんだ」

「そういう正宗の声が、一番大きいよね？」

「ハッ！」

　あわてて口を閉ざしたが、もう遅おそい。

　かくして『セクハラ正宗』というあだ名は、瞬またたく間まに才花学園中に広がった。




　　　※　※




「志筑正宗は、私の予想を上回る勢いで、名を売っているみたいね」

「あの……それは褒ほめているんじゃないですよね？」

「セクハラを褒ほめ言こと葉ばにしている国を、私はまだ知らないわね」

　一年十五組の教室。朝のホームルームで、担任となった鷺さぎの宮みや綾乃先生は正宗にいきなりそう言った。

　偶然にも、正宗は寧々と同じクラスになった。

　一学年に十五組もクラスがあるらしいので、これはかなりの幸運といえる。

　他にも相部屋の優、ついでに陽菜や七海も同じクラスとなった。

　優は正宗に向かって、にこにこと笑いかけ、陽菜は鼻を鳴らしてそっぽを向き、七海は目を伏ふせながらも、ときおり、ちらちらと覗き見みてきた。

　綾乃は深いため息をついて、気を取り直した。

「まあ、いいわ。自己紹しよう介かいの必要もなさそうだし、時間も惜おしいし。それじゃあ、ホームルームは終わり。委員長、号令」

　そのひと言で「起立、礼」の号令がかけられる。

　礼が終わるなり、クラスメイトたちは落ち着かない様子で教室を出ていきはじめた。

「お、おい！　俺はセクハラの汚お名めいを挽ばん回かいするチャンスもないのか!?　せめて朝の一件を説明するチャンスを」

「汚名は挽回するんじゃなくて、返上するものよ」

「ぐっ。……いや。そんなことは、どうでもよくて」

「今日は一時間目から能力検査なの。みんなも教室移動したり、準備したりで忙いそがしいんだから――ほら、志筑も行く！」

「能力検査？　行くってどこに？」

「パンフと一緒に渡わたしたプリントに書いてなかった？　初回は〝精密能力検査室〟、第三校舎の一階。わかったわね――ああ、私もそろそろ行かなくちゃ」

　綾乃を呼び止める暇ひまもなく、彼女はそそくさと教室を後にしてしまった。

「第三校舎って、どっちだ？」

「あ、あの……わたしがご案内しましょうか？」

　寧々がおずおずと申し出る。正直助かった。

　しかしそこに陽菜が割って入った。

「ダメ！　ねねりんは私と組んで測定するんだから、第二校舎の測定室でしょ？」

「でも、急げば、きっと大丈夫だと……」

「ダメったら、ダメ！　〝城しろ田た〟の私は、五十音の順番が早いんだから」

　果たして、本当にそうか？　とも正宗は思うが、しかし。

「ああ、だったら大丈夫。子どもじゃないんだし、なんとかたどり着くだろ」

　それにわざわざ離れているのに、寧々に案内させるのも心苦しい。

「そうそう。だから、さっさと行こう」

　後うしろ髪がみ引かれる寧々の背中を陽菜は押していく。教室を立ち去る際に陽菜は振り返って、いーっと牙きばを剥むいた。

　どうやら本格的に嫌われたらしい。

　しかたないような気はするが、もとを正せば昨日のうちに、先にちょっかいかけてきたのは陽菜の方ではないか、とも思う。なんか釈しやく然ぜんとしないながらも、正宗は第三校舎を目指した。

　まだ残っていたクラスメイトに聞けば、目的の校舎は広い中庭を挟はさんで向こう側。しかも精密能力検査室は、ここからもっとも遠い位置にあるらしい。

　げんなりした正宗は、中庭を直接突っ切きることにした。

　上履きのまま、手入れされた芝生しばふの上を歩く。冬なので寂さびしい景色だが、春が来て花か壇だんに花が咲さき誇ほこったら、さぞや美しいだろう。憩いこいのためのベンチもいくつかあった。

　そこで正宗は首を傾げた。

　ベンチが不自然な配置をしている。まるで邪じや魔まだから一時的にどかしたかのようだった。さらに本来ならばベンチがあったであろう場所に――

　壁があった。

　どこかとの境界にある塀へいではない。中庭の真ん中に突とつ如じよ、厚さ十センチ、高さと幅はばが、それぞれ二メートルほどあるコンクリート製の壁が立っていた。

　正宗は興味本位でそれに歩み寄り、叩いたり、肩からぶつかってみたりした。

　――いったいこれは、なんのために？　どうして、こんなところに？

　などと思っていると。

　じゅっ。

　目の前の壁に、拳げん骨こつほどの大きさの穴があいた。

　あまりに突とつ然ぜんのことに、正宗はまったく動けなかった。

　ふいに前まえ髪がみに熱を感じて、眉まゆ根ねを寄せる。焦こげ臭くさい。

「うおおっ!?」

　前髪の一部が、燃えていた。

　あわてて叩いて消していると、校舎から男性教師が駆かけつけてきた。いかにも研修あがりのルーキーですといった甘くて爽さわやかな顔だちは、さぞかし女子にはもてはやされるだろう。正宗にしたら、頼たよりないのひと言だが。

「こらーっ！　どうして、そんなところにいるんだ！　危ないだろ!?」

　一方的に怒おこられたって、正宗だって困る。危ないんだったら、ちゃんと危険とでも書いておいてほしい。

　そのとき教師が手にしていた年代物のトランシーバーが、じじっと音を立てた。巨きよ大だいな施し設せつに豪ごう華かな学生寮を備えた才花学園だが、古くなっても使えるものは使う主義らしい。

『どないしました、先生？』

　正宗と同じ年とし頃ごろの女の子の声だった。

　京訛なまりを隠そうともしていない。

「標的の背後に、人が立ち入ってね。貫かん通つうしたレーザーが当たったようだ。ああ、でも、大だい丈じよう夫ぶ。前髪にかすっただけだったから」

「レーザー!?」

『それはよろしかったですわ。人を殺あやめてしもたら、さすがにウチにもお咎とがめありますやろ？』

　心配する声の主に向かって、教師は見えていないだろうに首を横に振った。

「仮に当たっても、これは事故だろ。〝光速の神槍グングニル〟に罪はないよ。まあどちらにせよ、何事もなくて良かった良かった。あっはっはっはっ」

「前髪焼いているんだぞ、笑ってる場合か！」

　本当に死んでしまっても、こんなふうに笑われそうな気がした。二歩三歩とあとずさって、さらに状じよう況きようをたしかめるべく、あたりを見み渡わたす。

　ようやく気がついた。

　正宗がいた壁の反対側には、黒と白の同心円が描えがかれており、そのど真ん中に穴があいていた。

　さらにその壁から百メートルほど彼方かなたに、女子生徒がいた。

　遠くてよくは見えないが、おそらく教師と話している子に違いない。

　あそこから、この的の中心を狙ねらい打うったのかと思うと、正宗はいよいよ恐おそろしくなって、逃にげ出だすようにその場をあとにした。

　ほどなく目的の「精密能力検査室」の前にたどり着いた。

　廊下には似たようなドアがいくつも並んでおり、順番待ちしている生徒たちが大勢いる。そちらは〝中規模能力検査室Ａ〟とある。

　どうやら、こちらでも検査をしているらしい。

　正宗は間違わないよう表札の文字を確かめて、いざ開けようとして。

　ぱあぁんっ。

　突然の炸さく裂れつ音おんに、びくっと身を震わせた。さらに、破は壊かいされた何かがドアにぶつかる音が、隣となりからいくつも聞こえる。

　正宗はドアに手をかけたまま総毛立って、しばし凍こおりついていた。

　隣で何が起きたのか。

　ごくりと唾つばを飲み込むと、ほどなくドアが開いた。

「ああ、正宗。――あ、そっか。初回だから、ここなんだ」

　柊優だった。

　人ひと懐なつっこい、女の子みたいな可愛い笑顔を浮かべる優を、正宗はまじまじと見つめる。

「え？　いまの爆ばく発はつ、おまえが？」

「なんだ、正宗。立ち聞きなんて、やらしいなー」

「ば、ばかやろう！　男相手に、誰がやらしいことするか！」

「……なんかそれ、ツッコむところが違う気がするけど」

　優は苦笑するが、正宗はにこりともしない。いい加減、お茶をにごすなとにらみつける。

「うーん。いきなり披ひ露ろうして驚おどろかしたかったんだけど、バレちゃったら仕方ないか」

　十分、正宗は驚いているのだが。

「僕の力は〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟って言ってね――」

　いわく、優は気体分子の温度を偏へん在ざいさせる能力を持っているらしい。これによって蜃しん気き楼ろうを作り出したり、密閉容器内の内圧を高めて爆発させることができる。

「あ、これはみんなには内ない緒しよね」

　優は可愛らしく、ウインクしてみせる。

「そうか。バレるとスティングのときに不利だから、とか言ってたよな」

「真面目まじめにランクアップを狙っている人ほど、その能力の詳しよう細さいは隠しているよ。逆に聞くのもマナー違反なところはあるしね」

「真しん剣けん勝負だもんな」

「僕もそんなに強くないけど、向上心を捨てたわけじゃないからね」

「強くないって……いまので!?」

　正宗は目を剥くが、しかし優は謙遜しているようには見えない。

　まわりの生徒も、誰も驚いていない。

　――つまり、なんだ。化け物の住処すみかかよ、ここは。

　ちょっと、電でん撃げきを使えるなんて、俺おれってカッコいいんじゃないか？　などと思っていた自分が恥はずかしくなる。それに、あれだって、何かの拍子でできただけの、マグレかもしれない。

「まあ正宗ほどの力があれば、知られていようがいまいが関係なく倒せちゃうだろうから、僕ぼくみたいに気をつけなくてもいいのかもしれないけどね」

「ま、まさか。そんなわけないだろ？」

「そんな謙遜するなって」

　まるで自分のことのように、にこにこと笑いかける優に、正宗は「あははは」と乾かわいた笑いを返すのが精いっぱいだった。




　　　※　※




　精密能力検査室は、普ふ通つうの教室とたいして変わりない広さだった。

　ただしその頑がん丈じようさは比べ物にならない。

　普通の三倍ぐらいは厚いコンクリート壁で囲まれていて、扉とびらも潜せん水すい艦かんのハッチのような造りになっていた。壁の一面は透とう明めいで分厚い強化プラスチックで、その向こうはモニター室だった。白衣の教師の姿や、多数のカメラ、いくつかのモニターが確認できる。

　床ゆかからは測定のためのコードがいくつも生えていて、いかにも技術者らしい男性が正宗の身体のいたるところに、電極をぺたぺた貼はり付つけていった。

　なんだか実験動物になったみたいだ。

　実際のところ、その能力がはっきりと解明されていない能力者など、危険な猛もう獣じゆうとさして変わりないのかもしれない。本人にその気がなくても能力が暴走した場合、何が起きるかわからない。つい、うっかり大だい爆ばく発はつを起こしました、なんてことも十分にあり得る。

　そう理り屈くつではわかっていても、やはり面白くはない。

『それじゃあ、心の準備はいい？』

　スピーカーからの声に、正宗は振ふり向いた。

　モニター室のマイクに向かって話しているのは、結ゆい上あげた髪かみに眼鏡の若い女性だった。

　白衣姿からして、教師ではなく校医のようだった。

　正宗は、ゆっくりとうなずいた。

『良かった。じゃあ、電流を発生させてみて。こっちでモニターしているから、いきなり高電圧にする必要はないからね』

　――いきなり、そんなことを言われても。

　正宗は目で訴うつたえかけるが、女性はにこにこしたまま、何も言わない。

　とりあえず試し行こう錯さく誤ごを繰り返してみた、ものの……。

　当然のように、正宗の身体はうんともすんとも言わなかった。感覚を呼び起こそうとしても、まったく思い出せない。

「やっぱりな。一回使えたきりで、何度試ためしてもダメだったんだって」

　声を張り上げてみるが、眼鏡の女性は聞いていたのか、いないのか。モニター室にいる他の男たちと、あれやこれや何か話している。

　ものすごく気まずかった。

　もう、能力はなくなったみたいだから、さっさと帰ってね――なんて言われるのではと、正宗は不安に思う。すると、ふいに。

　きゅいっ。

　ハッチのようなドアを開けて、鷺宮綾乃が現れた。

　ただ、その顔はとてつもなく暗かった。能力を使えずに落ち込んでいる正宗など目ではない。

「……ど、どうしたん、ですか？」

　尋ねた正宗を、綾乃はじっと見つめた。さらにモニター室にいる眼鏡の女性に、目を向ける。

「ねえ？　本当にやんなきゃいけないの？」

『当然。私もあんまり暇じゃないの。早くして』

　穏おだやかな顔つきと口調ではあったが、譲ゆずるつもりはさらさらないらしい。

　恨うらめしそうににらみつけていた綾乃だが、ふいにあきらめるように息をついた。

「ああ。わかったわよ、わかった。やればいいんでしょ――あのね！」

　いきなり綾乃は、こちらを振り向いた。

「先に断っておくけど、これはあんたの能力を解かい析せきするために仕方なくやるんであって、それ以上の意味はないんだから。そこは絶対に勘かん違ちがいしないでよ？　あと、結果がどうであれ、このことはここだけの秘密。他言したら承知しないから」

　その言葉よりも、据すわった目つきに正宗は圧あつ倒とうされる。そして心なしか赤い顔色に妙な艶つやっぽさを覚えて、どきりとした。

「お、おう。でも、何を」

　するつもりなんだと聞くよりも早く、綾乃は行動に出た。

　流れるように正宗の肩を掴むと、いきなり。




　ちゅっ。




　キスをした。

　まるで小鳥がついばむような一いつ瞬しゆんのキス。唇くちびるに唇が触ふれ合あった、その途と端たん。

　ばちっ。

「にぁっ!?」

　綾乃は唇を押おさえて、悲鳴をあげた。

『どうしたの？　綾乃』

「びりっというか、ばちっときた」

『……いくら男日照りで経験も少ないからって、生徒相手の軽いキスで能力を暴走させないでくれる？』

「ちっがう！　そんなんじゃないっ！」

　などと言い争っている綾乃の隣で、正宗は唇に手を当てる。

　――初めてのときと同じ。ばちっときて、そのあとに吸いつくような感かん触しよく。

　思い返して、正宗は思わずドキドキしてしまう。

　なにせ人生で二回目のキスだ。

　――いや、落ちつけ。俺の同意も、それらしい雰ふん囲い気きもなく、一方的にやられたキスなんて俺はキスと認めないぞ。これはなんて言うんだ？　事故？　というか災難？　ああ、災難って言っても、けっして不快なわけじゃなくて、むしろ気持ちいいぐらいだったんだけど。……って、俺は誰に何を言い訳してるんだ!?

　そこまで考えた、その瞬しゆん間かん。

　懐なつかしい感覚が、正宗の脳内で弾はじけた。

　モニター室も、にわかに騒さわがしくなりはじめた。さまざまな機器が警告音を鳴らして、異常を知らせる。

『……え？　右手に熱反応？』

　正宗は右手を見やる。見れば指に、星型のホクロを見つけた。ここ数日間、そんなものは、なかったはず。

　そして思えば、初めて力を使ったあのときも、この兆候があった。

「いまなら、できるかもしれない」

　期待と高こう揚よう感に胸を膨ふくらませながら正宗はつぶやく。

　開いた右手に意識を集中させた。すると。

　バチバチバチバチ。

　五指の間を、電撃が駆け抜ぬけた。青い閃せん光こうが、あたりをまばゆく照らす――が。

　それも一瞬だった。

　突然、スパークが消失した。

　さっきまで普通にこなせていた感覚が、正宗の中から消えてなくなった。あまりのあっけなさに、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「なんだ、こりゃあ？」

　正宗は両手をじろじろと見つめる。さっきまでたしかにあったはずの星型のホクロも、なくなっていた。

　目が合った綾乃は「徒労に終わらずにすんで良かった」と言わんばかりの、微び苦く笑しようを浮うかべていた。

「どうやら、いちおうの結論は出たみたいね」

　いまだ理解できない正宗は、何度も目を瞬まばたかせた。

「え？　なんだ。どういうことだ？」

「つまり、それはね」

　綾乃が教師然として口を開きかけたところで、スピーカーが割り込んだ。

『キスした相手の能力を借りられる――キミは、そんな能力を持ってるみたいね。相手が綾乃だから、キミも電流を操あやつれるようになったというわけよ』

　美味おいしいところを持っていかないでよ、とばかりに、綾乃はモニター室の校医を軽くにらむ。もっとも誰が説明しようが正宗にとって、その衝しよう撃げきは変わらなかった。

「キスで……能力を……？」

　愕がく然ぜんと正宗はつぶやく。

　なんで、よりによってキスなのかと思う。自分がキスしたい相手なんて、たった一人だけなのに……。

　もっとも。戸と惑まどうばかりで、まったく心が躍おどらなかったと言えば、それはそれで嘘うそになる。他人の能力を使えるってことは極きよく端たんな話、何だってできる。少なくとも、その可能性がある。

「……あ。いや、でも、すぐに使えなくなったぞ？」

『だから〝借りる〟って言ったじゃない。一時的にしか使えないんでしょうね、たぶん』

「たぶん？」

　――なんだ、そのふわふわした物言いは。

　そんな思いが、正宗の顔に出ていたらしい。校医は「ふふふっ」と小さく笑った。

『だからこれから調べるの。こんなことだろうと思ってね。用意しておいたわ』

　スピーカーから、彼女の得意気な声が流れるや否いなや。

　ハッチが開いた。

　そこから何人も、女の人が入ってきた。

　制服を着ていないので、教師なのだろうが、みな若い。ノリもどちらかといえば学生に近くて、きゃあきゃあ楽しそうに話していた。どの女性も好こう奇き心しんに満ちた目で、正宗を見つめている。

　ようやく正宗も、話が見えてきた。

「調べるって、もしかして……」

『これから、みんなとキスしてもらうわよ』

「マジで!?」

　つまりいまから実験によって、正宗の能力の特とく徴ちようをはっきりさせるつもりなのだ。

　正宗はあらためて彼かの女じよたちを見渡す。

　ちょっと年上ではあるが、それでも女性。いくら実験とはいえ、唇を重ねるのだ。

　意識しないわけにはいかない。

「――嬉うれしそうね」

　かたわらでつぶやいた綾乃を、正宗はすごい勢いで振り返かえった。

「ま、まさか、そんなはずは……」

　言葉を途と中ちゆうで飲み込んだ。

　さらに、ハッチを潜くぐってやってくる新たな人ひと影かげに、気がついたからだ。

　それは白髪しらがの交じり始めた、おばあさんだった。正宗と目が合うと微苦笑してみせる。

「これは……？」

　それだけではない。

　頭のはげ上がった中年の教師に、タンクトップの体育教師。まだ年若いスーツの男など、それはもう老ろう若にやく男なん女によさまざまな教師たちが、ぞくぞくとやってきたのだ。

「え？　え？　え？」

　戸惑う正宗を前にして、綾乃は忍しのび笑わらいをもらす。

「なんで相手が、女ばかりだと思ったの？」

「お、おい……。まさか、ウソだろ」

　だが嘘ではなかった。

『ありとあらゆるタイプの能力者に協力してもらう手はずだから、安心してね』

　ということは、つまり。

　ここにいる教師全員。

「お、男ともキスしなきゃならないのか!?」

　正宗の声が裏返った。本能的にマズいと思って一歩あとずさったそこに、誰かが待ち構えていた。

「キミが噂うわさの志筑クンね。よろしく」

　髭ひげの剃そりあとが青い男性教師だった。

　彼かれは、さりげなく正宗の肩かたに手をポンっと置いて、さらにぱちんとウインクをした。

　背筋が、ぞくっとした。

『じゃあ、はじめましょうか。誰だれでもいいけど』

「それでは、さっそく、ボクから」

　男性教師の目が、きらりと光った気がした。

「ちょ、ちょっと。待って。待て。頼む！　お願いだから、俺の話を聞いてくれ。わ、わ、わ、待て、いや。いやああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　正宗の絶ぜつ叫きようが検査室にこだました。




　　　※　※




　能力検査後の休み時間。

　生徒たちはみな、解放感と達成感によって、いつもより高い声で談だん笑しようしていた。

　そんな興奮覚めやらぬ教室で、正宗の声がひときわ大きく響ひびいた。

「頼む、キスさせてくれ」

　言われたクラスの女子は、目をまんまるくしていた。

　彼女は、精密能力検査室から教室に戻る途中で、声をかけた同じクラスの女子だった。

　ちょっとタレた目もとが可愛かわいらしい。

　彼女は今朝の昇しよう降こう口ぐちでの騒ぎも知っていたが、正宗の必死の説明もあって誤解は解かれていた。

　さらに正宗は彼女から、まるでテストの結果を見せあうようなノリで能力について聞かされた。あまり真剣にランクアップを目指していない生徒は、能力について隠かくそうという意識が働かないらしいが、ともかくそのとき。

　正宗は、いきなり「キスさせてくれ」と口走ったのだ。

　ざわざわっ。

　あっと言う間に、クラスメイトの注目の的となる。

　かたわらで唖あ然ぜんとする寧々や優の顔色を目にして、正宗はようやく失言に気がついた。

「あっ、ちょ、正確にはキスじゃない。あ、えっと、これにはわけがあって！　俺の能力と関係があるんだ」

　正宗は必死に言いい繕つくろう。

　正宗の能力は『人の能力をキスによって借りる力』だった。

　もっと厳密に言えば〝粘ねん膜まく接せつ触しよく〟による能力複製だろうと推測された。キスによって一度に借りられる能力の最大数は五つ。借りている能力の数に応じて、右手の五指に一つずつホクロが増えていく。

　さらにキスの接せつ触しよく時間や深度によって、どれほど力を借りていられるかが決まるらしい。

　はじめて綾乃と接触したときは、それは衝しよう突とつといっていいほどの激しさゆえに、彼女を撃げき退たいするほどの力を得た。しかしさっきは軽い接触だったので、たいした力を使えなかった。

　また、大きな力を借りられた場合、一度でまとめて使って高こう威い力りよくにすることもできれば、複数回に小出しにして使う、といったことも選ぶことができる。

　そこまで、わかってきた。

「そんなやましい気持ちとか、いやらしいつもりで言ったわけじゃない。――だから頼たのむ」

　正宗は真顔で繰くり返す。

　少女の目が、すーっと冷めていった。その顔に書いてある。「セクハラは誤解かと思っていたけど、違ちがったわ」と。

「絶対にイヤ」

「ぐ、ぐぅ……わかった！　じゃあ、せめて俺と一いつ緒しよにキング・スティングに――」

「しつこい！」

　まだ誘さそっている途中なのに、正宗は派手にビンタをもらった。

　しばし硬こう直ちよくしたあと、自分の席に戻って机に突っ伏ぷした。もちろん頬ほほは痛いが、それよりも胸が痛い。心も折れそうだった。

「だ、大丈夫ですか？　志筑さん」

　駆け寄よってきた寧々が、正宗の頭を撫なでるように手をかざす。

　その能力〝聖女の加護アヴエ・マリア〟によって、正宗の治ち癒ゆ力りよくが向上。痛みが引いていく。

「いきなり何を言うのかと思って、びっくりしましたけど、そんな事情だったのですね」

　寧々の優やさしさに心癒いやされた。

　そんな二人を苦笑まじりに見つめながら、優が難しい顔で口を開く。

「ねえ、正宗。ひとつ聞いてもいい？」

　正宗が顔をあげるのを待って、優は尋たずねた。

「やっぱり、その能力を調べるために、いろんな人とキスしたの？」

　寧々がハッと息を呑のんだ。

　正宗は自分を見つめる寧々の視線に、これ以上ないほどの居心地の悪さを感じた。しどろもどろになりながらも、それでもなんとか言葉を紡つむぐ。

「あれは、なんて言うんだ？　人類の発展と公共の福ふく祉しのための崇すう高こうな試みであってだな、その過程での行いも、実験というか試行錯誤でしかなくて、」

「したんですか？　してないんですか？」

「あー、いや。ほら、相手は先生だし、恋こい人びとでもない相手と能力のために唇を重ねるのは、もうキスじゃないだろ。能力受うけ渡しの儀ぎ式しきみたいなもんだよ、儀式」

　理屈をこねる正宗に、絶ぜつ妙みようなタイミングで優が口を挟んだ。

「男の教師ともキスしたの？」

「するわけないだろ！」

　じつに危あやういところではあった。

　しかし正宗は訴えた。せめて自分にも相手を選ぶ権利をくれ、でないとここを飛び出して、世を儚はかなんで屋上から紐ひもなしバンジーを敢かん行こうする。脅おどしじゃない、本気だからな。

　最後は泣いて土下座した。

　その甲か斐いあってか、正宗の実験協力者は、まだ若くて綺き麗れいな二十代女性のみとなった。

　そんな経けい緯いが、すべてわかったのだろう。優は、くすりと笑った。

　そして寧々は。

「……そうですか。女性の、先生と、何人もキスを……」

　驚くほどに低い声でつぶやいた。伏せられた顔は、緞どん帳ちようのように垂れた髪のせいで、いまひとつはっきりと見えない。普ふ段だんは菩ぼ薩さつのように穏やかなだけに、立ち上る不ふ穏おんな気配は、とてもおそろしい。

「別にしたくて、したわけじゃないから」

「本当ですか？　まったくですか？　嬉しくありませんでしたか？」

「……。おうよ。と、当然だろ」

　そんなわけはない。

　普通の男子高校生でも、二十代の女性、しかも綺麗どころの先生と唇を交かわして、ちっとも嬉しくなかったら、そちらの方が異常だ。自分は悪くないと正宗は思う。

　もっとも、そんな男心を寧々にわかってもらえるかは、また別の話だ。

「志筑さん。いま、答えるまでに、おかしな間がありませんでしたか？」

「気のせいだろ？」

　正宗の目は泳いでいた。少し鈍にぶいところのある寧々でも、さすがにごまかせなかったようだ。

「志筑さんの、ばかぁっ」

　寧々は正宗の耳を掴つかむと、思いっきり引っ張った。

「いだだだだだだだだ。取れる、取れる！」

「これは矯きよう正せいです。耳が小さい人相は、お金に困るし、浮うわ気きするって聞いたことあります。だから大きくしてあげるんです」

「その話、本当かよ!?　いだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ」

　などと揉もみ合うこと数分。

　やっと寧々はむくれつつも、正宗を解放してくれた。

　涙なみだ目めで耳を押さえる正宗に、優も涙を拭ぬぐいながら話しかけた。もっともこちらは笑いすぎて泣いていたのだが。

「あー。面おも白しろい。……あ、また気になったから聞いてもいい？」

「うるさい。聞くな。誰のおかげで、耳が千切れかけたと思っているんだ」

「そもそも正宗は――」

「聞くのかよ！」

「そんなに一いつ生しよう懸けん命めいなのは、寧々ちゃんのため？」

「うっ……」

　正宗は押し黙だまる。

　寧々と目が合った瞬間、お互たがい、同時に顔を背そむけてしまった。

　たしかに優の言うとおりなのだが、気き恥はずかしくて、すぐに返す言葉が見つからない。

　優は、正宗の顔色を見ただけで満足したらしい。

「もうひとつ聞くけどさ。どうして、能力のことを話したの？」

「どうしてって……。キング・スティングで勝つためには、俺が力を借りるなり、チームに入ってもらうなりしなきゃいけない。だったら話すのは、当然だろ？」

「そうじゃなくて。能力を借りるためにキスしたいって、正直に言わなくても良かったんじゃないかってこと」

「わかんないな。だってそうでも言わなきゃ、女の子が許してくれるはずないだろ？」

　優は信じられないものを見た、という顔をした。

　しかし正宗は冗じよう談だんを言っているわけではない。

　いままであまりにモテない日々を送って来たのだ。普通の人が、恋人相手にキスをするなんて、頭では理解できても正宗にとってはどこか遠い世界のこと。自分が恋人を作ればいいなんて、考えもしなかった。

　そこで優は何かを思いついたように、人の悪そうな笑えみを浮かべた。

「ふーん。だったらさ。真っ先に寧々ちゃんに、キスさせてくれって頼むのが筋なんじゃないの？」

「ばっ！　ばかじゃないのか、おまえ！」

　またも寧々と目があった正宗は、あわてて顔を背けた。

　お互い、その顔は真っ赤になっている。

　優は面白くてしょうがないという表情をしていた。

「えー。バカなことは言ってないと思うけどなぁ。何、キスしたくないの？」

「な、そんなわけあるか！　むしろ――」

　したいに決まっていた。

　けれど、それはあくまで心を通わせた上でのキスであって、能力の受け渡しを目的とした儀式では、けっしてない。

「そ、そんな問題じゃないんだよ。いいか、優。よく考えてみろよ。御み厨くりやさんの能力は、持っている力を増ぞう幅ふくさせるサポート系なんだぞ。チームメイト同士でかぶって持っていても、意味ないだろ」

「んー。そうかなぁ」

「そうなんだよ！」

「しょうがないなぁ。まあ、そういうことにしておこうか。――うーん。それにしてもさ、やっぱり正宗はミスったよね。真剣にランクアップを目指す人ほど能力を隠すものなのに、自分から明かしちゃって、しかも能力を借りられなきゃ俺は無能ですって、言ったようなものだもんね」

「……あ」

　正宗はあたりを見渡してみた。女子からの視線が冷たいのはセクハラ発言のせいで、しかたないとしても、同性からも蔑さげすまれた目を向けられている。

　自分が〝役立たず〟の烙らく印いんを押されたことに、正宗はやっと気がついた。

「これは出場断念かな。もう僕らのもとにはメンバーが集まらないでしょ」

「そ、そんなことは……」

　否定しようとして正宗はあきらめた。どう取とり繕おうと、誰かの力を借りないと何もできない〝能無し〟である〝事実〟は、変えようがなかった。

　正宗は寧々に目を向けた。

　さっきまでのむくれた寧々は、もういない。いまは正宗を心配するように見つめている。

「御厨さん、ごめん。そういうことだから……いまなら、チームを解消できるだろ？」

　寧々はすぐさま、ふるふると首を横に振った。

「わたし一人で、どうやってチームメイトを集めろって言うんですか。手助けしたいって言ってくれたじゃないですか。……わ、わたしは志筑さんと、一緒に頑がん張ばりたいです！」

　寧々にしては、珍めずらしく大きな声を上げた。

　優は「寧々ちゃん一人じゃなくて、僕もいるんだけどなぁ」なんて顔をしながらも、面白そうに正宗たちを見つめていた。

「いや、だからさ。その俺が、メンバー集めの邪じや魔まになりそうだって話なんだけど」

「わかってます。けど……」

　寧々は顔をうつむかせ、膝ひざの上の拳こぶしをぎゅっと握にぎり込んだ。

　いまにも泣き出しそうな気配。

　もはや正宗は腹を決めるしかなかった。

　そもそも彼女の力になりたいと思って来たのに、泣かせてどうする。

「ああ、わかったよ。一緒に頑張ろう」

「はい！　よろしくお願いします！」

　寧々の満面の笑みに、正宗はつられるように笑った。

　そんな決着にクラスメイトの誰かが、無責任にも「なんだ。修しゆ羅ら場ばになるかと思ってたのに、つまらなかったな」なんてつぶやいた。

　そのときだった。

「だから謝あやまったじゃない。それともまだ足りないって言うの？」

　剣けん呑のんな声に、正宗は振り返った。

　見れば教室の後ろ、出入り口付近で陽菜が誰かと揉めていた。

　相手は長い髪を編み込みにした美少女だった。

　すらりとして線が細い。切れ長の目に、はっきりとした顔だちは美しい。

　が、それと同時に冷たく感じられた。

　同じ美人にしても、聖母のような温かさを感じさせる寧々とは、まるで種類が違う。

「また美み也や子こさまが、荒あれているのか」

「美也子、さま？」

　優のつぶやきを、正宗は思わず復唱した。

　名前ではなく、その尊そん称しように驚く。しかもその響きには、純じゆん粋すいな敬意とは異なるイヤミが十二分に含ふくまれていた。

「僕たちの学年の数少ないＡランク。〝光速の神槍グングニル〟の宝ほう蔵ぞう院いん美也子」

　――ん？　それ、どこかで聞いたことあるような……？

　正宗の思考は、そこで途と切ぎれた。

「謝ってほしいて、誰が言うたん？」

　美也子のひと言に気け押おされたのか、陽菜は後ろ向きにあとずさった。

　その拍ひよう子しに、たまたますぐ後ろにいた小さな少女――七海にぶつかり、一緒になって転んでしまった。

「いたたたたたたたたたたたたた。ごめん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　陽菜の謝罪に、七海はただ、こくりとうなずいた。胸に抱だいていたテディベアが、てくてくと歩きだして、倒たおれた陽菜の手を取ろうとする。ぬいぐるみなので差さし伸のべた手が低すぎて、さして意味があるとは思えないが、それはさておき。

　二人のもとに近寄る者は、テディベア以外、誰もいなかった。

　みんな遠巻きにして、まるで「触さわらぬ神に祟たたりなし」とでも言わんばかりに、見て見ぬフリをしている。

　陽菜と七海、そしてテディベアを見下ろして、美也子は言う。

「……堪かん忍にん。まさか転ぶとは思うとらんかったでなぁ。さすがお二人のような低能力者は身体の造りも、ヤワなんやねぇ。これからはウチも気をつけるで、許してなぁ」

　イヤミな物言いに、陽菜と七海は口答えしなかった。

　何か言い返せば、火に油を注ぐ結果になりかねない。もはや嵐あらしが通りすぎるのを待つしかない。絡からまれている二人だけではなく、教室のほぼ全員が、そう思っていたのだろう。

　ただし。

「おい。いい加減にしろよ！」

　正宗は、黙っていられなかった。

　人ひと垣がきをかき分けるようにして、正宗は進む。転んだ二人と美也子の間に、割って入ろうとした、そのとき。

　正宗は足下のテディベアを蹴けってしまった。

　七海の能力のせいなのか、テディベアには常識を超こえた慣性が働いていた。

　平たくいえば、ものすごく重かった。

　結果として正宗は、蹴つまずいた。

　正宗はじつにカッコ悪く、前のめりに転んだ。

　前方に投げ出した両手が、結果的に美也子を突つき飛とばす格好になってしまう。が、それでも正宗は体勢を持ち直せず、したたかに鼻先を床に打ちつけた。

「ぐおおっ！」

　正宗のくぐもった声と、

「きゃあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」

　という女の子たちの黄色い絶叫、さらには、

「ひいいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」
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　という男たちの悲鳴が、同時に巻き起こった。

　うつ伏ぶせに倒れていた正宗は、何事かと顔をあげ、それを見た。




　目にも鮮あざやかなストライプの下着だった。




　事態をようやく理解した。

　正宗は、尻しり餅もちをついた美也子のスカートの中に、頭を突っ込んでいた。

「うおっ。こ、これは、違うんだ」

「いいから、早う、出え！」

　スカート越ごしの美也子の拳を額に受けながら、正宗はスカートから這はい出でた。

　美也子は電光石火の素す早ばやさでスカートを直して、立ち上がる。その顔から血の気が失うせていた。ただでさえ白い素す肌はだが、いっそう白くなる。

「お、おお、いまのは、不幸な事故っていうか、偶ぐう然ぜんのイタズラというか……、あー、なんかこんなことばっかり言っているように思われるかもしれないけど。俺に悪気はなかったわけで――あ、いや。ごめん。すまん。申し訳ありません」

　美也子は、何も言わなかった。

　ただ、そっと両目を閉じた。

　――なんでこんなときに目を閉じる？　キスを待っている……わけないよな。怒おこらせたばっかりだし、眉み間けんにも皺しわ寄よせてるし。なんなんだ、いったい？

　正宗が疑問に思った、次の瞬間。

　正宗の本能が危険を察知した。

　反射的にあとずさると、足をもつれさせて尻餅をついた。

　ほぼ同時。

　美也子はさっきまで正宗の顔があった位置を指さし、その直後、開眼。




　美也子の指先から、直径三十センチくらいのレーザービームが発射された。




　正宗の背後の校舎の壁かべに、大きな穴があいた。

　――ああっ！　あのときの！

　ようやく正宗は思い出した。

　中庭でさっき、壁を貫つらぬいて正宗の前まえ髪がみを焼いた〝光速の神槍グングニル〟だった。

　もしも尻餅をついていなかったら、いまごろ正宗は死んでいたに違いない。

　美也子は小さくため息をついて、自じ嘲ちようする。

「〝光速の神槍グングニル〟の名が泣くわ。ウチとしたことが、落ち着きを欠いてしもうた」

「れ、冷静になってくれたか」

「次は、もう外さへん」

　怒いかりは、まったく冷めていなかった。

「バカ、やめろー」

　正宗はなかば腰こしを抜かしていた。絶叫しながら、床ゆかを這うように逃にげる。そのそばにいた生徒たちが、巻まき添ぞえになる恐きよう怖ふに、声にならない悲鳴をあげて逃げまどう。

　この騒ぎに、ようやく男性教師が駆かけつけてきた。

「なんの騒ぎ、うおっ!?　待て、落ち着け、宝蔵院」

　教師はスキをついて美也子を羽は交がい締じめにする。美也子はそれすら気がついていない様子で、正宗を見つめたまま、にたりと笑う。

　ものすごく、怖こわかった。

「みんな、退たい避ひ！　退避だ！　いますぐ教室から出ろーっ！」

　教師の呼び声が、パニックの引き金を引いた。蜘く蛛もの子を散らすように生徒たちは教室から逃げていく。

　さらに駆けつけた数人の教師に押さえ込まれて、美也子はようやく我に返った。

　教師が腕うでを取って指先を逸そらし続けていなければ、おそらく正宗は三度くらい死んでいたに違いない。




　　　※　※




　正宗たち十五組の生徒は、胸むな元もとにカプセルの付いたジャケットを身につけ、グラウンドに集まっていた。

　かつて寧々を追っていたＳＰのような男性教師が、一同を見み渡わたした。

「転校生もいることだ。今日、練習試合を行うキング・スティングについて、ルールを確かく認にんしておくぞ」

　二時間目、三時間目は数学に現国と、かつて通っていた高校とさして変わらない普ふ通つうの科目だったが、今度はちょっと違うらしい。

『能力開発』と呼ばれる授業だ。

　その名のとおり異能力の開発を目的としているが、やることは能力の実じつ践せんに他ほかならない。

　効果的に能力を高める方法については、まだ研究段階らしい。しかも、能力のタイプによって研究の進行度合いに差がある。特に正宗のような能力はレアなため、未知数なところが多い。

「だから『習うより慣れろ』。実践が大事ってことか」

　正宗のつぶやきに、隣となりの寧々が、こくりとうなずいた。

「はい。キング・スティングは、いろんな人がその力を応用しやすいので、こうして能力開発の授業でも、時折行うんです」

「なるほどな」と、正宗がうなずいたとき。

「こらっ。そこ！　おまえのために説明しているようなもんなんだぞ。しっかり聞け！」

　怒ど声せいが飛んできた。正宗も寧々も、揃そろって首を引っ込める。

「はーい。わかりました、ＳＰ……じゃない。あーっと。えーっと」

「俺おれの名前は須す郷ごう大たい樹きだ。覚えとけ、転校生」

「え？　すごい短気？」

「須郷大樹だ！」

　正宗の空耳どおりに、須郷はあっという間に怒りだした。ツボに入ったらしい生徒たちが、何人かクスクスと笑い声をあげる。

　そんな連中を須郷はギロッとにらみつけると。

　ごおっ。

　その身体から炎ほのおを吹ふきだした。火柱の高さは身長の三倍の高さにまでおよび、熱気は一番前にいた生徒の頬を撫でた。

「熱っ、熱っ、熱っ！」

　悲鳴をあげて生徒が飛びのくと、ほどなく炎はかき消えた。

　さっきまでの失しつ笑しようとざわつきが嘘のように、あたりはしんと静まり返った。

　須郷は咳せき払ばらいをすると、何事もなかったかのように話を元に戻もどした。

「いいか？　いま、おまえらが着ているジャケットの胸についているカプセル。この中には信号を出す機械が入っていて、破は壊かいされるとすぐ管理室にわかるようになっている。壊こわされたら失格なので、すぐにフィールドから退去すること。破壊されたにもかかわらず、能力を使ったとなれば反則となるからな。あと、指定されたフィールドからの離り脱だつや、カプセル以外の部位への故意の攻こう撃げきも反則だぞ。ジャケットは頑がん丈じようにできているから、少し攻撃が逸れたところで、たやすくケガはしないはずだが、それでも過信はできないからな。特に……」

　そこで須郷はちらりと、宝蔵院美也子に目をやった。

「わかってます。さっきは、ついカッとなってしもうただけです」

　美也子は悪びれた様子もなく、むしろ微び笑しようさえ浮かべて返した。

　――その〝つい〟で、俺は殺されかけたんだけどな。

「それに今回は、きちんと安全装置セイフテイも付けてますやろ？」

　美也子は、白い手て袋ぶくろをつけた右手をひらひらと振ふってみせた。

　隣の寧々いわく、あれは美也子のレーザーの出力を抑えるリミッターの役割を果たしているらしい。たしかによく見れば人指し指の先せん端たんに、レンズのようなものがあった。あれで威力を分散させているのだろう。

　須郷はわかっていればそれでいいと大きくうなずいて、説明を続けた。

「五人一組によるチーム戦で、先に相手チーム内のキングを倒した方が勝ち。一対五の優勢に持ち込めたとしても、最後の最後でキングが失格となったら終わりということだ。わかったな？」

　はーい、と十五組一同は、弛し緩かんしきった返事をする。キング・スティングなど、すでに何回もやっているのだろう。勝手もわかっていて、須郷に言われる前から、みんな動き始めていた。

　そんな中、正宗は念のため須郷に尋ねる。

「場所は、ここ？」

　グラウンドでやるとなれば、障害物は何もない。単純なぶつかり合いとなれば、いまの正宗は手の打ちようがない。まだ誰の能力も借りられていない以上、正宗は文字通りの能無しなのだから。

「いいや。移動する。正式な試合では、フィールド内にいる索さく敵てきも駆け引ひきのうちに入るからな。もっとも今回は練習試合で、フィールドも狭せまいから、すぐ見つかるだろう。――ほらほら、うだうだ言ってないで、早く適当にチームを組め。ぼやぼやしてると、組む相手がいなくなるぞ？」

　うながされて正宗も気がついた。ざわついていると思ったら、みんな気の合う者に声をかけてチームを組んでいるのだ。

「え。でも、俺、今日来たんだぜ？　こんな組み方したら、普通取り残されるだろ」

「まあ、そのときは、そのときだ。正式な試合は五人チームが必ひつ須す条件だが、今回は練習だからな。特別にメンバーが足りなくても許してやる」

　そこで須郷はニタリと笑った。

　――さては初対面の駅で一ひと泡あわふかせてやったことを、いまだに根に持っているな。

　鼻息も荒あらく一いち瞥べつすると正宗はクラスメイトたちに向き直った。まだ人数が足りてなさそうな相手を探す……までもなかった。

　寧々が主人の帰りを待つ小犬のような目をして、正宗を見つめていた。

　正宗にしても、練習試合とはいえスティングをせっかく経験できるんだから、寧々と組まない手はないと思っていた。だから、そこまではいい。

　ひとつ、問題がくっついてきた。

　その問題が口を開く。

「私も一緒だからね！」

　問題の名は、城田陽菜と言う。

「また、おまえか」

　嘆たん息そくする正宗に、陽菜は寧々の肩を抱きながら、いーっと歯を剥むいた。

「だって、ねねりんが正宗と組むって言うから。親友の私としては、そんなの心配だもん」

　正面切って〝親友〟なんて言える陽菜の素す直なおさを、ちょっと羨うらやましいと思う。

　さらに自分以外にも、寧々を心配してくれる友人がいる事実が単純に嬉しくもあり、少し寂さびしくもあった。

　なんのことはない。自分の中に独どく占せん欲よくが芽生えていたのだ。

　それに気付いて、思わず正宗は苦く笑しようする。

「何よ。バカにしてるの？」

「違うよ。――まあ城田の気持ちも、わかるけどな。俺はスティングやるのは初めてだし、しかもいまは本当に能無しだからな」

「ゲームの心配なんてしてない！」

「ああ？　だったら、なんだよ」

「ねねりんの貞てい操そうの心配しているの！　もし手を出したら、私が容よう赦しやしないからね」

「こんなところで出すか、バカ！」

　頭が痛くなってきた。

　しかし陽菜の目は真しん剣けんそのもの。こいつなら本当に味方だろうが、関係なく襲おそいかかってくるかもしれないと思うと、味方にしていいものか本気で悩なやましかった。

　そんな正宗の肩を、優が叩たたいた。

「まあまあ。とりあえずは仲良くやろうよ。大丈夫。まさか陽菜ちゃんもオウンゴールは避さけたいだろうから、みぞおちのカプセルは狙ねらってこないよ」

「ちょっと待て。それはなんだ。そこ以外なら狙ってくるってことか!?」

「そんなことより。あと一人、メンバー入れなきゃだけど、どうする？」

　いまだ釈しやく然ぜんとしない思いを抱きながらも、うながされた正宗は、あたりを見渡した。チームを組めずに残っている人は、もうほとんど見当たらないが、ただ一人。

　きょろきょろしている小さな女の子――仁科七海を見つけた。

「もしかして、あいつ……」

　正宗のつぶやきに、陽菜が反応した。

「七海、友だちいないもんね」

「お、おまえ、普通ズバッと言うか？　せっかく俺が言葉を濁にごしたのに」

　しかし陽菜は「なんか悪いことした？」という顔。単に事実を述べただけで、悪口だという自覚はないらしい。

　竹を割ったようなその性格は、いっそ清すが々すがしいとさえ思う。

「あの……えっと、どうしましょう？」

　寧々の声に、正宗は我に返った。考えるまでもない。正宗たちはメンバー選びに贅ぜい沢たくを言えるような立場ではない。

「仁科さんにも入ってもらおうぜ」

「はい。そうですよね。――七海ちゃーん。わたしたちと組みましょう！」

　満面の笑みを浮うかべて、寧々は七海のもとへ駆け寄っていく。

「友だちいないって言うけど、ちゃんと御厨さんは気にかけているみたいじゃないか」

「そりゃそうよ。ねねりんは優しいもん」

「……なんで、おまえが得意気なんだ」

　ツッコミを入れるも陽菜は見事にスルーして、寧々と七海の姿に目を向ける。声をかけられた七海は、こんなときも持っているテディベアの陰かげに隠れている。やっぱり無言の七海に代わって、テディベアが『しょうがねえな。七海、オレたちも入ってやるか』とかなんとか言っていた。

「友だちいないって言ったけど。正確には、七海が友だちなんかいらないって、拒きよ絶ぜつしているだけなの。同じ部屋の私にすら、心を開いてくれないしさ」

「ほお。そうなのか」

　寧々に手を引かれるようにしてやってきた七海は、正宗と目が合うなり、びくっとして目をそらした。

　――そんなに俺、怖いかなぁ。

　人知れずヘコんでいるところに、さらに傷をえぐるような相手が現れた。

「類は友を呼ぶ言うんは、本当なんやなぁ。低能力者ばかりや」

　言わずと知れた宝蔵院美也子だった。さして気が長くもない正宗だが、このときもついカチンときてしまった。

「何ぃ？」

「正宗、やめとけって」

　優が止めるが、もう遅おそい。美也子はさらに絡む。

「だって、そうやないの。柊さんはよう知らへんから別にしても、気絶した人と人形しか操あやつれない〝中の人なんていないパペツトマスター〟に、自分だけで応用も利きかん〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟。さらには自分一人やったら、なんにもできひん〝聖女の加護アヴエ・マリア〟――そしてキスせえへんかぎり、まったくの能無しのあなた。これで勝とうやなんて、冗談のつもりなん？」

「んだと？　勝てないかどうか、やってみないとわからないだろ。――っていうか、そういうおまえは、どんなメンツなんだよ」

「ウチ一人だけや。練習試合やし、Ａランクやから仕方ないな」

　補足するように須郷が口を挟はさんだ。

「〝光速の神槍グングニル〟が、まともにキング・スティングに参加したら勝負にならないからな。授業では、ハンデを付けているんだ。大会ともなれば宝蔵院であっても、五人で参加させねばならないから、どうしたもんかとは思うが……」

「安心してください。ウチは大会に出るつもり、ありませんから」

　どうやってハンデを付けるか教師たちに悩ませる――学年に数人しかいないＡランクは、伊達だてじゃないということらしい。

　正宗は唖あ然ぜんとした。

　その表情に、美也子は多少なりとも溜りゆう飲いんが下がったようだ。

「ウチ一人で十分。さっきは先生方に腕を掴まれたせいで、うまくいかへんかったけど、まともに狙えば、ウチが外すなんてことはありえへん」

　そう言って美也子は高らかに笑うが、正宗はちっとも笑えなかった。

　そこで正宗は陽菜に脇わき腹ばらを突つつかれた。さらに耳もとでささやかれる。

「ねえ。いまが、チャンスよ」

「チャンスって、何が？」

「だから。どうせセクハラするんなら、いまだって話。スキをついて美也子の唇くちびるを奪うばえば、怖い者なしじゃない」

　陽菜本人は正宗しか聞こえていないつもりだったらしいが、そんなことはない。

　美也子が切れ長の目を見開いた。

「なっ。なんてことを言うんや、あんたは」

「そ、そうだぞ。さすがにそんな、本人の承しよう諾だくもなしにキスするなんてこと、できるわけないだろ。犯罪だぞ、犯罪」

「……私は今朝、承諾もなしに胸を触さわられたんだけど。痴ち漢かんは犯罪じゃないとでも？」

「あれは事故だろ、事故」

「まあ。痴漢なんて、最低やな」

　今朝の騒そう動どうを、美也子は知らなかったらしい。頬をわずかに朱しゆに染めて、自身の身体を抱いてみせる。

　しかし正宗とて、痴漢呼ばわりされて黙ってはいられなかった。「くしゅん」と寧々がした大きなくしゃみをかき消すほどの大だい音おん声じようで、正宗は美也子に怒ど鳴なる。

「誰だれが痴漢だ!?　事故だって言ってんだろ。だいたいな。必死に隠かくしているけど、宝蔵院のあるかないかわからないような胸を、俺が触るわけないだろ」

　言い放った瞬しゆん間かん、グラウンドが静まり返った。

　どこか遠くで鳴いているカラスの鳴き声までが、やけにはっきりと聞こえる。

　美也子は横よこっ面つらを叩かれたような顔で正宗を見つめたまま、凍こおりついていた。

　さすがに正宗も、しまったと思った。

　いまの発言こそが、セクハラ以外の何ものでもなかった。

　引っぱたかれるぐらいならいい。だが、またもやレーザービームを撃うってきたら、かわせるのだろうか。逃げるのは自殺行こう為いだろう。おそらく射程は、百メートルを超える。ならば、むしろ踏ふみ込んで押さえつけるしかない。

　――俺にできるか？

　などと考えていた、そのとき。

　美也子はくるりと振り返かえった。視線の先には、須郷がいる。

「先生。ぜひウチとこの子らのチーム、対戦させてください」

　美也子の表情を目にした須郷が、戦せん慄りつした。

「ま、待て、落ち着け？　わかっているとは思うが、おまえが本気を出したら、」

「先生？　ただ、対戦相手について提案しただけやのに、見学していろとでも言わはるおつもりですか？　ただの授業でしょう、これは？」

　その声は思いのほか穏おだやかだった。しかし。

　須郷の顔色は、みるみる青ざめていった。

「お、おう。そうだな。ただの授業だからな。まあ、いいだろ」

　――待て。そこは止めるとこだろ！

　声なき声を発するも、須郷は見ないフリを決め込んだ。いつもうるさい陽菜も、このときばかりは何も言えない。優はこめかみを押さえてため息をつき、当然のように七海は無言のままで、テディベアにいたっては死んだように床にうつ伏せになっていた。

　ただ一人。

「それでは、よろしくお願いしますね。美也子さん」

　クラス全員、寧々を振り返った。

　寧々は微ほほ笑えみを残したまま、みんなの視線を受けてきょとんとする。

　一同の思いを代表するように、陽菜が正宗を指さしながら尋たずねる。

「いまのこいつのセリフ、ねねりんは、ちゃんと聞いてた？　ほら、痴漢だって呼ばれて怒ったあげくにさぁ」

「はい。志筑さんは、女性の胸を触らないって、あたりまえのことをおっしゃっただけですよね？」

　どうやら。

　くしゃみに襲われた寧々は、肝かん心じんなところを聞きき漏もらしていたらしい。




　　　※　※




　鉄筋鉄骨コンクリート製の三階建ての建物は、なるほどたしかに学校っぽい。

　ただし、増築を繰くり返したせいで構造は複雑になっており、かなり古い時期から開いていない扉とびらや、不思議に行き止まりになった廊ろう下かなどが散見された。

　別区画にある才花学園高等部の旧校舎。

　ここがキング・スティングの練習試合の舞ぶ台たいだった。

　その教室の壁が、えぐれるように消えてなくなった。

　教室内に残されていた机の木製部分が、煽あおりを受けて炎えん上じようする。天てん井じように下がっていた蛍けい光こう灯とうがつぎつぎに割れて、破は片へんが降り注いできた。

「うおおおおおおっ」

「きゃああああああああああああ」

　思わず悲鳴をあげながら、正宗は陽菜と一いつ緒しよに教室から飛び出した。

　築五十年近い年代物とはいえ、つい五年前まで現げん役えきだった校舎だ。耐たい震しん補強のための鉄骨も取り付けられているのだが、美也子のレーザービームには何の役にも立たない。鋼鉄すら、飴あめのように溶かして、レーザーは直進する。

「ケガさせたら失格なんだろ！　なんで、あんな力を使ってるんだよ！　リミッターは、どこいった？」

「直接、当ててケガさせなきゃいいと思って外しているのよ。実際、スティングでかすり傷は、よくあることで、いちいち失格とられないの！」

「かすり傷じゃすまねえだろ、これ！」

「私に怒鳴らないでよ、バカッ！」

　キング・スティングはチーム戦だ。

　力をあわせて味方のキングを守り、敵のキングを倒すべく連れん携けいする。

　ちなみに今回のキングは陽菜だ。

　敵は一人なので当然、美也子がキングである。

　ゲームが開始し、さて連携を取るべく話し合おうとしたその矢先に、美也子に発見され、襲しゆう撃げきを受けてしまった。寧々や七海、優たちと分断された正宗は、陽菜とともに逃げ回まわることになった。

「主に正宗が狙われているんだから、キングの私のそばから離はなれてよ」

「うわっ。よくそんなひどいことが言えるな」

「聞いたわよ。ねねりんのときはアヤ先生の前に、ナイトよろしく立ちはだかったらしいじゃない。何？　やっぱり、ねねりんじゃなきゃ守る気がしないってこと？」

「そ、そんなんじゃねえよ！　相手を考えろ、相手を！」

　電でん撃げきを放つ綾乃を前にしたときも命の危機を感じたが、いま思えばぬるかったと正宗は痛感する。

　あんな大出力のビーム、かするだけで命にかかわる。

　うっかりまともに食くらったら、存在そのものが消えてなくなりかねない。

　背後からレーザーが襲いかかり、正宗たちの頭上をなぎ払はらった。

　瓦が礫れきと化した拳こぶし大だいのコンクリートが、いくつも正宗たちの元に落ちてくる。

「うおおっ!?」

　正宗は悲鳴をあげて、とっさに両手で頭をかばう。それが精いっぱいだった。

　ごつごつと手の甲こうなり肩かたなりに瓦礫が直ちよく撃げきする。

　そんなコンクリート片へんの雨の中。

　陽菜はすべての破片を、ひらひらと避けながらその場を駆け抜ぬけた。神懸かった速さを持っているわけではない。それは、落ちる瓦礫の軌き道どうをとっさにすべて読んで、安全な位置を選びながら動いている――そんな身のこなしだった。

　正宗は、すでに何度も目もく撃げきしていた。

　ほんの一いつ瞬しゆん視界をよぎっただけの人ひと影かげを、瞬しゆん時じに見分ける、ぐらいは当たり前。破壊された窓ガラスを飛散する前に身を伏ふせて避けたり、壁が崩くずれる騒そう音おんにかき消された美也子の足音を正確に聞きつけたこともあった。

　脳内の処理能力を飛ひ躍やく的てきにあげる陽菜の〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟の能力だった。

　正宗は恨うらめしそうに陽菜を見つめる。

「ずるいな！　自分だけ」

「だって、しょうがないじゃない。そういう能力なんだから」

　いつまでものんびりしては、いられない。

　再び廊下を走って角を曲がり、手近な教室に飛び込んだ。

「私だって、もうちょっと人の役に立つような力なら、頑張る気にもなるけどさ」

　ランクは習熟度や、キング・スティングのようなイベントでの成績を鑑かんがみてつけられる。その高さが就職後の地位に影えい響きようをおよぼす。

　しかし就職先については、少し事情が違ちがう。

　たとえば高給が保証される能力研究機関へ行くには、やはり社会に応用しやすい、貴重な能力者の方が有利とのことだった。

　能力に目覚めたその時点で、能力者は将来の有利不利が、かなり決まってしまうのだ。

「あー。なるほど。それで能力開発も手を抜いてるから万年Ｅランクってわけか」

「う、うるさいな！　もう、ついて来ないでよ！」

　図星をつかれた陽菜は、ぷいっとそっぽを向く。

　そのとき突とつ然ぜん、正宗に天てん啓けいが舞まい降おりた。――と、少なくとも本人には思えた。

「わかった。おまえの望みどおり二手に分かれて、俺が囮おとりになろう」

「……え？　本当に？」

「ああ、城田はキングだし、やっぱり女の子だからな」

　大おお真面目まじめに言ってのける正宗の横顔を、陽菜はじっと見つめた。

　さらに正宗は芝しば居いがかった調子で続ける。

「ただ、その前に、頼たのみがある。悔くやしいかぎりだが、いまの俺はただの人。囮すら引き受けることは難しい。だからせめて――」

　ここでようやく陽菜は、正宗の思おも惑わくに気がついた。

「イヤ」

「まだ、何も言ってないだろ！」

「『キスしてくれ』とかって、言いたいんでしょ!?」

「違う！　キスじゃない。能力を貸してくれって、言いたかったんだ」

「一緒でしょっ！」

「あのな、勘かん違ちがいするなよ？　好きで言ってるんじゃないんだからな。俺の能力で〝廻るクロツク走馬灯アツプ〟を借りられたら、ちょっとは避けられそうじゃねえか」

「バカ？　光の速さで飛んでくるレーザーを、どうやって避けるって言うのよ。光速の神槍グングニルのあだ名は伊達じゃないのよ？」

　北ほく欧おう神話のオーディンが持つ槍グングニルは、狙った獲え物ものを必ず仕留める投なげ槍として描えがかれている。

　たしかに考えてみれば、見えるというのは光の刺し激げきを網もう膜まくで捉えたということなのだから、見えたときにはすでに命中していることになる。

「でもだったら、なんであんなに外しているんだよ」

「もてあそんで、楽しんでいるんでしょ！」

　――本当にそうか？

　たとえば隠れていたところを「美也子に見つかった」と思ってから、レーザーが襲ってくるまでに、ほんの数秒ではあるがタイムラグがある気がする。

　さらにいえばマシンガンのような連射はしてこない。

　これらは何か、わけがあるのではないか。

　そこまで考えたときだ。

「痴ち話わゲンカとは、のんきなもんやな！」

　声とともにレーザーが射出。壁がごっそりと消失し、破壊の煽りを食らって正宗たちは床をごろごろと転がった。

　正宗は顔をあげて、二十メートルほど彼方かなたにいる美也子を見つける。

「ああ、くそっ。もう降参だ降参。こうなったらこのカプセル、自分で壊してやる」

　正宗はあたりに落ちていたコンクリートの破片を手にとって、振り上あげる。

　自身の胸に振り下おろそうとした、その瞬間。

　じゅっ。

　コンクリートの破片を撃ち抜かれた。

「熱っ！」

「勝手にリタイアなんてさせへんよ？　せいぜい逃げ回りなはれや」

「なんだそれ。性格悪っ！」

「なんやて？」

　今度は床に直撃した。

「ああ、くそっ。覚えてろよ！」

　悪党が口にするタイプの捨てぜりふを吐はくと、正宗はその場から逃げ出だした。

　じつに授業終しゆう了りようギリギリまで追い回されてから、ようやく正宗は胸のカプセルを破壊された。

　その際、美也子の右手にはリミッターの手袋がつけられていた。その最後の良心に、正宗は救われたのかもしれない。







四章







　午前中の授業が終わって、昼食の時間。

　才さい花か学がく園えん内にある学食ですませたり、持参したお弁当を屋上で広げたりと、生徒たちは思い思いの場所で過ごしていた。

　正まさ宗むねは売店で買ったサンドイッチを手に、教室で黙もく々もくと食事していた。絵に描いたような深刻な表情で、肩かた口ぐちからは鬱うつ々うつとしたオーラも出ている。

　机を寄せて向かいに座すわっていた寧ね々ねは、頑がん張ばって励はげましている。

「仕方ないですよ。志し筑づきさんにとっては、最初の試合だったんです。それにわたしたちは、引き分けじゃないですか。落ち込まないでください」

　たしかにキングである陽ひ菜なは無事だったため、負けたわけではない。

「とはいえ、まったく勝てそうに、なかったけどね」

　寧々の隣に陣じん取どっていた陽菜が、口を挟んだ。あのあとすぐ陽菜は正宗とはぐれて、美み也や子こに追われることもなかったせいで、涼すずしい顔をしている。

「もう、陽菜ちゃんは、そんなことばっかり言って」

「だってさ。ねねりんなんか、能力を使う前に退場しちゃったじゃない」

「それはそうでしたけど、あれは……」

「しかも相手はランクＡの宝ほう蔵ぞう院いん美也子よ？　勝てるわけないない」

「あっ。だったら大だい丈じよう夫ぶです。美也子さんは、今度の大会には出場しないって言ってました。きっとランクＡ以上にランクアップする気がないんでしょう」

「Ｓランクなんて、伝説みたいなものだもんね。……って、美也子の話は別にいいのよ。ねねりんたち、スティングの大会参加に必要な五人が集まってないんでしょ。本当に出られるの？」

「え？」

「え？　なんでねねりん、そんな驚おどろいた顔してるの？」

　陽菜が首を傾かしげたときだった。

「んー。ここで、あれをこうすれば……」

　ぶつぶつとつぶやく正宗に、陽菜と寧々が目を向むける。そして。

　ぽんっ。

　いきなり手を叩いた。目を瞬しばたたかせる陽菜に、正宗は喜々とした表情を浮かべた。

「見えた！　この作戦ならいける！　さっそくキング・スティングの特訓をするぞ」

「は!?　ちょっ、ちょっ、ちょっ、ちょっと待って。特訓って何？」

「特別訓練。略して特訓。なんだ、そんなことも知らないのか」

「バカにしないでよ！　っていうか、諦あきらめてなかったの!?　落ち込んでるから、てっきり」

「俺は、さっきの試合、どうやったら勝てたのかと思い返していただけだぞ」

「あれだけこてんぱんにやられて、よくそんなふうに思えるわね……」

「そんなに褒ほめるなよ」

「相手との実力差も読めないバカだって言ってるの！　それになんで私を誘さそってるのよ」

「なんでって、おまえも参加するからだよ」

「待って。まさか……」

　ことここにきて、ようやく陽菜も正宗が何を言っているのか、見えてきたようだ。

「私もスティングのチームメンバーのつもり？」

　正宗と寧々は同時にうなずいた。

「当たり前だろ」

「一緒に出るんじゃないんですか？」

　陽菜はこめかみを手で押さえる。冷静であれと自分に言い聞かせるように、ため息にも似た深呼吸をする。

「あれは授業だから組んだの！　そりゃあ、ねねりんたちのメンツが足りないのはわかるけどさ。もし私が入ったとしても、あと一人探さなきゃいけないのよ」

「いや。それはもう大丈夫」

「え？」

「仁に科しなさんにも、お願いした」

「七なな海みも!?」

　陽菜は声を裏返らせて、七海を見やった。この時間、七海は自分の席で一人黙々と昼食を食べるのが常だ。

「七海ちゃんも一緒に食べましょうって誘ったんですけど。『仲間だと勘違いされても困る』って、断られてしまったんです」

「まあ照れてるんだろ、大丈夫。かなり熱心に誘ったら、仁科さんもわかってくれてさ。『前向きに検討する』って返事をもらったぜ。あ、もっとも返事したのはテディベアの方だけどな」

　陽菜は視線をあさっての方向に向けて、一秒考える。

「……それ、遠回しに断られてない？」

「ええ？　んなことないだろ」

「ホント、志筑は呆あきれるくらい前向きね。ともかく、私は出ないわよ」

　断固とした陽菜の物言いに、正宗は居住まいを正した。

「言いたくなかったが、おまえ、このままじゃヤバいんだろ？　またＥランク濃のう厚こうだって、御み厨くりやさんから聞いたぞ」

「うっ」

　陽菜は寧々をにらんだ。「余計なことを！」という視線に、寧々はばつが悪そうに顔を背そむける。とはいえ、事実は事実なので仕方がない。

「自分には自分の器うつわってものがあるんだから、私はいいの！」

「ウソだな。努力するのが面めん倒どくせえから、そんなこと言ってんだろ。やる前から言い訳ばっかり言うなよな」

　その瞬間、陽菜の顔色が変わった。手にしていた弁当箱を叩きつけるように机におくと、正宗にびしっと指を突つきつけた。

「言ってくれるじゃない。わかった。協力してあげる」

　正宗はにこりと笑い、おろおろしていた寧々も胸をなで下ろす。

　しかし、話はそこで終わらなかった。

「ただし。そこまで言うんなら志筑も、その努力ってのを見せてよ」

「努力？　いいけど、どうやって？」

「そうね……」

　つぶやきながら陽菜は、何げなく窓の外に目をやった。グラウンドの脇わき、校舎と校舎をつなぐ渡わたり廊下で、鷺さぎの宮みや綾あや乃のが女子生徒と談だん笑しようしていた。

　陽菜は意地の悪い笑えみを浮かべて、正宗にこう言った。

「キング・スティングで使うために、綾乃先生の能力を借りてみせてよ」




　　　※　※




　日直だった優ゆうが、集めたプリントを届けに、職員室までやって来たときだった。

　中から電撃の音が響ひびいた。

　ドアを開けなくてもわかった。

　鷺宮綾乃先生が、文字どおりの意味で雷かみなりを落としたのだろう。

　ほどなく「すみませんでした」「失礼しました」という女子二人の声が聞こえ、ドアが開いた。

　誰かと思えば、寧々と陽菜だった。

　陽菜はともかくとして、優等生のはずの寧々が怒おこられるなんて珍めずらしい。

「どうしたの？」

　尋ねたあとで、すぐに優も理解した。

　正宗が気絶していた。

　寧々が両手、陽菜が両足を持つ格好で、運び出そうとしている。雷を落とされたのは、二人ではなく正宗らしい。

　しかし今度は、何をしでかしたのか。

　無言の問いに答えるように、寧々が陽菜に振り向いた。

「陽菜ちゃんが無む茶ちやを言うからです」

「私のせい!?　それって違くない？　そんなこと言うんならねねりんだって、止めれば良かったじゃない」

「だって、まさか志筑さんが、本当にあんなことを言うなんて思わなかったんですもの」

「あんなこと……？」

　優は寧々から説明を受けた。

　陽菜が正宗に、綾乃先生の唇を奪えという無理難題を吹ふっ掛けたのが、きっかけらしい。

　おそらく陽菜は、それで正宗が諦めると思ったのだろう。

　しかし正宗は断ることもなく、すぐさま職員室に向かった。

　優は一秒、考えた。

「それで綾乃先生に『キスさせてくれ』って、正面きってお願いしたんだ」

「なんでわかるんですか!?」

　寧々は驚きのあまり、掴つかんでいた正宗の手を離した。当然正宗は落下し、後頭部を床ゆかに強打する。「ぐおおっ」と呻うめいたあと、さらに深く昏倒した。

「す、すみません。志筑さん」

　寧々は正宗のかたわらに膝ひざをつくと、その手を取って祈いのるように目を閉じた。

　ぱあぁぁぁぁと、後光が差す。ほどなく回復するだろう。大したダメージではない。

　優は、正宗の行った暴挙を思って、肩を揺ゆらして笑っていた。

　良く言えば正直で嘘うそをつけない。

　悪く言えばバカ正直かつ、バカなのだ。

「そうだ。なんだったら僕ぼくが、正宗をおぶろおか？　大変だろ、保健室まで運ぶの」

　女子にしか見えないような顔だちなのに、クラスでも一、二を争あらそう男気を持つと評判の優は、さらりと提案する。陽菜は喜色を浮かべる。

「え、本当に？　それは助かる」

「ダメです！　志筑さんがこんなことになったのは、わたしたちのせいなんですから。せめてわたしたちで運ばせてもらいます」

　陽菜は口を尖とがらせて、ぶーぶー文句を言うが、寧々はまったく譲ゆずる気配がない。こう見えても言い出したら聞かないタイプであることは、優も陽菜もわかっていた。

「そう？　じゃあ、頑張ってね」

　二人は正宗を持ち上げて、保健室へと向かっていく。その様子を見送りながら、優はまたもクスッと笑うのだった。




　　　※　※




　そして、これぐらいであきらめないのが、正宗だった。

　目を覚ますなり正宗は保健室を出て、七海のもとに来た。

　さらに深々と頭を下げる。

「頼む、協力してくれ！」

　無表情の七海のかわりに、テディベアが嘆たん息そくした。

『あのなぁ。さっきも言ったろ。「前向きに検討する」って。そんなに結論を急ぐな』

「あ、いや。スティングの件も、お願いしたいんだけど。これはまた別件なんだ」

『ああ？　これ以上、何を頼む気なんだ？』

　テディベアと七海が同じ角度で首を傾げた。微笑ましい姿だったが、正宗はにこりともしない。

　真剣そのものの顔で、正宗は言った。

「仁科さんの力なら、そんなに難しくないはずなんだ」




　　　※　※




　さらにときは流れて、放課後の校舎の廊下。

「人工呼吸？」

　隣となりを歩く陽菜の声に、正宗はびくりとした。

「バカ。声がデカい。誰かに聞かれたら、マズいだろ」

　正宗はあたりを見み渡わたし、人の姿がいないことを確かく認にんして胸をなで下ろした。

「つまり俺おれと先生の唇が触ふれれば、能力を借りられる。だったら別に、キスじゃなくてもいいわけだ。そこで俺は考えた。人工呼吸だ、ってな」

「だからって、そんな。……人工呼吸に持っていくために、先生をプールに突き落おとして溺おぼれさせるなんて……」

「ちょ、ちょっと待て。何か大きな勘違いをしているぞ」

　正宗は思わず足を止めた。

　陽菜は振ふり返って、きょとんとする。

「何が違うって言うの？」

「溺れるのは、俺だぞ？」

「……え？　あんた？　先生じゃなくて」

「当たり前だろう！　いまから俺がプールに行って溺れる。で、そこを通りがかった先生に、人工呼吸してもらうんだよ。そのために仁科さんにも、協力を取り付けてある」

「七海に？」

　正宗は再びプールに向かいながら、口を開いた。

「ああ。〝中の人なんていないパペツトマスター〟で、溺れて気を失った俺をプールサイドまで運んでもらうようにな。溺れたはいいけど、そのまま沈しずんで死んじまったら笑えないだろ」

「いやいや。溺れるあたりからして、おかしいわよ。よくねねりんが許したわね」

「許しているわけないだろ。相談したら、絶対に反対される」

「え？　話してないの？　バカじゃないの！　だったら、やめときなさいよ、そんなの」

「なんだ、いまさら」

「私はねねりんがいると思って安心してたの！　だいたいね。そんな危ないことする前に、他にいくらでも手がありそうなもんじゃない」

「たとえばどんな？」

「え、えっと、それは……先生のふいをつくとか、寝込みを襲おそうとか」

「そんな痴漢みたいなマネ、できるわけないだろ」

「……痴漢みたいなじゃなくて、痴漢だと思ってた」

「失礼なこと言うな！」

　漫まん才ざいよろしくツッコミを入れる正宗を、陽菜はいたって冷静に見つめていた。

「本気なの？」

「溺れるフリして先生を騙だませって言ってるんだったら、それは無理な話だぞ。それじゃ人工呼吸にならないからな」

　そうして正宗はテレながらも付け加えた。

「あのな、笑うなよ？　……俺にとっちゃ、キスはもっと神聖なもんなんだよ。そもそも、お互たがいの気持ちが通じた上で交かわすもんだろ」

　陽菜は意地悪そうな目をして、正宗を見上げた。

「ふーん。なるほどね。だからねねりんには、キスをお願いしないんだ。キスするのは、両思いになったあと、ってことか」

「なっ!?　何を言っているんだ!?　いまここで、御厨さんの話は関係ないだろ？　それに、前にも言った気がするけど、御厨さんの能力は味方のサポート系だから、チーム内で二人が持っていても、あまり意味は――」

「はいはい。わかった、わかった」

「……くそっ。まあ、もういい。ともかくな、本当は俺だって溺れるなんてイヤなんだけど、他にいい手を思いつかなかったんだから、仕方ないだろ」

　しばしニヤついていた陽菜が、ふいに真面目まじめな顔をした。

「……そんなことまでして、私を引き入れたいの？」

「当たり前だろ」

「な。よくそんな、ストレートに即そく答とうできるね」

「ははは。まあ正直な話な。城しろ田たに言われる前から、俺もいまのままじゃダメだとは思っていたんだ。仲間のみんなを矢や面おもてに立たせているのに、自分だけなんにもできないなんて、カッコつかないもんな。俺も、なんか力を借りないと」

「仲間って。まだ決まったわけでもないのに」

「俺の中では、もう決まったようなもんなんだよ」

　そんな話をしているうちに、正宗たちは校舎からの渡り廊下に差しかかり、プールが見えるところにまで来ていた。

　七海は先に行って待っているとのことだったが、まだ姿が見えない。もしかしたら、もうプールサイドに上がっているのかもしれない。

　そこでふいに、陽菜は大きくため息をついた。

「わかった。もう、いいから」

「もういいって、なんだ？」

「だから私の負け。そんなことしなくても――」

　そこまで口にしたときだった。

　ばしゃ、ばしゃ、ばしゃ――。

　プールから派手な水音が聞こえてきた。

　正宗と陽菜は顔を見合わせる。

　この寒い空の下。二月のプールから、こんなにも派手な水音が聞こえてくるのは、おかしい。そして、その音がふいに、止まった。

　静せい寂じやくが、そら恐おそろしい。

　しばらくして、小さな足音が更こう衣い室しつの扉の向こうから届いた。

　ばたんっ。

　ドアを開けて飛び出してきたのは仁科七海だった。肩を上下させていて、顔色も悪い。七海を追いかけるように駆かけてきたテディベアが、ぱたりと転びながらも口を開く。

『大変だ、綾乃先生がプールで溺れた！』







　七海に手を引かれるようにして駆けつけた正宗は、プールサイドに横たわる綾乃をすぐ見つけた。

　スーツに身を包つつんだまま、爪つま先さきから頭のてっぺんまでぐっしょりと濡ぬれている。

　その顔色は青というよりも、もはや白い。見ているだけで、こちらまで凍こごえてしまいそうだった。

「なんで、こんなことになっているんだ!?」

　例によって、七海の代わりにテディベアが口を開く。

『だ、だって。ここに先生を連れてくる手はずだったろ？』

「それは俺が溺れたあとの話だろ」

『そ、そうだったか？　――まあ、ともかく！　連れてきたら誰だれもいないし、オレと七海は問とい詰つめられるし。そんなことをしていたら、先生が足を滑すべらせてプールに落っこちたんだよ』

　なんという不運なのか。正宗は思わず天を仰あおいだ。

　が、しかし。

『予定とはちょっと変わったけど、目的は達成だな。早くしろよ』

「え？」

『マウス・トゥー・マウス。人工呼吸するんだよ！』

「俺が!?」

『他に誰がいるんだ!?』

　たしかに陽菜は、すでに他の先生を探しに向かっている。七海では小こ柄がらすぎて、人工呼吸も心臓マッサージも効果が薄うすそうだった。

　となれば正宗がやるしかない。

　それに、こうなった原因の一いつ端たんは、正宗にもある。

　もはや目の前にあるのは、まぎれもない非常事態であり、いつまでもうだうだ言ってはいられない。応急処置の出来いかんによっては、綾乃の命にかかわる。

　正宗は覚かく悟ごを決めて、綾乃のかたわらに膝をついた。呼吸を確認すると、止まっていた。手首の脈もほとんど触れない。

　正宗はごくりと唾つばを飲み込む。

『早く！』

「ああ、もう。わかってるよ。そうだよな、これはキスとか、そんなんじゃなくて、あくまで人命を救うための救助活動なんだからな」

　誰に対しての言い訳なのか、自分でもわからなかった。

　正宗は綾乃の顎あごをあげて、気道を確保する。空気が抜けないように鼻をつまんでから、大きく息を吸う。そのまま呼気を正宗の口から送り込めば、それでいい。

　唇くちびるが、ゆっくり綾乃の唇へと近づく。

　ドキドキドキドキ――。

　いやが上にも心臓の鼓こ動どうが高鳴る。濡れた睫毛が視界に入る。こうして近づいてみると、歳としよりもずっと若くみえる。いまさらながら美形であることに気がついて、正宗はさらに胸を高鳴らせた。

　二人の唇の距きよ離りが、三十センチから二十センチになり、十センチになり、五センチになり、いよいよ触れようとする。

　そのとき。

「やめてくださいっ！」

　更衣室からプールサイドへ、寧々が飛び出してきた。

　聞き覚えのあるその声に、正宗の動きが止まる。顔に驚きと安あん堵どの色が同時に浮うかぶ。

　その瞬しゆん間かん。

　いままで無表情に近かった七海が、わずかながら眉まゆ根ねを寄せた。

　さらに両手を掲げて、まるでマリオネットでも操あやつるように、指をくいっと動かした。

　綾乃の身体が動いた。だが、その顔には、まだ生気は戻もどっていない。ただ動いているだけの綾乃は、両手を伸のばして正宗の頭を捕まえると、強ごう引いんに。

　正宗の唇を奪うばった。

「んんっ!!」

　ふいをつかれた正宗は、目を見開く。その右手の指に、星型のホクロが浮うかんだ。

　その場の全員が、しばらく動きを止めた。

　遠くから、カラスの鳴き声が聞こえてくるほどの静寂が、しばし訪おとずれた。

「し、志筑さんの、ばかあぁぁぁぁぁぁぁああああああ！」

　寧々は大声で叫さけびながら、正宗たちの元に駆け寄り、さらにそこで。

　つるり。

　滑った。その勢いで寧々は、正宗の肩を突き飛とばす。

　正宗は避さけられずに倒れ込んで、そして。

　ばっしゃあん。

　プールに落ちた。

「あああっ。す、すみません！　志筑さん！」

「がふっがふっ。うおっ、足、攣った！　げふげふ」

　大量の水を飲んだ。

　もうその必要がないのに、正宗は危あやうく溺れかけた。







　気を失っていたはずの綾乃が、なんでいきなり動いたのかと言えば、なんてことはない。

　七海の〝中の人なんていないパペツトマスター〟によって操られたのだ。

　あとで理由を七海に問い詰めると、代わりにテディベアが答えた。

『ここまで俺たちを振り回まわして、ハラハラさせたあげく、なんにもありませんでしたじゃ、納なつ得とくがいかねえだろう』

　ともあれ。

　正宗はすぐに寧々や陽菜の手によって引き上げられた。

　綾乃は寧々の能力によって回復し、意識も取とり戻した。

　ついでに正宗は、見事に綾乃の能力を借りられて、めでたしめでたし。







　とは、当然ならなかった。

　事件のきっかけを作った正宗は綾乃にこっぴどく怒られ、さらに一週間の罰ばつ掃そう除じを命じられたのだった。




　　　※　※




　ようやく綾乃から解放されたときには、すでに日は暮れかけていた。

　ジャージ姿の正宗は、びしょ濡れの制服を手に校門を出たところで、いきなり。

「ごめんなさい！」

　びっくりして振り向いた。

　寧々が頭を下げていた。

　他にも、先に解放されたはずの七海と、とっくに帰ったと思っていた陽菜が立っていた。どうやらずっと待っていたらしい。

「さっきは、ごめんなさい。み、水、冷たかったですよね？」

「……うん、それは、まあね。いや、でも大丈夫。たいしたことなかったし、悪気がないのはわかってるから。気にしない、気にしない」

「でも……あ、でしたらせめて、制服のお洗濯だけでもさせてください」

「ええ？　そんなの、いいよ」

「ダメです。させてください」

　びしょ濡れの制服を掴んだまま、寧々は手を離さなかった。

　その目は頑として譲りそうもない。

「わかった。じゃあ、お願いします」

「はい。まかせてください」

　笑え顔がおで受け取ると、寧々は用意してあったビニール袋に制服を入れる。なかなか周到だと感心している正宗の前で、寧々は「さて」と気を取り直す。

「志筑さん！」

　いきなり険しい顔つきで、にらみつけられた。

　あまりの変わりように、正宗は目を瞠る。

「な、なに？」

「聞きましたよ？　最初の計画では、志筑さんが溺れるはずだったそうですね。どうして、そんな危ないこと考えるんですか？　しかも、わたしに黙だまって」

　ああ、そのことか。と、正宗は得心する。

「いや、だって。反対するかと思って」

「当たり前ですっ！」

　やっぱり怒られたと、正宗は首を引っ込める。

「いいですか？　もう、絶対、こんな危険なことしないでくださいよ？」

「ああ、いや、でも。結局、マジで溺れたのは綾乃先生だったわけだし、狙いどおり能力も借りられたんだし。結果オーライでいいじゃない」

「よくありません！　ともかく、二度とこんなこと、しないでください。黙ってコソコソするのも、ナシです。いいですね？」

「はい。わかりました。反省してます、ごめんなさい」

　寧々が、ここまで怒るのも珍しい。

　正宗は大人しく頭を下げるしかなかった。

　もっとも正宗が寧々に黙っていた理由は、他にもある。

　人工呼吸とはいえ、正宗と綾乃の唇が重なる瞬間を、寧々には見られたくなかった。

　やはり正宗にとって、寧々は特別だから。

　もっとも結果的には、ばっちり目もく撃げきされてしまったわけだが。

　なかなか思おも惑わくどおりには、いかないものらしい。

　正宗がこっそりため息をつこうとした矢先、陽菜が独りごちた。

「……正宗のこと、セクハラ男だと思っていたけど、違ちがったみたい」

「お？　誤解がとけたか」

「うん。セクハラ男じゃなくて、ただのバカだった。これから先が思いやられるわ」

「んだとぅ！　もう一回言ってみろ」

　陽菜は答えの代わりに、べーっと舌を出し、さらにびしりと指を突きつけた。

「約束だから私も入ってあげるって言ってるの」

「お。おおっ！　マジで!?　ありがとう」

「喜ぶのは早い！　七海は検討しているだけなんでしょ。ねえ？」

　陽菜が水を向けると、七海はびくっと身を震ふるわせた。視線をあさっての方向に向けて、考えること数秒。七海を見上げていたテディベアが、いつものように口を聞いた。

『七海も入っていいって、言ってるぞ』

「マジで？」

　正宗が聞き返す相手は、テディベアではない。視線を向けられた七海は気恥ずかしそうな顔をしながらも、こくりと大きくうなずいた。

『あ、勘かん違ちがいしないように言っておくけど、別に仲間に入れてほしいとか、そんなんじゃねえからな。あれだけ振り回されたんだし、せっかく先生の力を手に入れたんだ。ついでに七海も好成績をあげて、ランクをあげるぐらいしないと割りがあわねえ。いわば利用しようって腹なわけだ』

「まあ、仲間なんだから、細かいことは大丈夫だろ。今日から、よろしくな」

『人の話、聞いてないだろ、おまえ！』

　なんてことを言い合っているとき。

「あれ？　みんな、どうしたの？」

　振り向けば、ジーンズにニット姿の優がいた。しかも手には、ネギの頭が飛び出しているエコバッグを提げていた。どうやら買い出しに出かけていたらしいが、その所帯臭さが、似合いすぎて困る。

　陽菜が手短に事情を説明する。と。

「ちょっと、そんな面おも白しろそうなこと、なんで僕に黙ってやるわけ？」

　ぷくっと頬ほほを膨ふくらませた。その顔がまた可愛かわいい。

　黙っていた寧々が柳眉を逆立てる。

「面白そうって、何を言ってるんですか！」

「あー。うん、ごめんごめん」

　素す直なおに謝あやまったものの、優が本当に反省しているかは、はなはだあやしかった。さらに優は正宗に向き直って、情感たっぷりに告げる。

「……ほんとに、正宗はバカなんだねえ」

「しみじみ言うんじゃねえよ！」

「いやいや。でも、そんな正宗、僕は嫌いじゃないよ」

「褒めてねえだろ、それ」

「あはははははは――――。そんなことないよ？」

「もういい。ともかく、これでメンツは揃そろったんだ。明日から特訓はじめるぞ、特訓！」

　鼻息を荒あらくする正宗に、陽菜はげんなりする。

「ええ～？　特訓って、本気？」

「いいじゃないですか、特訓。みんなで頑張りましょうよ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて気合十分の寧々を、陽菜と七海はまじまじと見つめた。

「こんなにやる気のねねりん、見たことない。――やっぱり男が絡からむと違うのかぁ」

「なっ!?　何を言ってるんですか、陽菜ちゃん！　わたしは、そんな理由じゃなくて、あの、その」

「いいよ、いいよ。わかってるから」

「本当ですか？　本当にわかってますか？　それ」

　そんなやりとりを前にして、優はあはははと楽しそうに笑う。

「本当に正宗といると、退屈しないね」

「バカ。退屈しないなんて生やさしい特訓は、俺はしないぞ。今度はポイントのかかった大会なんだ。この前みたいな醜態をさらすわけには、いかないからな。頑張るぞ。ほら、えいえいおー」

「え、えっと、おー」

　正宗の掛け声にかろうじて合わせられたのは、残念ながら寧々だけだった。




　　　※　※




　バレーボールマシンとは、つまるところピッチングマシンのバレーボールバージョンだ。同様の原理で、高速で球を打ち出すことができる。サーブやアタックを想定して、レシーブの練習などに使われる。本来は。

　あれから数日後の放課後の体育館。でかでかと「スティングまで、あと９日」と書かれた移動式のホワイトボードの脇に、そのバレーボールマシンは鎮座していた。

　続けざまに打ち出されるバレーボールをかわしながら、体操服を着た陽菜はマシンを操る正宗に一歩一歩、近づいていた。その距離は十メートルを切っている。正宗は体育館の時計の秒針をちらちら見ながらも、バレーボールをセットする手を止めない。

「――七、八、九――」

　どんどんカウントアップする。陽菜の顔色が変わる。

「十、十一」

　突とつ然ぜん、陽菜の動きが悪くなった。

　さっきまでぎりぎりでかわしていたバレーボールに、当たりはじめる。

「ちょ、ちょっと、タイム！　待った、待った」

　陽菜は半泣きになりながら声を上げる。が、正宗は手を止めなかった。

「甘あまい！　敵がそんなことで許してくれると思っているのか」

「ちょ、ちょっと!?　ギブアップしたら、普ふ通つうは許してくれるんだって！　いた、痛い！　こ、こらぁっ、調子に乗るな！　あっ、さては志筑、初めて会った日のパチンコのこと、根に持ってるな」

「ふははははははははは。なんのことだ。これは実戦でも、復讐でもない。あくまで特訓であって、俺はコーチに徹しているだけだぁ！　キング・スティングまで、あと十日もないんだぞ。気合をいれろー！　ほらほらほら、ほらぁ！　かかってこんか――――い！」

　そんな高笑いが響くかたわら。

　七海は真しん剣けんなまなざしを、体育館の舞ぶ台たいに向けていた。そこには八体のマネキンと二体の着ぐるみが整然と並んでいた。舞台袖には放送機材を前にした寧々が立っていて、七海に合図を送る。ほどなく体育館に、ポップなメロディーが流れ始めた。

　いま流行りのアイドルグループの楽曲だった。

　それに合わせて、十体の人ならざるものたちが踊り始めた。華麗なステップを踏ふみながらポジションを入れ換える。揃って同じ振り付けをしたかと思えば、次々と連鎖的に動きを止めるなど、複雑かつ一体感のある舞台を作り上げていく。それはそれは、シュールな光景だった。

　それをちらりと見やって、正宗は小さく感かん嘆たんの声をあげた。

　何をしているのかと言えば、寧々の〝聖女の加護アヴエ・マリア〟で陽菜たちの能力を底上げした上で、特訓しているのである。

　かつてキング・スティングで美也子にボロ負けしたあと、正宗は必死に作戦を考えた。

　どうしたら味方のキングを護り、相手のキングを倒すことができるのか。

　そうやって思いついた作戦を実行するための特訓だった。

　寧々の〝聖女の加護アヴエ・マリア〟は、他人の力を一時的に底上げすることができる。

　その効果時間は、およそ二十分。

　この間、どれだけ陽菜たちの能力を伸ばせるのか、実際に測ってみる必要があった。

　そしていまは伸びた力を十二分に生かしきるため、身体を慣れさせているのだ。

　陽菜の〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟は三秒から十秒まで連続して使うことができるようになったし、一度に一体しか操れなかった七海の〝中の人なんていないパペツトマスター〟は、その最大数を十体にまで増やしている。たいしたものだと思う。

　さらに。

　ばしゅっ、ばしゅっ。

　派手な発射音に目をやれば、体育館のすぐ外では、何本ものペットボトルロケットが打ち上げられていた。

　しかし特別な機械――発射台が整備されているわけではない。

　長い髪かみをアップにした優が悦に入っていた。

　彼かれの能力〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟は、気体の熱を偏へん在ざいさせる力だ。

　ペットボトル内の水の一部を瞬しゆん時じに加熱、沸騰させて圧力を上げ、推進力にしている――らしい。説明されたのだが、正宗には難しいことはよくわからなかった。

　まあともかく。

　優は、あのようなロケットを寧々の力によって五本から二十本まで同時に発射できるようになった。

　それだけわかっていれば、作戦参謀の正宗としては問題なかった。

　優のロケットは殺傷能力が低いので反則を取られることもないだろうし、弾幕を張れば敵のカプセルを割ることも可能だろう。

　そんなことを考えて、正宗がよそ見していたスキに――。

　がしっ。

　いきなり腕うでを掴まれて、ぎょっとした。

　目の前に陽菜がいた。

　陽菜の廻る走馬灯クロツクアツプは、寧々の力によって連続十秒使えるようになった。

　そして一度使い終えてから、次に発動できるまで、インターバルは十五秒となっている。

　その十五秒が、すでに過ぎていたらしい。

「これで私の勝ち。約束どおり罰ばつゲームを受けてもらうわよ」

　そう言うと陽菜はバレーボールマシンの主導権を奪取した。

　その先を正宗に向ける。

「わー、ちょっと待て。冷静になれ。これは特訓で、おまえに厳しくしたのも、俺たちの勝利のために仕方なくやったんだ」

「だったら志筑だって、こういう恐きよう怖ふを覚えておくのも必要なんじゃない？　あと九日しか残されていないんだしさ？」

　一理あった。

　そこから先に言葉は要らない。

　陽菜は残っていたバレーボールを全弾撃うち尽くす勢いで、マシンを起動させた。







　正宗の悲鳴は外まで聞こえてきた。

　体育館を覗くまでもなく、何が起きているのか、優にもわかった。「顔はやめて」とか言っているが、きっと陽菜は容よう赦しやしないだろう。青アザで済めばいいけどな、なんてことを思う。

「あら。柊ひいらぎさん、あいかわらず練習熱心やなぁ」

　振り返かえってみれば、そこには宝蔵院美也子がいた。すでに鞄かばんを手にしているから帰るつもりなのだろうが、ならばなぜこちらにいるのか。正門は、こちらとはまるで反対方向だ。

　言葉にせずとも、美也子はその疑問を察したらしい。

「ほら。第三研究所は、裏門から出てすぐやろ？」

　なるほど。すぐに優も納得した。

　優ゆう秀しゆうな能力者は、学生のころから才花学園内の研究機関に呼ばれて、能力の研究開発や応用実験に協力することがある。さらにゆくゆくはその機関に籍を置いて、厚こう遇ぐうされることが約束されている。

「さすが、Ａランクだよね。才能がある人が、正直、羨うらやましいよ」

「そんな、やめて。おおげさやわ。才能なんて、ウチにはあらへんよ」

　謙けん遜そんするように美也子は微ほほ笑えむ。

　しかし、その口元がわずかに引きつっていた。

　何か気にさわるようなことを言っただろうか、と優は内心ひやりとする。だが、心当たりはまるでない。羨ましいと褒められて、気を悪くする人なんていないと優は思う。

　幸い美也子は気を取り直したらしい。

「そないなことより。城田さんや仁科さんまで練習しとるん？」

「うん。正宗にハッパかけられてるからね。スティングに向けて真剣にやってるよ」

「あれで？」

　美也子の視線の先、体育館の中の陽菜は正宗の尻しりめがけて、バレーボールを打ち込んでいた。

「……いまはたまたま遊んでいるように見えるかもだけど。ちゃんとやっているんだよ？」

「ふーん。そうなんや……」

　美也子は正宗たちを見つめたままつぶやく。

　その横顔は、なんだか寂しそうで……もっと言えば羨ましそうにすら、優には見えた。

　なぜかは、優にもよくわからない。

　なにせ自分たちは、みんなでわいわい練習しているだけなのだから。

　と、そこで。

　バタバタバタバタバタ、ドタン。

　逃にげる正宗と追う陽菜、さらに二人を止めようとした寧々まで体育館から飛び出してきて、優たちの前に倒たおれ込んだ。腰こしやら腕やらをさすりながら、ゆっくりと起き上がる。

「痛いです――あ。美也子さん、いまお帰りですか？」

　普通に挨拶できるのは寧々くらいのもので、正宗などは、

「うお、宝蔵院！」

　反射的に声をあげていた。陽菜に至っては、あからさまにイヤそうな顔をして、声すらかけない。

　そして美也子も、あえてにこりと笑ってみせた。

「ウチは、痴ち漢かんに呼び捨てにされる覚えはあらへん」

「なんだとぅ!?　俺もおまえに、痴漢呼ばわりされる覚えはねえよ！」

　優がすぐに割って入る。

「まあまあまあまあ、二人とも。もうケンカすることないだろう？　美也子ちゃんの仕置きは、もう済んでいるんだし――」

「ウチは、まだ許してへんよ」

「正宗もセクハラして、しっかり目の保養をしたんだからさ」

「してねえ。ぜんっぜん、してねえ。さらっと何を言ってんだ！」

　二人して優に噛みついたあと、お互い同時に顔を見合わせる。視線がぶつかること数秒。

　ふいに美也子は、笑ってみせた。

「アホらし」

　くるりと背中を向けた。その拍ひよう子しに、ゆらっと長い髪が揺れた。

「……まあ、柊さんはともかく、他は大変やろうからな。せいぜい頑がん張ばるとよろしいわ」

　そのまま美也子は荷物を手にした。

　何事もなく嵐あらしが過ぎ去ろうとしている。優が思わず胸をなで下ろした、その矢先。

「待てよ」

　その背中に正宗は言葉をぶつけた。

　優は正宗を覗のぞき見みて、ぎょっとした。

　いまだに怒おこっている。

　優は嫌な予感がした。

「イヤミなヤツだな。どんだけ優秀か知らないけど、そんなだから、クラスでも孤立しているんだよ」

　予感は当たってしまった。

　美也子は踏み出しかけた足を、ぴたりと止めた。

「なんやて？」

「だって、そうじゃねえか。才能を鼻にかけて、お高くとまって、上から目線でまわりをけなしてばかりだから、誰も近寄らねえじゃねえか」

　優があわてて口を挟もうとするが、正宗は止まらなかった。

　よほど美也子が口にしたイヤミが腹にすえかねたらしい。

「キング・スティングだって、そうだろ。授業で一人でやってるのは、ハンデじゃなくて、本当は友だちがいないからなんじゃねえか？　大会に出ない理由も、それなんだろ。自分以外に四人も集めるなんて大変だもんな」

「志筑さん、言い過ぎです！」

　寧々が口を挟はさんで、ようやく正宗は口を閉ざした。が、はたして間に合っただろうか。優は緊きん張ちようしながら、美也子の様子をうかがう。

　彼かの女じよはゆっくりと振りかえる。いつもの慇懃無礼な笑顔を浮かべる余よ裕ゆうすらないのか、能面のような表情だった。

「そうか、そう思うんや」

　まるで独り言のようにつぶやく。そして。

「……そう思うんやったら、見ておいたらよろしいわ」

　それだけ口にすると、何事もなかったかのようにその場から去っていった。

　美也子の背中が見えなくなるまで見送って、優は大きく息をついた。

「まったくもう、ヒヤヒヤしたよ。また美也子さまが、暴れるんじゃないかと思ってさ。最悪、正宗を盾にすることまで考えたよ」

「おいっ!?　ひどくないか、それ」

「だって悪いのは、正宗だろ？」

「いや、だってよ。俺おれだけならまだしも、頑張っている城田たちにまでイヤミを言われたら、そりゃあ腹が立つじゃねえか」

「あれ？　自分がバカにされて怒ったんじゃないの？」

「俺はバカにされるのは、それなりに慣れてるんだよ」

「なんで偉そうに言ってるのさ」

　苦く笑しようする優の横で、陽菜は目をぱちくりさせていた。

「……私たちの、ため……？」

　陽菜のつぶやきを耳にして、優はもしやと思った。

　――これはこれは、ひょっとしたら、ひょっとするかな。

　優はさらに、ちらりと寧々に目をやった。幸か不幸か、寧々は陽菜の様子には気づいていなかった。むしろ美也子への正宗の悪態を気にしているらしく「やっぱり、志筑さんのいまの言い方は、よくありません。そもそも美也子さんは、頑張れと励はげましてくれたじゃないですか。いつイヤミなんて、言ったんですか」などと、叱っていた。

　ちょうどそのとき、下校の時刻を知らせるチャイムが鳴った。

　弱り切っていた正宗は、あからさまに救われた顔をした。

「おっと！　そろそろ帰る準備をしないとな。おらー、片づけるぞ」

「志筑さん、ちゃんと聞いてますか。もうっ」

　優は苦笑しながら、みんなのあとを追って体育館へ足を運んだ。




　　　※　※




　この学園には自由がない、とは寧々の弁であるが、それは外出の自由だけに留まらない。

　能力についてのアレコレはもちろん、能力者が誰それに惚ほれているという話までが機密情報扱いとなっていて、外部にもらすことは固く禁じられているのだ。

　これは有能な能力者が、国の内外のあらゆる機関から狙ねらわれていることを示しており、周囲の人物が巻きこまれる可能性も危惧されているためだ。

　ともあれ、そんな事情のせいで、学生たちはケータイを持つことを許されていない。各部屋に、骨董品ではないかと思われるような黒電話があるだけで、しかもそれだって学園の外部とはつながっていない。学校の職員室や、学生同士で会話するためだけに、もっぱら使われている。

　正宗と優の部屋。その電話が鳴った。

　リビングにいた正宗は、ちょっと驚おどろきながらも、その電話に出る。

「もしもし」

「！　……………………」

　ガチャ。ツーツーツーツー。

　切れてしまった。

「なに、どうしたの？」

　リビングのソファーに腰掛け、ローテーブルにペットボトルロケットを並べていた優が振ふり返った。かたわらにはボール紙やらハサミやらセロハンテープやらが、転がっている。

「ん？　間ま違ちがい電話か。もしくはイタズラ電話だな。何もいわずに切りやがった」

「ふーん」

　優は何げなくこたえて、ペットボトルロケット製作に戻ろうとして、いきなり振り返った。

「正宗が出たら何も言わないで、切れちゃったの？」

「ああ、そうだけど？」

「……そう」

　優は虚空を見つめて、考えること一秒。

「わかった。それ、たぶんもう一回かかってくるよ」

「なんでそんなことわかるんだよ」

「だって明日は、いよいよキング・スティングの日だろ？」

　そんなことは正宗だってわかっている。

　目にしたカレンダーの明日の日付には丸印までつけてあった。バツ印が並んだ今日までの日付の下には、チームメンバーそれぞれの達成目標が書かれていて、さらに「みんな、やってくれたぜ」と言わんばかりに、チェックが付けられていた。

　正宗の気力も充じゆう実じつしていた。あとは万全の体調でのぞむために、まだ早い時間だけど、眠ねむってしまおうかと思っていたところだ。

「キング・スティングと、いまの電話と、どう関係があるって言うんだよ」

　正宗のもっともな質問にも優はこたえなかった。

　かわりに、ポンっと手を叩く。

「そうだ。僕ぼく、ちょっとコンビニ行ってくるよ。カッターの刃はがなくなっちゃってさ」

「ああ？　なんだ、だったら俺が持ってるから、貸して――」

「いいから。いいから。正宗はここにいて。電話を待って、出て。そして思う存分話して。それじゃあね。ばいば～い」

　優はひらひらと手まで振って正宗に別れを告げた。バタンとドアが閉まる。

「なんだ、あいつ？」

　わけがわからない。なんかヤバいものでも食べたのか。それとも正宗が特訓させすぎたせいで、ついに精神に異常を来してしまったのか。

　正宗はそこまで考えて、しばし本気で後こう悔かいの念にかられていた。

　そのとき。

　本当に黒電話が、再び鳴った。

　――優のヤツ、予言者か？

　などと思った次の瞬間、正宗はははぁんと笑えみを漏らした。

　きっとこれは優だろう。何が楽しいのかわからないが優はときおり、しょうもないイタズラを仕掛けてくる。これもそのひとつなのだろう。

　――まったく、あいつは。

　ため息をついて、正宗は電話を取る。

「おい、優。あのな、明日はスティング本番だっていうのに、何、遊んでるんだよ！」

　電話の向こうで、息を呑のむ気配がした。

　しぃんと静まり返る。

　正宗は不ふ穏おんに思った。

　優だったらすぐに謝るなり、からから笑いだすなり、なにかしらの反応があってしかるべきだ。しかし、それがない。

　沈黙が長すぎる。

　そして。




「あ。あの……ごめんなさい。御厨です」




　顔から血の気が引いた。冷ひや汗あせがどっと吹ふきだして、危うく受話器を取り落としそうになった。

「ああ、ごめん！　違う、これにはわけがあって。さっき無言のイタズラ電話があって、それでつい勘違いした。本当、悪かった。……ああっ、もう。まったく大事な日の前に、迷めい惑わくなヤツもいるもんだよな！」

　正宗が、一通り怒鳴り散らしたあと。

　寧々が、おそるおそる口を開く。

「……あ、あの……それ、わたしなんです。……ごめんなさい」

「え？」

　唖あ然ぜんとして正宗は声も出ない。

「さっきの無言電話が？」

　なんで彼女が正宗に電話をしたのか。どんな用だったのか。それになぜ何も言わずに、突然切れたのか。

　いくつもの疑問が、正宗の脳裏に浮かぶ。

　その気配を感じたのかもしれない。今度は寧々が、あわてて口を開いた。

「あ、あの、えっと、あの。その！　明日の作戦を立てようって、陽菜ちゃんがわたしの部屋に来てて、いろいろ話していたんですけど、いきなり志筑さんに電話しようとか言い出して、強ごう引いんに電話かけちゃって、しかもつながったと思ったら突然わたしに受話器を渡すから、どうしたらいいかわからなくなってしまって……ごめんなさい」

　最後の謝罪は消え入りそうなほど、か細い声だった。

　さすがに悪いと思ったのか。

『ごめんねー、志筑ー。ねねりんは悪くないから』

　能天気に謝る陽菜の声が遠くから聞こえてきた。

『あー、じゃあ、おわびにちょっと席を外すねー』

　なぜそれがお詫わびになるのか。それはむしろ逃走なんじゃないのか。正宗はそう思うが、問いつめるよりも早く電話の向こう側で、ドアの閉まる音が聞こえた。

　逃げ足が速い。

　その特技は、スティングのときにだけ活かしてほしいと、正宗はとみに思う。

「まったく困ったヤツだな、あいつも」

「ええ、本当です」

　正宗と寧々のため息が重なった。

　そのことに気がついて、二人は同時にくすりと笑った。

「……でも、陽菜ちゃんには、ちょっとだけ感謝もしてるんです。わたしだけだったら、きっとこんなふうに……」

「ん？　こんなふうに、何？」

　聞き返すと、わずかながら間があいた。

「いえ！　なんでもありません。気になさらないでください！」

「ええ？　気になるな、かえって」

「いいんです、なんでもないんですっ！」

　寧々がこんなに語気を荒らげるなんて珍めずらしい。

　そんなふうにムキになる寧々も、なんだか可愛く思えた。

　――まだちょっと気になるけど、それはいっか。

　この話は、おいておくとして。かわりの話題といったら、ひとつしか思いつかなかった。

「いよいよ明日だな。キング・スティング」

「あ、はい。――そうですね」

　気を取り直した寧々の、その声こわ音ねがいつもと違った。

「もしかして、ちょっと緊張してる？」

「わ、わかりますか？」

　やっぱりそうだった。

「まあね」

　正宗は思わず、くすりと笑ってしまう。

「な、何も笑うことないじゃないですか!?」

「ごめん、ごめん」

　その反応が面白くて、正宗はまた笑ってしまった。寧々は電話の向こうでしばし拗ねていた様子だが、ふいにつられるように笑いだした。

　ひとしきり、そんな時間がすぎて。正宗は気を取り直して、大おお真面目まじめに言った。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あんなに頑張ったんだ。きっと結果は出るよ」

「はい。きっと、そうですよね。……ありがとうございます。これもみんな、志筑さんのおかげです」

「ははは。まだお礼、言われるのは早いって」

　まだ勝ってもいないのに、寧々が頭を下げている光景が目に浮うかんだ。

　そして正宗は思いなおす。

「……いや。そのセリフは違うよ。みんなで頑張って、一いつ緒しよになって勝ち取るんだから。御厨さんには、『ありがとう』って頭下げられるんじゃなくて、『やりましたね』ってハイタッチしてもらいたいな」

　一いつ瞬しゆんの間。

　勢いで言ったものの、正宗は急に恥はずかしくなってきた。

「うわ。なんかカッコつけすぎ？　ちょっと、いまの忘れて」

「だ、だめです。そんなの。忘れません。ちょっと感動しました」

　寧々の声は真剣そのもの。からかうような響ひびきは微塵もない。

「そうですよね。一緒にハイタッチしましょう！」

　そのときの寧々の弾ける笑顔が、正宗にはまざまざと見えるようだった。

　それはもう勝利の女神の微笑みに他ほかならない。

　もはや勝ったも同然。

　怖こわいものは何もない、正宗は本気でそう思っていた。




　　　※　※




　だがしかし。

　正宗の勝利の予感は、翌日になってあっさりと裏切られてしまう。

　締め切りギリギリになって宝蔵院美也子が、キング・スティングにエントリーしたのだ。

　そして。

　トーナメントの二回戦目で、美也子のチームと当たるクジ運の悪さを、正宗は発揮した。







五章







　キング・スティング初戦。

　序盤ながら、戦局は佳境を迎むかえようとしていた。







「なに？　人ひと影かげがそんなに？　どういうことだ!?　――〝中の人なんていないパペツトマスター〟だって？　待て。仁に科しなの能力は一体が限度じゃないのか？」

　見つけ出した敵の中枢部。

　敵のキングは無線を手に困惑していた。

　――うまく行っているみたいだな。

　正まさ宗むねはほくそ笑む。

　ここは学園敷しき地ち内ないの森の中だった。

　フィールドには赤いテープが張られており、その中に両チームのキングが入った瞬しゆん間かん、試合がスタートする。このフィールド内で敵のキングを探し、倒さねばならない。

　今回、正宗が考えた作戦は、いたって単純だった。

　まずキングを寧ね々ねにして、フィールドの端はしから動かさない。

　その寧々を、七なな海みの能力によって操った十体のマネキンで守っていた。

　とにかくその身を盾にしてでも、守備に徹する。主な反撃手段は優ゆうの〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟によるペットボトルロケット。狙いを定めにくいが、そこは物量を重視。敵を近づけさせず弾幕を張り続けている。

　そして陽ひ菜なは、その能力を活かして西側にいる敵陣へと突撃していた。彼女を仕留めるのは、敵にとって至難の業だろう。

　寧々の〝聖女の加護アヴエ・マリア〟によって〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟の効果時間は十秒に伸びている。戦場での十秒は短くない。いまのところ敵陣に踏み込めないまでも、繰り出される攻こう撃げきをすべて避けているらしい。

　ちなみに陽菜の相手を攻撃する手段は、いつか目にしたパチンコという、いたって原始的なものだ。能力者の前ではいささか決め手に欠けるようで、戦況は膠着している。

　が、それでいい。

　なぜなら主な攻手に見える陽菜は、じつは囮おとり。敵の目を集めて時間を稼げれば目的は達成している。

「おい？　もう一人――志し筑づきはどこに行った？　誰だれか倒した覚えあるか？」

　それは、ないはずだ。

　なぜなら正宗は、いまここにいるのだから。

　正宗は体中に枯れ枝と木の葉を付けて、匍匐前進で敵陣に侵しん入にゆうしていた。

　敵キングの背後にある茂しげみにまで到達していた。

　本当の攻撃役は、正宗なのだ。

　まさか能無しのはずの正宗が、喉のど元もとまで来ているとは思っていないらしい。長身でひょろりとした男子生徒の横顔が、はっきりと見て取れる距きよ離りまで来ていた。

　敵のキングの能力はわかっていた。

　短気な性格らしく、ケンカで何度も能力を使うところを目もく撃げきされていた。ある意味、有名人だった。

〝氷結遊戯コールドプレイ〟――簡単に言えば、冷気を生み出す能力だ。

　しかも空気中に水分が一定以上あれば、それを直接凍こおらせて分厚い氷の壁かべを生み出すことができる。

　その準備のために彼はときおり、用意したボトルの水をあたりにまいていた。拳銃の弾丸だろうが受け止められる氷の壁は、なるほど、守備を要とするキング役には、うってつけかもしれない。

　しかしその能力は相手に懐まで入られると、自らも危険なために使えないという欠点があった。

　いま正宗は、敵キングの背後を取っていた。ゆっくりと立ち上がって、その背中に歩み寄る。

　あと三歩の距離。

　あとは声をかけながら踏み込んで、振り返ったところに拳をたたき込めばＯＫ――の、はずだった。

　ずしっ。

　踏み込んだ正宗の左足が、地面にめり込むほどに重くなった。

　まるでアンクルウェイトを数十個ぐらい付けたような重さにバランスを崩くずして、右足をつく。そちらも同じように重くなり、ついに膝ひざをついて、両手をついた。

　とにかく重い。歩くことはおろか、地面をなめないよう耐えるだけで精いっぱいだった。

「あっぶないわねー、もう。油断しないでよね」

　正宗の背後から女子生徒の声がした。身体にかかる大きな重力のために振り返ることもできない。

　敵のキングに歩み寄ってきたその足が、正宗の視界に入る。

　なかなかに立派なサイズだった。

「おお。助かったよ、板東」

　どうやら正宗も背後を取られていたらしい。自らの不覚を呪うが、まだ負けたわけではない。なんとか立ち上がろうと両足に力を込めるが、ダメだった。

「無理しない方がいいわよ。私の〝超々重力グラビテイー〟に、なんの能力もないアンタが太刀打ちできるわけなんてないんだからさ。下手すると骨が折れるよ？」

　顔が見えないが、能力者の女子の声が癇に障った。

　敵の動きを止められるこの能力――なるほど、キング・スティングにおいて重宝する力に違ちがいない。優勝候補のひとつと噂うわさされるのも、わかる気がした。

　正宗はなんとか首だけでも持ち上げて、目の前の敵キングを見やった。ジャケットの胸むな元もとについているカプセルと、その上の口元まで見えた。敵は勝利を確信し、にやりと笑っている。

　切り札を切るなら、いましかなかった。

　脳内で呼び覚ます。鷺さぎの宮みや綾あや乃のが得意とする電でん撃げきのイメージが身体によみがえる。

　地面からわずかに浮かせた右手に、青白いスパークが走った。

「何っ!?」

「まさか、いつの間に！」

　二人の顔色が変わるが、もう遅おそい。

　電撃ならば、さして重力の影えい響きようも受けない。

　この距離なら、外しようがない。

「食らえ」

　全身全霊の力を込めて、正宗はキングの胸元めがけて電撃を放った。

「ぐああああぁぁぁぁぁっ」

　キングは軽く吹き飛んだ。そして。

　パリンッ。

　カプセルが破は壊かいされる。

『勝者、志筑チーム。一回戦、突破おめでとう！』

　フィールドのポイントに敷設されたスピーカーが大音量で、正宗たちの勝利を告げた。




　　　※　※




　第二試合。

　正宗たちのチームは高等部旧校舎の中庭に陣じん取どって、対決の時を待ち構えていた。

　キング・スティングは、両チームのキングがフィールド内に入った瞬間から開始となり、備えつけられたスピーカーからサイレンが流れる。

　それがまだないのだから、美み也や子こたちはフィールドに踏ふみ込んでいないのだろう。

　敵がどこから来るかわからないが、ほぼフィールドの中央に本陣を構えた以上、いきなり戦闘にはなりそうにない。

　初めて美也子と戦ったときは、なんの準備もできずに追われるだけだった。

　だが今度は違う。

「この前のようにはいかないぜ。見てろよ、宝ほう蔵ぞう院いん」

　正宗が、独りごちた瞬間。

　ぽかっ。

　背後から陽菜に殴なぐられた。

「何をカッコつけてるのよ！　できるなら美也子となんて戦いたくなかったのに、誰のせいでこんなことになっていると思っているの！」

「いやあ、だってよ。あんなすんなり、四人集めてチームを組んで、大会に出場してくるなんて思わなかったからさ。俺なんて、メンバー集めるの、目め茶ちや苦く茶ちや苦労したのに」

「あんたと、Ａランクを一緒にするなぁ！」

　美也子がその気になって声をかければ、集まる生徒は少なくなかった。

　なにしろ美也子はＡランクで、キング・スティングにおいては一対五でも余裕で勝ってしまうバランスブレイカーなのだ。

　チームメイトにしてみれば、何もしなくてもランクアップのポイントを得られるようなもので、こんなに美味おいしい話はない。

「ねねりんからも、なんか言ってやって！」

　陽菜は隣となりにいた寧々に話を振る。

　が、すぐに反応しなかった。

「ねねりん？」

「……え？　あ。ごめんなさい、陽菜ちゃん。なんですか？」

　どうやら、ぼんやりしていたらしい。珍しい。

「なんだ？　もしかして体調でも悪いのか？」

「え？　あ、いや。そんなことないですよ？　元気です」

「緊張してるのよ。なにせ相手は、あの美也子だもん」

　そこで優が口を挟んだ。

「なんでも一回戦では美也子さま一人で、一度に全員を相手にして倒しちゃったって聞いたよ。しかも指一本触ふれさせないでさ。さして名のある対戦相手ではなかったとはいえさ」

　七海もこくこくと大きくうなずく。あまり他人と噂話をするタイプではない七海の耳にまで入っているとは。

「あいかわらず、とんでもねえな」

　そして、そんな美也子ですらＡランクとなると、寧々の目指すＳランクというのは果てし無く遠い存在だと、あらためて思い知らされる。

「そんな相手に、こっちは戦力ダウンだもんね」

「正宗の能力が使い捨てってのは、正直言って痛いよ」

　陽菜と優の視線が、正宗には痛かった。

　正宗の力はキスの時間や、深さによって変わってくる。この間、綾乃を人工呼吸したときのチャージ分は、すでに使い果たしていた。

　そのせいか右手にあったホクロが消えている。

「それはまあ、なんとかするよ」

「なんとかって、どうやって？」

「あ、あー。それは――」

　正宗は考える。試合と試合の合間の三十分で、ダメもとで他の女の子に能力を貸してもらえないか頼んでまわった。

　しかし、やはりそう簡単に、ことは運ばない。

　さりとて、正宗に新たな作戦があるわけではない。

「……なあ、城しろ田た」

「ダメ」

「まだ何も言ってないだろ」

「私とキスしたいって言うんでしょ」

　その瞬間、隣の寧々は小さく息を呑んだ。

「違う。おまえの能力を貸してくれって言ってるんだよ」

「やること一緒でしょ！」

「気持ちが違うだろ。――ああ、もう。その議論はおいといてだな。おまえの力が必要なんだよ。〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟なら、俺が万一、敵に見つかっても、なんとか攻撃を避さけられるかもしれない。もちろん、宝蔵院の〝光速の神槍グングニル〟の前には無力かもしれないけど、今度は他にも敵がいるからな」

「そ、そりゃあ、話はわかるけど――」

　陽菜は渋しぶっている。

　それも長足の進歩だと正宗は思う。

　以前なら、とりつく島もなく断られていた。もっと説得したら理解してもらえるかもと口を開きかけた、そのとき。

「寧々ちゃん、どこに行くの？」

　優が声をあげた。

　寧々は正宗たちに背中を向けたまま、振り返かえらない。

「えっと、あの……ちょっと、見回りに……」

「おいおい。そんなのキングのやることじゃないだろ。御み厨くりやさんは、おとなしく本陣にいてくれよ」

「イヤです！」

　あまりの大きな声に正宗はびっくりした。

　陽菜に優、七海まで緊張した。

「な、なんで……？」

　寧々は背を向けたまま、まるで絞り出すように答えた。

「だって。陽菜ちゃんと志筑さん、キスするんでしょう？」

　正宗よりも早く、陽菜が反応する。

「そんなことないって！　なんで勝手に決めてるの」

「……本当ですか？」

　寧々が肩かたごしに振り返って、陽菜を見やった。

　その目が何を語っていたのか。それは向けられた陽菜本人にしか、わからない。

　ただ陽菜は、即そく答とうできなかった。

「いいんです。わかっていますから。外出権を取るためにはＳランクにならなくちゃいけなくて、そのためには頑張らなきゃいけなくて、勝たなきゃいけなくて、志筑さんの能力を活かさなきゃいけない。だからわたし以外の誰かとキスしなきゃいけない」

　寧々の能力の効果時間は、およそ二十分。

　キング・スティングはおおよそ十分前後で決着がつくのが常だ。さらに滅めつ多たにないが、二十分たっても決着がつかない場合、その時点で生き残っていた人数の多い方のチームが勝者となる。

　つまり正宗は寧々の力を借りても使う機会がなく、だから唇くちびるを交わそうとも頼んでいない。

　正宗が寧々とキスをすることがあるならば、それはきちんと告白して恋こい人びとになったとき。――そんなことを正宗は密かに思っている。

　もちろん寧々は、それを知らない。

「志筑さんが悪くないことは、わたしだってわかっています」

　寧々は言葉を口にすればするほど、感情があふれ出すようだった。

「それに、わたしが責められるはずありません。わたしなんて、みんなを送り出したら、ただ黙だまって見ているしかできないんですから」

　キング・スティングは、開始の合図があるまで、参加者の能力の使用を禁止している。ゆえに寧々は開戦と同時に、みんなに〝聖女の加護アヴエ・マリア〟を使う。

　そしてそのあとは、何もすることがない。

　というより、何もできない。

「わたしにだって、わかっているんです」

「だったら……」

　何が不満なのか。

　正宗には、よくわからない。

　ただ寧々が傷ついていることだけは理解できた。

　その目に、光るものを見つけたから。

「でも、でも……わたしはもう、志筑さんがキスするところなんて、見たくないんです！」

　寧々はその場から逃にげるように、走り去った。

　正宗は呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送った。

　――なんだ？　それって、どういう意味だ？　まさか御厨さんは、俺のことを……？

　正宗は自問し、首を横に振った。

　――いやいやいや、まさかまさか。そんなうまい話、そうそうあるわけない。生まれてこの方、モテたことはないんだ。俺も都合のいい妄もう想そうばっかりしている場合じゃないだろ。きっと何か他に理由があるはずだ。

　だが。その理由をさっぱり思いつかず、正宗は途と方ほうに暮れた。

　そこで、いきなり。

　陽菜に背中を蹴飛ばされた。さらにほぼ同時に、腰こしにテディベアのタックルを食らう。

「痛ってえな！　二人して何すんだ!?　バカ」

「バカはこっちのセリフよ。いますぐ追え！　じゃないと、もっかい蹴るわよ」

『次は噛かみつくぞ！　朴念仁』

　さらに優にまで、冷たく突き放された。

「寧々ちゃんを連れ戻もどしてこないと、正宗とは今後一切口を利きかない」

　その目は本気だった。

「ああ、わかった、わかった！　言ってくるよ――ああ、それと、陽菜」

「何よ！」

「あんまり足を振り上あげると、パンツ見えるぞ」

　正宗は寧々のあとを追いかける。

　その背中に、追い撃うちするように陽菜の罵ば声せいが飛んできた。







　寧々は旧校舎の渡わたり廊ろう下かを抜ぬけて、体育館へ向かっていた。さらに土足のまま体育館を突っ切り、反対側の出口から飛び出した。

「御厨さん！」

　ようやく追いついた正宗が呼び止めた。体育館の中に、その声が反響していく。

　寧々の足が、止まった。

　振り返った寧々の頬ほほは、まだ涙なみだで濡ぬれていた。眉まゆをつり上げて怒おこってもいた。そして。

　少しだけ嬉うれしそうな目をした。

　来てくれてよかった。そんな心の声を聞いた気がした。

　まるで自信はないけれど。

　とにかく大声で引き止めようと、正宗は大きく息を吸い込んだ。

　そのときあたりに、サイレンが鳴り響いた。正宗と寧々は反射的に、体育館の壁にかかったスピーカーを見上げた。

　敵のキングが、フィールド内に入ったために、ついにスティングがはじまったのだ。

　美也子が襲おそってくるまで、多少の時間はあるとはいえ、のんびりもしていられない。早く寧々をみんなの元に連れ戻さなければ。

　正宗は視線を寧々に戻した。

　目を瞠みはった。




　寧々のすぐ背後に、美也子がいた。




　ここはフィールドのほぼ中央。いくらなんでも遭遇するには早すぎる。

　戸と惑まどう正宗をあざ笑うかのように、美也子は目を細めた。

　寧々が気配に気がついて振り返ったときには、もう遅かった。胸元に指先を突きつけられて、手を挙げるしかない。

　正宗は反射的に駆かけ寄ろうとする。

　美也子は一度深く目を閉じて開けた。指先を体育館の屋根に向けて、なぎ払うようにレーザービームを放った。

　天てん井じようが崩れる。

　瓦が礫れきが正宗の目の前に落ちてきた。

　正宗はあわてて下がるしかない。舞い上がる砂ぼこりに視界を閉ざされ、げほげほと咳せき込む。

　そんな中でもしっかりと、美也子の声は届いてきた。

「すぐに終わらせたら、面おも白しろくあらへんやろ。せやから、ちいと遊んだる。校舎裏まで、志筑正宗一人で来るんや。ええな？」
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「卑ひ怯きような手を使いやがって」

　正宗は中庭にあった木を力いっぱい蹴飛ばした。加減できていなくて、かなり痛かった。うずくまって、爪つま先さきを押おさえたいところだが、カッコ悪すぎるので、なんとかこらえる。

　戻ってきた陽菜は、首を横に振ふった。

「残念だけど、ルール違い反はんではないんだって」

　キング・スティングのルールについて急いで、教師に確かく認にんを取りに行っていたのだ。

　ゲームのスタートは、両チームの〝キング〟が入場した瞬間。

　そのときまで能力を使ってはいけない。

　ゆえに通常、地の利を得るため、なるべく早くフィールドに入ろうとする。

　また、正宗たちのチームのようにフィールドの中央付近に構えていた場合、どこから敵のキングが入っても多少の時間が稼かせげる。寧々の力を活かすためにも急戦を避けたい正宗にとっては、絶好のポジションだった。

　そのはずなのに、開始五秒で美也子に襲われた。

　なぜか。

　答えは簡単。

　美也子が、キングではなかったからだ。

　優はため息まじりに、つぶやく。

「前の試合で美也子さまがキングだったから、今回も当然そうだろうと思い込んでいたよ。でも、たしかに彼かの女じよがキングである必要もなかったんだよね。味方のキングが倒される前に、僕ぼくらを見つけて倒たおせば、それでいいんだから」

　キングでなければ、フィールド内に入っても開始の合図は出されない。

　美也子は密かにフィールド内に入って正宗たちを探し出し、キングの寧々を見つけたタイミングで指示して、味方のキングを呼び入れたのだろう。

「ルールの盲点をついただけで反則なわけじゃない。――もっとも、僕たち相手にそこまでやるなんて、美也子さまも相当ムキになっているよね」

　微び苦く笑しようすら浮かべる優に、正宗はついカッとなった。

「よく笑っていられるな。あのな、御厨さんは、俺おれの見ている前で……」

　唾つばを飛ばしかねない勢いで怒ど鳴なる正宗だったが、最後まで言えなかった。

　ぎゅっ。

　優に抱だきしめられた。

「お、おいっ!?」

「落ち着けよ。熱くなったところで、事態は好転しないよ」

　正宗の耳もとで優がささやく。暴れて振りほどこうとした正宗の力が、抜け落おちた。ものすごくテレ臭いが、不思議と嫌ではなかった。

　そしてなんで優は、こんなに優やさしい匂においがするのか。じつは男じゃないんじゃないかという疑いを、また強くした瞬間でもあった。

「……。わかったよ。わかったから、放してくれ」

　解放されて、正宗は大きく深呼吸をする。

　優の言う通りではある。

　憤いきどおったところで解決するなら、苦労はない。

　いま必要なのは、具体的な作戦だ。

　陽菜も正宗に目を向けた。

「怒っているのは、志筑だけじゃないよ」

　その隣で七海が、こくりとうなずいた。

　三人の視線を一身に受けて、正宗は思う。

　いま、自分は一人ではない、と。

　せっかくチームに入ってもらったのに、いざというときに自分一人で戦っているつもりになっていた。

　これでは美也子と戦う前に、負けたようなものだ。

「よし。それじゃあ、みんなも考えてほしい。俺たちは、どうしたらいいと思う？」

　正宗の問いかけに、陽菜はまるで自分に言い聞かせるように答えた。

「もう、これしかないと思う。ねねりんを救い出すためだもん、仕方ないよね」

『オレも……いや……』

　しゃべっていたテディベアが、こてんと横倒しになった。どうしたのかと思っていたら、別の角度から声がかかった。

「……ワタシも覚かく悟ごを決めた。……正宗になら……まかせてもいいと思う……」

　正宗だけでなく、その場にいた全員が目を瞠った。

　七海の声を、はじめて聞いた。




　　　※　※




　旧校舎裏は、廃材の仮置き場になっていた。

　高レベルの能力者が暴れれば、コンクリートだろうが鉄骨だろうが、あっと言う間に瓦礫と化す。キング・スティングのフィールドのひとつとして使われていることもあって、廃材の量は相当なものだった。

　正宗は腰の高さほどもあるコンクリートの塊の陰かげめがけて、勢いよく飛び込んだ。

　その瞬間、瓦礫の隅っこにレーザービームが命中した。

　焦げあとがついて、白煙があたりに漂ただよう。

「美也子さんっ！　やめてください！　志筑さんが死んじゃいます」

　寧々の悲痛な声が響く。

　のぞき見れば生えていた木の幹に、後ろ手に縛られているらしい。あとが残るほどのきつい拘こう束そくではなさそうだが、それでも寧々の細ほそ腕うででは抜け出せないだろう。

　そのかたわらに美也子が立っていた。

　彼我の距離は五十メートル近くあるが、哄笑する美也子の表情までがはっきり見えた。

「大げさやな。大丈夫や、きちんとリミッターはつけとる」

　たしかに美也子の右手には、手て袋ぶくろが嵌められていた。

　美也子はふいに目を閉じて開く。

　その途と端たん、またもレーザーが放たれた。

　今度は正宗の背後にある校舎の二階のガラスに当たって、派手な音をたてて割れた。破は片へんが正宗の近くにまで雨あられと降ってきて、あわててその場から逃げ出だし、別の瓦礫に身を寄せる。

「あいかわらず、見境なしかよ！」

　正宗は怒鳴るが、美也子の耳には届いていないようだ。

「何が『どんだけ優ゆう秀しゆうか知らないけど、そんなだから、クラスでも孤立しているんだよ』や。せやからどうせウチは参加できんと、タカをくくっておったんやろ」

　どうやら正宗が口にしたひと言を、一字一句正確に記憶していたらしい。

　よっぽど腹に据えかねたに違いない。

「ウチかて、一緒に組んでくれる友だちぐらい、おるに決まってるやろっ！」

　美也子は深く目を閉じて、また開く。レーザーが発射される。

　今度は可燃性のゴミが、音を立てて燃え上がった。

「まったく志筑といい、城田といい――どいつもこいつも優秀やとか才能やとか、ホンマ好き勝手なこと言うてくれて。腹立つ！」

　ようやく正宗は、美也子がここまで憤る理由がわかった気がした。

　人の怒いかりは、そんなに持続しない。

　長続きさせるためには、継続的に燃料が投下される必要がある。

　同じクラスとはいえ、正宗はそんなに美也子と接点はない。会話を交かわした回数だって、数えられるほどだ。

　美也子は正宗個人に憤っているのではない。

　正宗をはじめとする〝周囲の目〟に怒っている。たまたま爆ばく発はつさせたのが正宗だっただけだ。

　――なんだよ、ほとんど八つ当たりじゃねえか。

　正宗は内心、毒づいた。

　美也子はまたもレーザーを放つ。

　正宗は悲鳴をあげながら、近くの瓦礫に身を躍らせた。いまはこうして少しずつ近づいていくしか手はない。

「いつ、誰が才能を鼻にかけたんや？　冗じよう談だんやない。ウチが才能だけでＡランクになったわけないやろ」

「なんだよ。違うのか？」

「いい加減にしい。これでもウチは努力したんや。幼稚園の頃ころは、ウチもＥランクやったし、それこそ毎日毎日、練習漬けやったのに、それを知りもせんと！」

　正宗は我わが耳を疑った。

　美也子が、そんな努力家だったとは、にわかには信じがたかった。

　正宗の知る美也子は高飛車で、偉そうで、化け物じみた強さを持っていた。

　そんな時期がかつてあったなんて、想像もできない。

　また新しい瓦礫の陰に身を寄せながら、正宗は大声で問いかけた。

「だったら、なんで、いま頑がん張ばっている城田相手に、あんなイヤミを言えるんだよ」

「言うてない！　あれは、ウチの……」

　美也子が言いよどんだ。

　憤りに震える声こわ音ねも、いつもの高飛車な響ひびきもない。

　正宗は不思議に思った。大きく息をついて覚悟を決めて、顔をのぞかせた。

　美也子はまるで。

　苦痛をこらえるような表情をしていた。

　自分の不器用さがもどかしくて、どうすればいいかわからなくて、イラついている。

　それは正宗にも、わかる気がした。

　正宗も女心がわからなくて、いつも途方にくれているから。それがわかれば、寧々をこうして連れ去られることもなかったはずだから。

　そう。いまの美也子と同じ顔を、きっと正宗もしたことがあるのだ。

　美也子は、すねたように顔を背そむけた。

「もう、ええ。そんなことは」

　本当は、よくない。

　気がついてほしい。

　そんな美也子の心の声を聞いた気がした瞬間、正宗はすべてを理解した。

　正宗と美也子が言い争いになった、あのとき美也子は、こう口にした。

『大変やろうからな。せいぜい頑張るとよろしいわ』

　あれはてっきり美也子のイヤミなのだと、正宗は思っていた。

　思い返せば、寧々はきちんとわかっていた。そんな寧々のように、素す直なおに受け止めれば良かったのだ。

「あれはおまえなりの、激励だったんだな」

　正宗は反省した。

　美也子が優秀だから、高飛車でひねくれた性格だから――そんな理由で、勝手に激励をゆがめていたのは、正宗たちの方だった。

　美也子はきっと本気で陽菜たちを励はげましたかったのだ。

「宝蔵院！」

　正宗は声を張り上げると、瓦礫の陰から飛び出して、すぐさま。

　深々と頭を下げた。

「すまなかった、ごめん。誤解していたのは謝あやまる！」

「なっ……何をいまさら……!?」

　正宗は顔をあげて、美也子を見つめた。

　正直なところ、正宗は美也子を見直していた。

　ただの天才で、イヤなヤツかと思っていたが、自分と似た不器用な女の子だと思うと、親近感もわいた。

　しかしだからこそ、いま、美也子に言わねばならないと思う。

　言ってやるのが、優しさなような気がするから。

「だけど、宝蔵院。おまえが孤立してるってのは、事実だから謝らねえぞ」

　美也子のすぐそばで聞いていた寧々の方が反応は早かった。遠目にも、その顔が青ざめたのがわかる。

「……なん、やて？」

　美也子の声音に怒気が混じった。反射的に気押されそうになるが、ここで負けてはならない。

　それは美也子を「才さい花か学がく園えんＡランクの美也子さま」として、遠ざけることになってしまう。それは可か哀わいそうに思った。

　正宗は、同い年で同じクラスのただの女子生徒、宝蔵院美也子に言い放つ。

「だってそうだろう。振り返ってみろよ。前の試合はおまえ一人で全員片づけちまうし、いまも一人で乗り込んできてる。誰の手も借りようとしないってことは、つまりは誰も信用してないんだよ。まわりと壁を作っているのは、他でもない。おまえ自身なんだよ」

　ここが美也子の弱点だと、心の傷だと確信しているがゆえに、正宗も辛かった。

　美也子はまるで横よこっ面つらを叩たたかれたような顔をしていた。

「そんな、ウチが壁を作っているって？　そないなこと、あるわけないやろ」

「あるんだよ、それが」

「なんであんたに、そんなことがわかるんや。まだ会って間もないのに」

「わかるよ、それぐらい。俺も同じだったからな」

　なにしろ正宗自身、さっきまで一人で戦っている気になっていた。

　仲間に怒られて気がついた。

　自分は一人じゃない、と。

　もっと仲間を頼っていいのだ、と。

　口を真一文字に結んでいた美也子が、ふいに声をあげた。

「何や、そんな――カッコつけよってからに！」

　ちょっと涙目にすらなっていた。

　まるで、だだをこねる子どものようだと正宗は思ったが、そんなのん気なことばかりも言っていられない。

　美也子は正宗をにらみつけて、八つ当たり気味に右手をかかげた。

　二十メートルを切ったこの距きよ離りは、美也子にとって、ゼロに等しい。

　美也子が深く目を閉じる。

　――ヤバい。

　だてに正宗も、レーザー発射の瞬しゆん間かんを何度も見たわけじゃない。クセなのか、条件なのかはわからない。

　ただ、美也子は発射の直前、いつも深く目を閉じる。

　さらに言えば目を開けたら、すぐにレーザーを放っている。

「うおおおっ!?」

　正宗は、近くの物陰に飛び込んだ。

　さっきまで正宗の胸元があった場所を素通りして、うしろの校舎の壁かべが焼け焦げ、穴があいた。

　リミッターがついているにもかかわらず、この威い力りよく。もしリミッターがなければ、校舎の向こう側まで大穴があいていたに違いない。

　いままで黙っていた寧々が、我慢できずに叫ぶ。

「美也子さん、落ち着いてください！」

「何を言うとるの、ウチは落ち着いてるよ？　平気、平気。ちょっと風通しがよくなるだけやから」

「おいっ！　笑えない冗談だな！」

「失礼な。ウチは笑える冗談しか言わへんよ？」

　美也子はにこりともせずに言い放った。

　正宗は天を仰ぐ。

　――はたして、うまくいくか？

　ぶっつけ本番の不安は、まだ残っていた。

　しかし。

　――こうなったら、やるしかないか。

　正宗は大きく深呼吸をして、両頬を挟むように叩いて気合を入れた。

「よし。行こう」

　――みんなの力をあわせて、宝蔵院に勝つんだ。







　志筑正宗は偉そうなことを言ったきり、美也子に姿を見せなくなった。

　山積された瓦礫の陰から陰へと移動しているらしい。

　――まあ、好きにしたらええわ。

　美也子は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

　どこから何をやってきたとしても、相手の狙いは美也子の撃破、ないし寧々の奪還でしかない。

「ひとつ、当ててやろうか」

　美也子から見て右にあるコンクリート塊の陰から声が聞こえた。

　そちらに向き直りながら、美也子は問い返す。

「なんや？」

「その力、発射の前に、しばらく目を閉じないと撃てないんだろ。もうひとつ、ついでに言えば、開けたらすぐに撃たないといけない。違ちがうか？」

　――なかなか鋭するどいやないの。

　その通り。

　美也子が隠かくしているため、ほんの数人にしか知られていないことだが、〝光速の神槍グングニル〟は発射前に体感時間で二秒ほど、目を閉じて集中しなければ撃てない。そんな致命的な欠点がある。

　その二秒間に詰め寄られれば、美也子とて危あやうい。

　しかし逆に言えば、近寄らせなければ、美也子の絶対的優位は変わらない。

　だから半径十メートルの範囲内に、隠れられる瓦礫がないこの位置を選んだ。

　ここならば正宗が何をしてきても――それこそマシンガンによる掃射を受けたとしても、銃弾ごと焼き払はらえる自信がある。

「ふふ。そのとおりやったら、どうなん？」

　しばらく、正宗は口を閉ざす。

　そして。

「……こうするんだよ」

　その声は想定よりも左。別の瓦礫の陰から聞こえた。

　いつの間に移動したのか。

　一いつ瞬しゆんぎょっとしつつも、美也子は正宗の返事の前から、すでに目を閉じている。実質的なスキは一秒。

　目を開け、それを視界に入れる。

　左から来たのは、トラの着ぐるみだった。しかし中に人が入っているにしては、動きに違い和わ感かんがあった。

　美也子が予想外の事態に固まること、コンマ五秒。

　――そうや。〝中の人なんていないパペツトマスター〟を借りたんか。

　正宗の力は誰だれかの能力を、キスによって借り受けるというもの。着ぐるみはついでに借りて、持ってきたのだろう。

　つまり正宗は、七海とキスしたわけだ。

　なんとなく面白くなかった。

　美也子は八つ当たり気味に、トラの着ぐるみを撃ち抜く。

　命中、貫かん通つう。

　瞬間、トラはすさまじい反応を見せた。

　美也子の差し向けた指から逃のがれるように、身をよじったのだ。

〝光速の神槍グングニル〟をかわそうとするなど噴飯ものもいいところ。結果的に胸ではなく、肩に当たったものの、トラの着ぐるみはバランスを崩くずして転倒した。

　がさっ。

　右。さっきまで正宗の声がしていた瓦礫の陰から、またも物音。

　――波状攻こう撃げき。こちらが本命やな。

〝中の人なんていないパペツトマスター〟については、美也子も知っている。

　人の形をした何かを操作できるのは一体だけ。

　次が本命。間ま違ちがいない。

　美也子はまたも目を閉じる。

　こんな緊きん張ちよう感のあるスティングは、なかなかできない。緊張感が、むしろ心地よかった。いつの間にか、自分自身が楽しんでいることに美也子は、気がついた。

　目を開ける。

　その瞬間。

　美也子の余裕は吹き飛んだ。

　さんざん撃ったレーザーのせいか、陽炎のように揺らめく視界一面に――

　何体ものマネキンが現れ、美也子に向かって歩み寄っていた。

　――なんやと!?

　美也子は動揺しながらも、身近にいたマネキンの胸むな元もとにレーザーを命中させた。

　だが、ぼやぼやしてはいられない。

　すぐに目を閉じて、次に備える。

　美也子は考えた。

　どうしてこんなに多数のマネキンを、同時に操あやつれるのか。

　寧々の〝聖女の加護アヴエ・マリア〟を使ったあとなら、話は別だがそれはない。

　かつて「自分一人では何もできない」と聖女の加護アヴエ・マリアについて評した美也子だが、じつはその力を高く買っていた。「一人では何もできなくても、誰かと組まれると厄介だ」と。

　だから授業でやった模擬戦では、その力を使われる前に真っ先に倒したし、今回もまず寧々を押さえた。

　チームメンバーの能力は、ブーストされる前だったはず。

　――なのに、どういうことや？

　ここまで思考するのに二秒。

　美也子は目を開け、次のマネキンの胸元を撃ち抜く。

　が、そこで美也子は追い詰められた。

　マネキンは撃ち抜かれても歩みを止めずに、美也子に近寄ってきた。

　当然といえば当然。

　相手は人ではなく、操られた人形だ。胸を撃ち抜いたところで、止められるはずがない。

「ひっ」

　小さく悲鳴をあげながら、美也子は目を閉じて、あとずさる。

　距離と時間を稼ぎながら、二つ数える。いまだかつて、これほど長い二秒を、美也子は経験したことがなかった。

　リミッターである手袋を外しながら、目を開ける。

　あと五歩の距離にまで、マネキンに詰め寄られていた。

　美也子は〝光速の神槍グングニル〟を高出力で放った。

　両足が消失して、ようやくマネキンは沈黙した。

　かつて、ここまで敵の接近を許したことはない。しかし、それでもなんとか乗り切ることができた。

　美也子は大きく息をついて、ふと気がついた。

　――志筑本人は、どこや？

　そしてさらに浮かび上がるひとつの違和感と、ひとつの疑問。

　マネキンは足を消失させて、ようやく止めることができた。

　しかしトラの着ぐるみは、肩に一発被弾しただけで沈黙した。

　さらにどうしてトラの着ぐるみは、わざわざ避けようとしたのか。

　どうせ中身は空っぽで能力で動かしているだけなのだ。胸だろうが頭だろうが、足さえ無事なら歩けるはず、なのに。

「……まさか」

　美也子は振り返かえる。最初に倒したトラの着ぐるみのあった方を。

「残念、遅おそい」

　すぐ背後にトラの着ぐるみを着た正宗がいた。

　頭だけが足下に転がっている。その肩は、出血により真っ赤に染まっていた。

　正宗は美也子の胸元に手を伸のばして、カプセルを握にぎり締めた。少し力を込めただけで、割れてしまう。

「降参するか？」

　正宗は痛みをこらえながらも、笑ってみせた。

　むしろ青ざめたのは美也子の方だった。

　もはや打つ手は、残されていなかった。

「ウチの負けや」







「志筑さんっ！」

　美也子に縄を解かれて駆け寄よってきた寧々に、正宗は微ほほ笑えみを浮かべる。

「やってやったぜ」

　右手を高くかかげてみせる。

　みんなの力で勝ったら「やったね」とハイタッチしよう。

　寧々とは、そう約束していた。

　寧々も、それを思い出したのだろう。

　目には涙を溜めて正宗に駆け寄って、そのまま――。

「なんて無む茶ちやをするんですか、もうっ！」

　怒鳴りつけて引き倒された。

　そのまま寧々は正宗を強ごう引いんに膝ひざ枕まくらさせると、泣きながら両手を傷口にかざした。

〝聖女の加護アヴエ・マリア〟によって、正宗の傷口は見る間に癒いやされていく。

　カッコよくハイタッチしてキメたかったのだが――膝枕も気持ちいいからいいかと、正宗は気を取り直した。

「いやあ。さすがに、みんなの力を借りてなかったら、こんなことしようとは思わなかったけどな」

　あはははと、正宗は能天気に笑いながら、タネを明かしてみせた。

　正宗はチームの三人の能力――〝中の人なんていないパペツトマスター〟〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟を、それぞれ借りていた。

　そしてさらに。

　それらを複合させて使ったのだ。

「能力を同時に……複合して!?」

「ん？　どうかしたか、宝蔵院」

「そないなこと、できる人間、ウチは一人しか聞いたことない」

「そうなのか？　……まあ、いいや。ともかく、できちゃったもんは仕方ないだろ」

　正宗は話に戻る。

　まず自分は、トラの着ぐるみの中に入って突撃する。

　当然、美也子は〝中の人なんていないパペツトマスター〟を使っていると読んで、撃ち抜くだろう。それを正宗は〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟で避さける。

　とはいえ、そこは〝光速の神槍グングニル〟――致命傷を避けるだけで、精いっぱいだった。

　倒れながらも、正宗は〝中の人なんていないパペツトマスター〟によってマネキンを操った。

　しかも同時に〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟を使い、あたりの空気中の温度を偏へん在ざいさせて、蜃しん気き楼ろうを生み出した。

　美也子には何体ものマネキンが襲ってくるように見えたはずだが、本当は一体だけだったのだ。

　マネキンに対して無駄にレーザーを撃たせるだけのスキを作れば、負傷したとはいえ正宗が美也子のもとにたどり着くのは、そう難しくはなかった。

「まあ、俺も無傷で済むとは思ってないからさ。最後は御厨さんに、こうして助けてもらうところまで計算したんだよ。思ったより、無茶じゃなかったろ？」

「十分、無茶ですっ！　避けられたから良かったものの、美也子さんに殺されていても、おかしくなかったんですよ!?」

　寧々は、ぎゅぅぅぅぅぅと正宗の耳たぶを引っ張る。

「あいたたたたたた。わかった、わかった。御厨さん、反省してます。許してください。もう、しませんから……たぶん」

「たぶんって何ですか!?　だいたい志筑さんは、いつもいつもそうやって――プールで溺れようと企んだ一件も、わたしは忘れていないんですからね。あれで反省したんじゃないんですか、もう！」

　ぎゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ。

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。まいった、反省してます。ごめん。だから許して！」

　肩かたをレーザーで貫かれても笑えた正宗だが、寧々に引っ張られた耳は目め茶ちや苦く茶ちや痛くて、泣きそうになった。

「ケンカする前に、ウチにもうひとつ聞かせてや」

「なんだ？」

「どうしてウチを、即、退場させなかったんや？」

「ああ、それはわたしも思いました」

　不思議がる二人に、正宗は「それは簡単だ」と前置きして告げる。

「そりゃあ最初は、御厨さんを拉致るなんて卑怯なことした宝蔵院を許せないと思ったし、すぐに退場させるつもりでいたけどな。でも、こっちのキングを、生かしておいてくれたんだよなと思ってさ。だから、これで貸し借りなしってことでいいだろ？」

　さらりと言うと正宗は起き上がって、肩をグルグル回しはじめた。さすが寧々の能力。ケガは完全に治っていた。

「さて、それじゃあ、そろそろ俺たちは敵の本陣に向かうか。ああ、宝蔵院も三分ぐらいたったら、ここを離はなれていい、ってことにしようぜ。今度はお互たがい容よう赦しやなしだからな」

　寧々も立ち上がって、小さくため息をつく。

「志筑さんは、本当に優しいですね。ちょっと呆あきれてしまいます」

「いやいや。御厨さんに言われたくねえよ。どんだけ、君が優しいと思ってるんだよ」

「そんなことありませんよ！」

　正宗と寧々は、どちらが優しいかで言い争いをはじめた。

　しばしその様子を見ていた美也子が、ふいに顔をうつむかせた。小声でつぶやく。

「……これが『嫉しつ妬と』いう気持ちか。なるほど、なかなか苦しいもんやな」

「ん？　なんか言ったか？」

　美也子はそのまま数秒間考え、ふいに顔をあげた。

「『これで貸し借りなし』って、志筑は言うたけど、ウチは納なつ得とくできん」

「な、なんだ。まだ足りないって言うのか？」

　反射的に身構える正宗に、美也子はイタズラっぽく笑ってみせた。

「いーや。ウチが借りすぎや。だから返しておくわ」

　そう言うと美也子はいきなり正宗に歩み寄り、その頬ほおに両手を添えて。




　いきなりキスをした。
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　その唇くちびるの柔やわらかさに、正宗の思考はしばし停止した。




　　　※　※




「くそっ！　宝蔵院のヤツ、寝返ったのか？」

　旧校舎の一角、とある教室で籠城していた宝蔵院チームの一人が吐き捨てた。

　ここで美也子さまに恩を売っておけば、あとで何かで役立つかもしれない。何しろ相手はＡランクなのだから。

　そんな下心から集まったチームゆえに、結束はもともと強くなかった。

　いきなり教室の壁に大穴が開いた瞬間、チームメイトはあっと言う間に混乱した。

「どういうこと？　そんなのアリ？」

「知らねえよ。ただ、あの美也子さまなら、気まぐれでそんなことやりかねん」

「ちょっと！　キングのわたし、勢いあまって殺されたりしないよね」

「わかったから、泣くな泣くな。俺にすがられても、困る！」

　破は壊かいの元げん凶きようは壁にあいた穴をまたぐようにして、その姿を現した。

　宝蔵院美也子ではない。

　志筑正宗だった。

「あー、しまった。うっかり強く撃うちすぎた。あと一発が限度だな、こりゃ」

　カンのいい生徒が、美也子の集めたメンバーの中にもいた。

「そうか。あいつが宝蔵院の力を奪うばったんだ」

「おい。奪ったって、人聞き悪いな！」

　正宗が反射的にツッコむが、誰も聞いちゃいなかった。

「こいつバカだぞ。宝蔵院の力は、近づくまでが大変なのに――」

「ああ。自分からノコノコ出向いて来やがった」

　籠城していた四人は顔を見合わせる。

　正宗がこうして現れた以上、美也子が敗北したのは決定的であり、そんな仇の首を自分たちが取ったとあれば、さらに恩を売れるに違いない。

　一同の目が光る。

　息をあわせて一気に正宗に襲おそいかかった。

　正宗は息を吐きながら、目を閉じる。そして。

　コンマ二秒で目を開けた。

〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟によって〝光速の神槍グングニル〟のスキを短縮したのだ。

　コンマ二秒という時間は、もはや普ふ通つうの瞬きとさして変わらない。

　照準するだけのタイムロスを入れても、キングのカプセルを破壊するのは一瞬だった。

　正宗たちのチームは、こうして二回戦を突破した。







エピローグ







「志し筑づき正まさ宗むねくんって、このクラスだよね？」

　キング・スティングが終しゆう了りようして、数日後の昼休み。

　ほとんど顔をあわせないような女子生徒が二、三人連れ立って、十五組の教室を訪ねてきた。たまたま出入り口のそばにいた優ゆうが応じた。

「そうだけど、いまはどこにいったかな？」

　ぐるりと教室を見み渡わたすが、すぐには見つけられなかった。

　ついさっきまで自分の机のそばで、寧ね々ねたちと談だん笑しようしていたと思ったのだけど。

　もう少し探してみて、ようやく見つけた。

　正宗は、まるで地震が来たかのように机の下に身を隠していた。優と目が合った瞬間、ぶんぶんと首を横に振る。

　――ここにはいないと言ってくれ。

　その目が訴うつたえかけていた、が。

「ああ。志筑くん、見つけた！　あ、逃にげることないじゃない！　何も恋こい人びとになってくれなんて、言ってないんだから。たださ――」

　女子生徒たちは、きゃっきゃっ言いながら駆かけ込んできて、こう続けた。

「私たちとキスしてほしいって、言ってるだけでしょ！」




　　　※　※




　結果的にキング・スティングは、三回戦――準々決勝で敗退となってしまった。

　二回戦で力を出し尽くしてしまったというのが、大きい。

　残念ながら飛ひ躍やく的てきな向上とまではいかなかったものの、もともとランクの低かった志筑正宗と城しろ田た陽ひ菜な、仁に科しな七なな海みは一段階アップ。そろってＤランクとなった。

　というわけで、正宗は来年度も柊ひいらぎ優と同じ部屋になりそうだ。

　陽菜と七海の二人は、寧々と同じ寮りようへの引ひっ越こし準備を進めている。

　そして変化はそれだけではない。

　あのＡランクの宝ほう蔵ぞう院いん美み也や子こを破ったというニュースは、瞬またたく間まに才さい花か学がく園えん中を駆けめぐった。

　どうやって美也子を下したのか――その戦いの模様も、正宗の能力の詳しよう細さいとともに、多少の尾ひれを付けながら巷間でささやかれることになる。

　さらにそこに、とどめが刺された。







「……複数能力保持者マルチホルダー？」

　担任の鷺さぎの宮みや綾あや乃のに職員室に呼び出された正宗は、その名を復唱した。

「そう。歴史上、一人だけ存在したと言われる能力者でね。その名のとおり、複数の能力を同時に一人で使える希有な能力よ」

「あ、ああ。そういえば、パンフレットにも書いてあった気がするな。学園は、その能力の再現をひとつの目標にしているとか、なんとか」

「そうよ。なにしろ複数能力保持者マルチホルダーは、さまざまな力を複合的に使用することによって、絶大な力を持っていたみたいだから。それこそ空母一隻に近い働きをしたがため、その力に頼りすぎて軍の技術開発が遅れたとまで言われているわ」

「……なんだよ、その『言われる』とか『みたい』とか、ふわふわした感じは」

「才花学園設立よりも以前――いまから七十年も前の資料でしか登場しないから、詳しいことがよくわかっていないのよ。他にも伝説はいろいろあって、未来を予見したとか、死んだ人間を生き返らせたとか」

「もはや神さまだな」

「呆れるのもわかるわ。たとえば、具体的にどんな力を彼かれが持っていて、どう複合させていたのか謎だし、突とつ然ぜん歴史から消えた経けい緯いについても、よくわかっていないの」

「……ふぅん。それで？　そんな歴史の勉強をさせるために、俺おれを呼んだのか？」

「志筑には口の利き方から教えてあげる必要がありそうね」

　綾乃は眉み間けんに皺しわを寄せると、その髪かみがふわりと逆立った。

　ヤバいと思ったが、それは本人も同じらしい。イスに深く腰こし掛け直して、深呼吸をする。髪の毛けの静電気も落ち着いていく。

「まったく。本当にこんなヤツを、上層部はサンプルにするつもりなの？」

「ああ、なんだ？　サンプル？」

「……まあいっか。あのね、才花学園の上層部は、あなたに特別な使命を与えたいと思っているのよ。その結果いかんによっては、あなただけでなく協力者数人にも、Ｓランクを与えてもいい、とまで言っているわ」

「え？　マジで？」

　いきなりＡやらＢやらすっ飛ばして、Ｓランクの名が出てきて正宗は驚愕する。しかも、自分だけではなく協力者までＳランクとは気前がいい。

　――いや。気前が良すぎる。

　脱だつ走そうした寧々に対して温情をもってしても、降格という仕打ちをした才花学園だ。

　絶対に何か、裏がある。

「何をさせる気なんだ？」

「うん。まあ、あなたにとっちゃ、悪い話じゃないと思うわよ」

　あさっての方向を見やりながら、綾乃は微び苦く笑しようする。

「どんな能力をあなたの中でＭＩＸすれば、伝説を再現できるか試ためしてほしいんだって」

「伝説の、再現？」

「うん。まあ、つまり今日から、手当たり次し第だいキスして、能力を使ってみろって言ってるのよ」




　　　※　※




「良かったねぇ、正宗。よりどりみどり、キスし放題じゃないか」

「バカヤロウ！　簡単に言ってくれるな。あと、そんな冷たい目で俺を見るんじゃない」

　下校途と中ちゆう、正宗は優に噛みついた。

　正宗にキスして認められれば、さしたる努力もせずにＳランクになれる。

　そんな噂うわさが流れて、正宗は時の人になってしまった。

　何しろ、能力を複合させた実績でＡランクの美也子を一蹴しているため、信憑性は相当に高い。正宗のもとを訪れる女の子たち――ときには男たち――の数は、日に日に増えていた。

「才花学園の女子だけで、何千人もいるんだぞ。無計画に進めて期待させといて、あとでダメでしたなんて言いにくいだろ。ちょっとは調べてからじゃないとな」

　隣となりを歩いていた寧々が、ぽそりと尋たずねた。

「でも調べて、あたりがついたら、キスするんですよね？」

「それはまあ……。っていうか、キスじゃないから。いわば能力の実験であり、儀ぎ式しきだよ」

「儀式、ですか」

「そう。能力を借りるためなんだから、唇同士が触ふれ合あっても、それはキスじゃない！　キスって言うのは、つきあっている者同士が交かわすべきものであって、それはたとえば……」

「たとえば？」

　正宗と寧々の目が合った。

　正宗は寧々の艶つややかな赤い唇を目にしてしまい、心臓が大きく脈を打った。

　何度か他の子たちとも、能力のために唇をあわせた。

　けれど「本当のキスをしたい」と正宗が思う相手は、一人だけ。

　――御み厨くりやさんだけなんだよ。

　なんて言えるわけがなかった。

「と、ともかく！　御厨さんがＳランクになるための近道なんだから。女子の能力を借り受けるのも仕方ないだろ」

「仕方ない。……そうですね。仕方ないですね。わかります」

　そう答えながらも、寧々はぷいっと顔を背そむけた。

　さすがの正宗も寧々が怒おこっているのはわかる。

　しかし、その理由はピンと来ていなかった。

　そんな正宗を陽菜は冷たい目で見つめた。さらに隣、七海の抱かかえていたテディベアが口を開く。ちなみに、あれっきり誰も、七海の声を聞いていない。

『ひとつ、聞いてもいいか？』

「おう。なんだ？」

『なんでいま、女子だけに限定したんだ？　男子生徒の能力がカギを握っているかもしれないだろ』

「うおっ。そ、それは……」

　正宗は、ほぼ反射的に優を振ふり返った。

　優は目が合った瞬間、頬を染めて無言で顔を背ける。

　それがまた、うっかりすると女の子よりも女の子らしくて困る。

　思い出してしまった。

　寧々を救うためとはいえ、キング・スティングのさなかに正宗は優と唇をあわせた。

　うっかり正宗は、どきっとしてしまう。

「うおぉぉぉぉぉぉっ。違う、あれは違うんだ!?」

　誰に対する言い訳なのか。正宗は叫さけびながら、自分の額をがしがしと殴なぐった。

　いくらへそを曲げていても、そこは寧々。「どうしたんです!?　志筑さん」と、あっさり正宗の心配をはじめた。

　その正宗は、さらに自分に言い聞かせていた。

「落ち着け、俺。どうせ思い出すなら、もっと他があるだろ。他が」

「他って――まさか、私とか!?」
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　陽菜が声を荒あららげた。

　たしかに陽菜も、ついでに言えば七海も、キング・スティングの最中に正宗に能力を貸している。

　つまり唇と唇を重ねている。

　陽菜は頬を赤く染めて正宗をにらみ、七海はそっと唇に手を触れた。

「あ、ああああ、あの！　言っておくけどね。私だって、あんなのキスだなんて認めてないんだからね。あれはノーカウントよ、ノーカン」

「おっ！　城田もたまにはいいことを言うな。そのとおり、あれもこれも全部ノーカウント！　キスじゃな――――――――――い！」

　魂の叫びが、夕暮れどきの才花学園に響ひびいた。




　　　※　※




　お姉ちゃんへ。

　無事に退院したと聞いて、わたしは飛び上がって喜びました。




　お姉ちゃんは、いまでもわたしにとって大切な人です。それはずっと変わりません。

　だけど、お姉ちゃん。

　もしわたしが、お姉ちゃんと同じくらい……ううん、もっと大切な人ができたかもしれないって言ったら、なんて言うでしょう。

　さびしい？　くやしい？

　わたしの知ってるお姉ちゃんなら「おめでとう」って言ってくれる気がしました。

　だから、こうしてペンを執っています。

　報告しますね、お姉ちゃん。

　ちょっと変わっていて、能力のせいで他の女の子にキスをねだられるような困った人なんですけど。

　でもその人が、なんでもない普通のキスをするならば。

　その相手は、わたしだったらいいな。

　わたしはいま、そう思っているんです。

（おわり）







あとがき







　お久しぶりです。もしくは、はじめまして。

　鯨くじらです。

　突然ですが先日、小説家の仲間と一緒に人間ドックに行ってまいりました。

　学生のころは、学校で身体測定とか健康診断などやってもらいましたが、それ以来です。会社員ならば会社でも行うんでしょうが、小説家はそんなこともありませんしね。自分の健康管理も仕事のウチというわけです。

　あ、歳をとってきて、そろそろ身体にガタが来るようになったから、とか、普段不摂生しすぎてさすがにマズイと思ったからとか、そんなことではありませんよ。本当、本当。紳士のたしなみみたいなものです。

　そんなわけで、身体の隅々までチェックしてきました。

　身長、体重、胸囲はもちろん、血液検査にエコー検査に骨密度検査。

　大変だったのは、やはり発泡剤――胃を膨らませる薬で、炭酸飲料を一気飲みしたみたいな感じになる――と、バリウムを飲んでから行う胃のレントゲン検査。寝台みたいなものにしがみついて、ぐりんぐりん動かされるのがツラいツラい。なんの拷問かと思いましたよ、ほんと。

　あー。あと大変と言えば、直腸検査とかね。どんなことをするのかは、これはお食事中の方がいたら大変マズいので、興味がある人は調べてみてください。

　――と、そんなこんなで、無事に人間ドックを終了。

　すぐに結果がわかる分野は、その日のうちに教えてもらって、これこれここに気をつけなさいとか、ひどい場合は再検査とか即入院とか、そんな流れになるわけですが、さて検査の結果。

　わたしは、ほとんど何も異常は見つかりませんでした！

　ブラボーッ！

　なんて浮かれていたのですが、まわりの小説家たちの顔色を目にして、呆気にとられました。

　誰一人、どこにもまったく異常のない人は、いない。

　中性脂肪やら内臓脂肪やらコレステロールやら尿酸値やらが、要注意的な数値を示しているとか。脂肪肝とか言われていた人もいましたね。（まあアレです、いわば肝臓がフォアグラっぽくなってるってことです）

　一気にわたしの肩身は狭くなりました。

　あれか。結果がどうあれ、マイノリティーは迫害される運命なのか。っていうか、みんな健康と引き換えに原稿を書いてるってことか。それが売れる秘訣なのか、もしかして。ボクも身体のひとつぐらい壊さなきゃいかんのか、これが等価交換の法則ってヤツなのか。

　なんてことまで一瞬考えてしまった、とある秋の日の午後でした。

　言うまでもありませんが、健康管理も大切ですよ。不摂生はよくありません。夜更かしもいけません。このあとがきを日付が変わってから書き始めているわたしが言うんだから、間違いありません。はい。




　さて。

　それをふまえて、今回のお話ですが。

　身体の不調や、体質などは健康診断でわかりますし、手も打てます。

　けれど自身の眠れる才能は、いまのところ残念ながら、検査ではわかりません。

　現在は、悲しいかな、いろいろ試行錯誤して「これは人より上手いかもしれないなー」とか探って、その眠れる才能を見つけ出すより他にありません。それも本当に人より優れているのかどうかは、あやふや。磨いてみなきゃ本当のところは、わかりません。

　なんだか、これだけ技術が進歩した現代で、それも不条理だよなーとか、もっと便利にならないもんかなーとか、人間ドックの待合室などで、もんもんと考えまして。

　それが、このお話を書く一因になった気がします。

　いまはまだ実現していませんけれど、いつかは、客観的な「おまえには、こんな才能があるんだよ」というデータがもらえる日が来たらいいなーとか、考えています。

　ほらっ、わたしにだって、まだ残された才能があるかもしれないじゃないですか。かの有名なカーネル・サンダースだって、成功したのはずいぶん歳をとってからですし。

　まだあわてるような時間じゃない――ってヤツですね、これが。




　そんなこんなで、今回もいろいろありましたが、なんとかこの作品をお送りすることができました。

　担当編集の南部さまには、粘り強くご意見やアドバイスをいただきました。大変、ありがとうございました。絶版になっている資料を集めていただいたときには、感動しました。……えっと、そちらは近いうちに返しますので。借りっぱなしですみません。

　イラストを描いていただいた、きくらげさま。美麗なイラスト、まことにありがとうございました。もー、優の可愛いこと、可愛いこと。ちょっと、どうにかなっちゃいそうで、主人公正宗の気持ちが本気でわかりました。

　そして。

　最後になりましたが、この本を手にとっていただいたあなたに、最大の感謝を。

　あなたが、ひととき楽しい時間を過ごしていただけたなら、これほど嬉しいことはありません。

　ありがとうございました。

　それでは。またどこかでお会いしましょう。




鯨　晴はる久ひさ　拝
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

鯨 晴久先生／きくらげ先生
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